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 我が国では，国際教育到達度評価学会（IEA）の「国際数学・理科教育動向調査の

2011 年調査（Trends in International Mathematics and Science Study 2011：略

称TIMSS2011）」に参加し， 2011年（平成23年）３月に調査を実施している。TIMSS2011

の結果については，IEA から 2012 年（平成 24 年）12 月 11 日に公表されることとな

っているが，本紙は，我が国の調査結果について概要を取りまとめたものである。

なお，調査に関する詳細な内容及びその結果については，算数・数学，理科につい

てそれぞれ国内報告書として別途まとめている。 

 

 

Ⅰ 調査の概要 

 

Ⅰ－１ 調査の実施主体 

 

 国際数学・理科教育動向調査は，1960 年創設の「国際教育到達度評価学会」(略

称：IEA。本部：オランダのアムステルダム。会長：Seamus Hegarty）によって 1964

年（昭和 39 年）から継続的に実施されてきている。今回の調査は 1995 年（平成７

年）の第１回国際数学・理科教育動向調査（略称：TIMSS1995）を開始年として，４

年ごとに実施されている調査で， 2007 年調査（略称：TIMSS2007）に続く調査とし

て，第４学年（小学校４年生）及び第８学年（中学校２年生）を対象に，2011 年（平

成 23 年）に行われたものである。調査の運営体制については，国際本部がボストン

カレッジの国際研究センターに置かれており，各国調査責任者会議が基幹的な役割

を果たしながら，各国関係研究機関との連携の下に調査を行っている。 

 我が国においては，「国際教育到達度評価学会」に日本代表の立場で加入してい

る国立教育政策研究所（所長：尾﨑 春樹）が，国際的な取り決めに従って国内調

査を実施している。 

 

Ⅰ－２ 調査の目的 

 

 国際数学・理科教育動向調査の目的は，初等中等教育段階における児童生徒の算

数・数学及び理科の教育到達度（educational achievement）を国際的な尺度によっ

て測定し，児童生徒の学習環境条件等の諸要因との関係を参加国／地域間における

それらの違いを利用して組織的に研究することにある。 

 TIMSS2011 は，算数・数学教育及び理科教育の国際的な動向調査として，次の事

項を目的として実施された。 

① 第４学年（小学校４年生）については，1995 年（平成 7 年），2003 年（平成

15 年），2007 年（平成 19 年），2011 年（平成 23 年）の同学年の比較を行う
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こと。 

② 第８学年（中学校２年生）については，1995 年（平成７年），1999 年（平成

11 年），2003 年（平成 15 年），2007 年（平成 19 年），2011 年（平成 23 年）

の同学年の比較を行うこと。 

③ 第４学年（小学校４年生）の調査に参加した学年を４年後の第８学年（中

学校２年生）で調査することにより，その間の変化を調べること。たとえば，

2007 年（平成 19 年）の調査に参加した第４学年（小学校４年生）と４年後の

2011 年（平成 23 年）の第８学年（中学校２年生）を比べることによって，得

点や態度などがどのように変化しているか調べること。 

④ 2011 年（平成 23 年）に実施した第４学年（小学校４年生）及び第８学年（中

学校２年生）について調査に参加した各国／地域間での国際比較を行うこと。 

 

Ⅰ－３ 調査の対象 

 

 調査の対象としては，国際的な定義で示された「正規の学校教育の４年目に当た

る学年に在籍している児童，ただし，調査実施時の児童の平均年齢が 9.5 歳以上で

あること」という調査対象母集団１と「正規の学校教育の８年目に当たる学年に在

籍している生徒，ただし，調査実施時の生徒の平均年齢が 13.5 歳以上であること」

という調査対象母集団２が設定された。我が国においては，調査対象の母集団１を

小学校第４学年の児童，母集団２を中学校第２学年の生徒とした。 

 調査対象標本となる児童生徒の抽出は，国際的に決められたガイドラインに従っ

て，各国／地域の児童生徒の状況の縮図が描けるように行われた。我が国の場合に

は，第１段階として，全国の全ての小・中学校を都市・町村等の地域類型によって

層化し（中学校の場合は国立・私立学校も１つの層として分類），そこから各層の

児童生徒数に比例するように学校をランダムに抽出し，第２段階として，抽出され

た学校の中の１学級の児童生徒を抽出するという「層化２段階抽出法」によって行

われた。なお，調査対象標本の抽出については，国際サンプリング・レフェリーに

計画・実施等の全てを審査されて，その承認を得ている。 

 

Ⅰ－４ 調査の内容 

 

 調査は，児童生徒を対象とした「問題」（算数・数学，理科の問題），「児童質

問紙」「生徒質問紙」，教師を対象とした「教師質問紙」，学校を対象とした「学

校質問紙」によって行われた。これらをまとめると，表 1-1 のとおりである。 
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表 1-1 調査概要 

学 校 学 年 
児童生徒 

教  師 学 校 
算数・数学及び理科の問題 質問紙 

小学校 ４ 年 14 種類の問題冊子の中から

児童ごとに１種類を指定。 

（時間 72 分）

児童質問紙

 

（約 30 分）

教師質問紙 学校質問紙

中学校 ２ 年 14 種類の問題冊子の中から

生徒ごとに１種類を指定。 

（時間 90 分）

生徒質問紙

 

（約 30 分）

教師質問紙(数学) 

教師質問紙(理科) 

学校質問紙

 

14 種類の問題冊子の中から 1種類が割り当てられるため児童生徒により出題され

る問題は異なるが，１人の児童生徒が解く問題数は，算数・数学及び理科を合わせ

て，小学校は約 50 題，中学校は約 60 題である。なお，14 種類の問題冊子には共通

の問題も含まれるため，全問題数は，小学校で算数 177 題，理科 175 題，中学校で

数学 217 題，理科 219 題である。  

 

Ⅰ－５ 調査参加国／地域 

 

国際数学・理科教育動向調査の 2011 年調査（TIMSS2011）には 63 か国／地域が参

加しているが，そのうち 1995 年（平成７年）の TIMSS1995，1999 年（平成 11 年）

の TIMSS1999，2003 年（平成 15 年）の TIMSS2003，2007 年（平成 19 年）の TIMSS2007

を含めた５回（小学生対象の調査は４回）の調査全てに参加した国／地域は 19 か国

／地域である。また，今回の TIMSS2011 に新規参加または再参加した国／地域は，

14 か国／地域である。 
具体的な国／地域は表 1-2 のとおりである。 

 

表 1-2 参加国／地域の調査への参加状況 

調査への参加状況 国／地域名 

対象学年のいずれか

で全回参加 

（19 か国／地域） 

オーストラリア，イングランド，香港，ハンガリー，インドネシア、イ

ラン，イスラエル，イタリア，日本，韓国，リトアニア，オランダ，ニ

ュージーランド，ノルウェー，ルーマニア，ロシア，シンガポール，スロベ

ニア，アメリカ 

前回，今回と連続して

同学年を対象とした

調査に参加（28 か国

／地域） 

アルメニア，オーストリア，バーレーン，ボツワナ，台湾，チェコ，デ

ンマーク，グルジア，ドイツ，ガーナ，ヨルダン，カザフスタン，クウ

ェート，レバノン，マレーシア，モロッコ，オマーン，パレスチナ，カ

タール，サウジアラビア，スロバキア，スウェーデン，シリア，タイ，

チュニジア，トルコ，ウクライナ，イエメン 

新規あるいは再参加 

（14 か国／地域） 

アゼルバイジャン，ベルギー（フラマン語圏），チリ，クロアチア，フ

ィンランド，アイルランド，マケドニア，北アイルランド，ポーランド，

ポルトガル，スペイン，アラブ首長国連邦，ホンジュラス，南アフリカ
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上記の 63 か国／地域のうち，第４学年（小学校４年生）の調査に参加したのは

52 か国／地域，第８学年（中学校２年生）の調査に参加したのは 45 か国／地域で

ある。 

 

得点など主要な表における国際比較が可能な国／地域の数は，第４学年（小学校

４年生）が 50 か国／地域，第８学年（中学校２年生）は 42 か国／地域である。 

ボツワナ，ホンジュラス，南アフリカは，対象学年とは異なる学年で調査が実施

されたため，データの比較には用いないこととなった。 

 

Ⅰ－６ 調査の実施状況 

 

（１）実施時期 

 今回の TIMSS2011 は，原則として各参加国／地域の 2010 年度（平成 22 年度）

の学年末に行われるように計画された。我が国においては，2011 年（平成 23 年）

３月に調査が実施された。 

 

（２）参加状況 

 今回の調査に参加した国／地域における全ての学校数，児童生徒数の総計は，

次のとおりである。 

 

表 1-3 対象学年別の調査参加学校数及び児童生徒数 

 国／地域 学 校 数 児童生徒数 

第４学年 ５０か国／地域  ９,１９８校 ２６１，３３９名 

第８学年 ４２か国／地域  ７，８４０校 ２３９，９６０名 

 注）得点など主要な表における国際比較が可能な国／地域の参加状況を示している。 

 

我が国において，調査に参加した学校数，児童生徒数等の総計は，表 1-4 の

とおりである。 

 

表 1-4 我が国の調査参加状況 

 学 校 数 児童生徒数 教 師 数 

小学校 １４９校 ４，４１１名 ２６５名 

中学校 １３８校 ４，４１４名 
数  学 理  科 

１８１名 １５１名 

注）教師数が学校数よりも多いのは，1 学級を複数教師で担当している学校を含んでいることを示し

ている。
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国際教育到達度評価学会（IEA）の国際数学・理科教育動向調査について 

 

 

１ IEA の概要 

 「国際教育到達度評価学会（The International Association for the 

Evaluation of Educational Achievement）」は，1960 年（昭和 35 年）に

創設された国際学術研究団体（法人）で，異なった文化的，社会的，経済

的背景を持つ国々の間で実証的な教育の比較研究を行い，各国／地域の教

育到達度と教育諸要因との関連を明らかにすることをねらいとしている。

また，ユネスコの協力機関としての指定も受けている。現在，本部はオラ

ンダのアムステルダムに置かれ，世界 68 か国／地域の教育研究機関によ

り構成されている。なお，各国／地域からは１機関しか加入できない。 

 我が国からは，文部科学省の施設等機関である国立教育政策研究所が，

代表機関として，1961 年（昭和 36 年）から加入している。 

 

２ 国際数学・理科教育動向調査の概要と目的 

 初等中等教育段階における児童生徒の算数・数学及び理科の教育到達度

を国際的な尺度によって測定し，各参加国／地域の教育制度，カリキュラ

ム，指導方法，教師の資質，児童生徒の学習環境条件等の諸要因との関係

を明らかにする。 

 

３ これまでに実施された算数・数学教育及び理科教育に関する調査 

1964年（昭和39年） 第１回国際数学教育調査 

（FIMS: First International Mathematics Study） 

1970年（昭和45年） 第１回国際理科教育調査 

（FISS: First International Science Study） 

1981年（昭和56年） 第２回国際数学教育調査 

（SIMS: Second International Mathematics Study） 

1983年（昭和58年） 第２回国際理科教育調査 

（SISS: Second International Science Study） 

（参 考）
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1995年（平成７年） 第１回国際数学・理科教育動向調査（TIMSS1995） 

1999年（平成11年） 第２回国際数学・理科教育動向調査（TIMSS1999） 

2003年（平成15年） 第３回国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2003） 

2007年（平成19年） 第４回国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2007） 

2011年（平成23年） 第５回国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2011） 

 



 7

 

Ⅱ 算数・数学に関する結果 
 
 
Ⅱ－１ 算数・数学問題の結果 
 
（１）各参加国／地域の算数・数学の得点 

 
表2-1参照 

 
表2-1は，50か国／地域の小学校４年生の算数問題の平均得点（推定値。以下同じ。）

を表している。なお，出題問題は世界共通であるが，14種類の問題冊子の中から指

定された１種類を個々の児童が解くこととしているので，それを調整し，かつTIMSS

1995の得点と調整した上で，得点を平均500点，標準偏差100点とする分布モデルの

推定値として算出して示してある。 
主な参加国／地域の平均得点は，シンガポールが606点，韓国が605点，香港が602

点，台湾が591点，日本が585点の順で，我が国は第５位となっている。 

我が国の平均得点は，統計上の誤差を考慮すると，シンガポール，韓国，香港，

台湾より有意に低く，北アイルランド，ベルギー（フラマン語圏），フィンランド，

イングランド，ロシア以下の全ての参加国/地域より有意に高い。 
 

 
表2-2参照 

 
表2-2は，42か国／地域の中学校２年生の数学問題の平均得点を表している。得点

化の方法は小学校４年生と同じである。 
主な参加国／地域の平均得点は，韓国が613点，シンガポールが611点，台湾が609点，

香港が586点，日本が570点の順で，我が国は第５位となっている。 

我が国の平均得点は，統計上の誤差を考慮すると，韓国，シンガポール，台湾，

香港より有意に低く，ロシア，イスラエル，フィンランド，アメリカ，イングラン

ド以下の全ての国／地域より有意に高い。 
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表2-1　算数得点の分布　－小学校４年生－

国／地域

シンガポール ▲ 6 0 6 ( 3 . 2 )
韓国 ▲ 6 0 5 ( 1 . 9 )
香港 ▲ 6 0 2 ( 3 . 4 )
台湾 ▲ 5 9 1 ( 2 . 0 )
日本 ▲ 5 8 5 ( 1 . 7 )
北アイルランド ▲ 5 6 2 ( 2 . 9 )
ベルギー ▲ 5 4 9 ( 1 . 9 )
フィンランド ▲ 5 4 5 ( 2 . 3 )
イングランド ▲ 5 4 2 ( 3 . 5 )
ロシア ▲ 5 4 2 ( 3 . 7 )
アメリカ ▲ 5 4 1 ( 1 . 8 )
オランダ ▲ 5 4 0 ( 1 . 7 )
デンマーク ▲ 5 3 7 ( 2 . 6 )
リトアニア ▲ 5 3 4 ( 2 . 4 )
ポルトガル ▲ 5 3 2 ( 3 . 4 )
ドイツ ▲ 5 2 8 ( 2 . 2 )
アイルランド ▲ 5 2 7 ( 2 . 6 )
セルビア ▲ 5 1 6 ( 3 . 0 )
オーストラリア ▲ 5 1 6 ( 2 . 9 )
ハンガリー ▲ 5 1 5 ( 3 . 4 )
スロベニア ▲ 5 1 3 ( 2 . 2 )
チェコ ▲ 5 1 1 ( 2 . 4 )
オーストリア ▲ 5 0 8 ( 2 . 6 )
イタリア ▲ 5 0 8 ( 2 . 6 )
スロバキア 5 0 7 ( 3 . 8 )
スウェーデン 5 0 4 ( 2 . 0 )
カザフスタン 5 0 1 ( 4 . 5 )
T IMS S 基準値 5 0 0  
マルタ ▼ 4 9 6 ( 1 . 3 )
ノルウェー 4 9 5 ( 2 . 8 )
クロアチア ▼ 4 9 0 ( 1 . 9 )
ニュージーランド ▼ 4 8 6 ( 2 . 6 )
スペイン ▼ 4 8 2 ( 2 . 9 )
ルーマニア ▼ 4 8 2 ( 5 . 8 )
ポーランド ▼ 4 8 1 ( 2 . 2 )
トルコ ▼ 4 6 9 ( 4 . 7 )
アゼルバイジャン ▼ 4 6 3 ( 5 . 8 )
チリ ▼ 4 6 2 ( 2 . 3 )
タイ ▼ 4 5 8 ( 4 . 8 )
アルメニア ▼ 4 5 2 ( 3 . 5 )
グルジア ▼ 4 5 0 ( 3 . 7 )
バーレーン ▼ 4 3 6 ( 3 . 3 )
アラブ首長国連邦 ▼ 4 3 4 ( 2 . 0 )
イラン ▼ 4 3 1 ( 3 . 5 )
カタール ▼ 4 1 3 ( 3 . 5 )
サウジアラビア ▼ 4 1 0 ( 5 . 3 )

ψ オマーン ▼ 3 8 5 ( 2 . 9 )
ψ チュニジア ▼ 3 5 9 ( 3 . 9 )

  Ж クウェート ▼ 3 4 2 ( 3 . 4 )
Ж モロッコ ▼ 3 3 5 ( 4 . 0 )
Ж イエメン ▼ 2 4 8 ( 6 . 0 )

Ж
Ψ

　得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であることを示す。

　得点が低すぎる児童の割合が15％から25%のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

平均得点 算数問題得点分布

(注)  １　TIMS S 基準値は，T IMS S 1995，TIMS S 2003 ，TIMS S 2007と比較可能なように算出された。

 ２　(　)内は標準誤差(S E )を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

9 5％の信頼区間 (±2 S E )

得点の分布

5％ 25％ 75％ 9 5％

1 00 3 0 0 5 004 0 02 0 0 60 0 807 0 0

▲平均得点がT IMSS 基準値より統計的に有意に高い国／地域

▼平均得点がT IMSS 基準値より統計的に有意に低い国／地域
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（２）算数・数学得点の変化 
 
表2-3参照 

 
TIMSS2011の目的の一つに，TIMSS2011の結果とTIMSS1995以降の結果における同学

年の比較を行うことがある。 

小学校４年生については，TIMSS1995，TIMSS2003及びTIMSS2007とTIMSS2011にお

ける同学年の比較を行っている。表2-3は，TIMSS2011に参加して，過去の調査と比

表2-2　数学得点の分布　－中学校２年生－

国／地域

韓国 ▲ 6 1 3 (2 . 9 )
シンガポール ▲ 6 1 1 (3 . 8 )
台湾 ▲ 6 0 9 (3 . 2 )
香港 ▲ 5 8 6 (3 . 8 )
日本 ▲ 5 7 0 (2 . 6 )
ロシア ▲ 5 3 9 (3 . 6 )
イスラエル ▲ 5 1 6 (4 . 1 )
フィンランド ▲ 5 1 4 (2 . 5 )
アメリカ ▲ 5 0 9 (2 . 6 )
イングランド 5 0 7 (5 . 5 )
ハンガリー 5 0 5 (3 . 5 )
オーストラリア 5 0 5 (5 . 1 )
スロベニア ▲ 5 0 5 (2 . 2 )
リトアニア 5 0 2 (2 . 5 )
T IMS S 基準値 5 0 0  
イタリア 4 9 8 (2 . 4 )
ニュージーランド ▼ 4 8 8 (5 . 5 )
カザフスタン ▼ 4 8 7 (4 . 0 )
スウェーデン ▼ 4 8 4 (1 . 9 )
ウクライナ ▼ 4 7 9 (3 . 9 )
ノルウェー ▼ 4 7 5 (2 . 4 )
アルメニア ▼ 4 6 7 (2 . 7 )
ルーマニア ▼ 4 5 8 (4 . 0 )
アラブ首長国連邦 ▼ 4 5 6 (2 . 1 )
トルコ ▼ 4 5 2 (3 . 9 )
レバノン ▼ 4 4 9 (3 . 7 )
マレーシア ▼ 4 4 0 (5 . 4 )
グルジア ▼ 4 3 1 (3 . 8 )
タイ ▼ 4 2 7 (4 . 3 )

ψ マケドニア ▼ 4 2 6 (5 . 2 )
チュニジア ▼ 4 2 5 (2 . 8 )
チリ ▼ 4 1 6 (2 . 6 )

ψ イラン ▼ 4 1 5 (4 . 3 )
ψ カタール ▼ 4 1 0 (3 . 1 )
ψ バーレーン ▼ 4 0 9 (2 . 0 )
ψ ヨルダン ▼ 4 0 6 (3 . 7 )
ψ パレスチナ自治政府 ▼ 4 0 4 (3 . 5 )
ψ サウジアラビア ▼ 3 9 4 (4 . 6 )
ψ インドネシア ▼ 3 8 6 (4 . 3 )
ψ シリア ▼ 3 8 0 (4 . 5 )

Ж モロッコ ▼ 3 7 1 (2 . 0 )
ψ オマーン ▼ 3 6 6 (2 . 8 )

Ж ガーナ ▼ 3 3 1 (4 . 3 )

(注) １　TIMSS基準値は，TIMSS1995，TIMSS2003，TIMSS2007と比較可能なように算出された。

　２　(　)内は標準誤差(S E )を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

Ж 　得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であることを示す。

Ψ 　得点が低すぎる児童の割合が15％から25%のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

平均得点 数学問題得点分布

10 0 2 0 0 3 00 40 0 5 00 60 0 7 0 0 8 0 0

95％の信頼区間 (±2 S E )

得点の分布

5％ 25％ 75％ 9 5％

▲平均得点がTIMS S基準値より統計的に有意に高い国／地域

▼平均得点がTIMS S基準値より統計的に有意に低い国／地域
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較可能な29か国について，算数問題の平均得点の変化を表したものである。 
我が国の小学校４年生の算数の平均得点は585点であり，TIMSS2007よりも17点，T

IMSS2003よりも21点，TIMSS1995よりも18点有意に高くなっており，過去の結果と比

較して，算数の学力は向上している。 

国別の傾向では，TIMSS2007よりも平均得点が有意に高くなった国はチュニジアな

ど10か国，有意差がない国は14か国，有意に低くなった国はなかった。また，TIMSS

2003よりも平均得点が有意に高くなった国はノルウェーなど10か国，有意差がない

国は７か国，有意に低くなった国はハンガリーなど２か国である。TIMSS1995よりも

平均得点が有意に高くなった国はポルトガルなど12か国，有意差がない国は２か国，

有意に低くなった国はチェコなど２か国である。 
 
 表2-4参照 
 

中学校２年生については，TIMSS1995，TIMSS1999，TIMSS2003及びTIMSS2007とTIM

SS2011における同学年の比較を行っている。表2-4は，TIMSS2011に参加して，過去

の調査と比較可能な34か国について，数学問題の平均得点の変化を表したものであ

る。 

 我が国の中学校２年生の数学の平均得点は570点であり，TIMSS2003及びTIMSS2007

表2-3　算数得点の変化　－小学校４年生－

国／地域

チュニジア 3 5 9 (3 .9 ) 3 2 7 ( 4 . 5 ) 3 3 9 ( 4 .7 ) 不参加 3 2 ▲ 2 0 ▲ -

イラン 4 3 1 (3 .5 ) 4 0 2 ( 4 . 1 ) 3 8 9 ( 4 .2 ) 3 8 7 (5 .0 ) 2 8 ▲ 4 2 ▲ 4 4 ▲

チェコ 5 1 1 (2 .4 ) 4 8 6 ( 2 . 8 ) 不参加 5 4 1 (3 .1 ) 2 4 ▲ - - 3 0 ▼

ノルウェー 4 9 5 (2 .8 ) 4 7 3 ( 2 . 5 ) 4 5 1 ( 2 .3 ) 4 7 6 (3 .0 ) 2 2 ▲ 4 4 ▲ 1 9 ▲

日本 5 8 5 (1 .7 ) 5 6 8 ( 2 . 1 ) 5 6 5 ( 1 .6 ) 5 6 7 (1 .9 ) 1 7 ▲ 2 1 ▲ 1 8 ▲

台湾 5 9 1 (2 .0 ) 5 7 6 ( 1 . 7 ) 5 6 4 ( 1 .8 ) 不参加 1 5 ▲ 2 7 ▲ -

デンマーク 5 3 7 (2 .6 ) 5 2 3 ( 2 . 4 ) 不参加 不参加 1 4 ▲ - -

アメリカ 5 4 1 (1 .8 ) 5 2 9 ( 2 . 4 ) 5 1 8 ( 2 .4 ) 5 1 8 (2 .9 ) 1 2 ▲ 2 2 ▲ 2 3 ▲

グルジア 4 5 0 (3 .7 ) 4 3 8 ( 4 . 2 ) 不参加 不参加 1 2 ▲ - -

スロベニア 5 1 3 (2 .2 ) 5 0 2 ( 1 . 8 ) 4 7 9 ( 2 .6 ) 4 6 2 (3 .1 ) 1 1 ▲ 3 4 ▲ 5 1 ▲

スロバキア 5 0 7 (3 .8 ) 4 9 6 ( 4 . 5 ) 不参加 不参加 1 1 - -

シンガポール 6 0 6 (3 .2 ) 5 9 9 ( 3 . 7 ) 5 9 4 ( 5 .6 ) 5 9 0 (4 .5 ) 6 1 1 1 6 ▲

ハンガリー 5 1 5 (3 .4 ) 5 1 0 ( 3 . 5 ) 5 2 9 ( 3 .1 ) 5 2 1 (3 .6 ) 6  -1 3 ▼ -6

オランダ 5 4 0 (1 .7 ) 5 3 5 ( 2 . 1 ) 5 4 0 ( 2 .1 ) 5 4 9 (3 .0 ) 5 0 -9 ▼

リトアニア 5 3 4 (2 .4 ) 5 3 0 ( 2 . 4 ) 5 3 4 ( 2 .8 ) 不参加 4  0 -

オーストリア 5 0 8 (2 .6 ) 5 0 5 ( 2 . 0 ) 不参加 5 3 1 (2 .9 ) 3  - - 2 2 ▼

ドイツ 5 2 8 (2 .2 ) 5 2 5 ( 2 . 3 ) 不参加 不参加 3 - -

イングランド 5 4 2 (3 .5 ) 5 4 1 ( 2 . 9 ) 5 3 1 ( 3 .7 ) 4 8 4 (3 .3 ) 1  1 1 ▲ 5 8 ▲

イタリア 5 0 8 (2 .6 ) 5 0 7 ( 3 . 1 ) 5 0 3 ( 3 .7 ) ○ 1  5 -

スウェーデン 5 0 4 (2 .0 ) 5 0 3 ( 2 . 5 ) 不参加 不参加 1 - -

オーストラリア 5 1 6 (2 .9 ) 5 1 6 ( 3 . 5 ) 4 9 9 ( 3 .9 ) 4 9 5 (3 .4 ) 0  1 7 ▲ 2 1 ▲

ロシア 5 4 2 (3 .7 ) 5 4 4 ( 4 . 9 ) 5 3 2 ( 4 .7 ) 不参加 - 2  1 0 -

香港 6 0 2 (3 .4 ) 6 0 7 ( 3 . 6 ) 5 7 5 ( 3 .2 ) 5 5 7 (4 .0 ) - 5  2 7 ▲ 4 5 ▲

ニュージーランド 4 8 6 (2 .6 ) 4 9 2 ( 2 . 3 ) 4 9 3 ( 2 .2 ) 4 6 9 (4 .4 ) - 6 -7 ▼ 1 7 ▲

ベルギー 5 4 9 (1 .9 ) 不参加 5 5 1 ( 1 .8 ) 不参加 - -1 -

アルメニア 4 5 2 (3 .5 ) ○ 4 5 6 ( 3 .5 ) 不参加 - -4 -

ポルトガル 5 3 2 (3 .4 ) 不参加 不参加 4 4 2 (3 .9 ) - - 9 0 ▲

韓国 6 0 5 (1 .9 ) 不参加 不参加 5 8 1 (1 .8 ) - - 2 4 ▲

アイルランド 5 2 7 (2 .6 ) 不参加 不参加 5 2 3 (3 .5 ) - - 5

▲ 2011年の方が過去の各々の調査よりも統計的に有意に高い国／地域

▼ 2011年の方が過去の各々の調査よりも統計的に有意に低い国／地域

○ 参加（ただし，翻訳や母集団が異なる等の理由により，TIMSS2011との比較はできない）

(注) 平均得点は小数第1位を四捨五入して示したものであり，差の値が一致しない場合がある。

（　）内は標準誤差（SE）を示す。

2011年の平均得点
から1995年の平均

得点を引いた差

2011年の

平均得点

2007年の

平均得点

2003年の

平均得点

1995年の

平均得点

2011年の平均得点
から2007年の平均

得点を引いた差

2011年の平均得点
から2003年の平均

得点を引いた差
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と同じであるが，TIMSS1999よりも９点，TIMSS1995より11点，いずれも有意に低く

なっている。  

国別の傾向では，TIMSS2007よりも平均得点が有意に高くなった国はパレスチナな

ど９か国，有意差がない国は14か国，有意に低くなった国はヨルダンなど６か国で

ある。また，TIMSS2003よりも平均得点が有意に高くなった国はロシアなど11か国，

有意差がない国は10か国，有意に低くなった国はハンガリーなど６か国である。TIM

SS1999よりも平均得点が有意に高くなった国は台湾など５か国，有意差がない国は

７か国，有意に低くなった国はマレーシアなど８か国である。TIMSS1995よりも平均

得点が有意に高くなった国は韓国など６か国，有意差がない国は５か国，有意に低

くなった国はスウェーデンなど５か国である。 

 

（３）算数・数学同一問題の平均正答率の変化 
 
 表2-5参照 
 
 表2-5は，算数・数学に関するTIMSS2011とTIMSS2007の同一問題について，我が国

の正答率と国際平均値を算出したものである。なお，統計的な有意差などの処理は

表2-4　数学得点の変化　－中学校２年生－

国／地域

パレスチナ自治政府 4 0 4 ( 3 . 5 ) 3 6 7 ( 3 .5 ) 3 9 0 ( 3 .1 ) 不参加 不参加 3 7 ▲ 1 4 ▲ - -

ロシア 5 3 9 ( 3 . 6 ) 5 1 2 ( 4 .1 ) 5 0 8 ( 3 .7 ) 5 2 6 ( 5 . 9 ) 5 2 4 ( 5 . 3 ) 2 7 ▲ 3 1 ▲ 1 3 1 5 ▲

グルジア 4 3 1 ( 3 . 8 ) 4 1 0 ( 5 .9 ) 不参加 不参加 不参加 2 2 ▲ - - -

イタリア 4 9 8 ( 2 . 4 ) 4 8 0 ( 3 .0 ) 4 8 4 ( 3 .2 ) 4 7 9 ( 3 . 8 ) ○ 1 9 ▲ 1 5 ▲ 1 9 ▲ -

シンガポール 6 1 1 ( 3 . 8 ) 5 9 3 ( 3 .8 ) 6 0 5 ( 3 .6 ) 6 0 4 ( 6 . 3 ) 6 0 9 ( 4 . 0 ) 1 8 ▲ 6 7 2

ウクライナ 4 7 9 ( 3 . 9 ) 4 6 2 ( 3 .6 ) 不参加 不参加 不参加 1 7 ▲ - - -

韓国 6 1 3 ( 2 . 9 ) 5 9 7 ( 2 .7 ) 5 8 9 ( 2 .2 ) 5 8 7 ( 2 . 0 ) 5 8 1 ( 2 . 0 ) 1 6 ▲ 2 4 ▲ 2 6 ▲ 3 2 ▲

香港 5 8 6 ( 3 . 8 ) 5 7 2 ( 5 .8 ) 5 8 6 ( 3 .3 ) 5 8 2 ( 4 . 3 ) 5 6 9 ( 6 . 1 ) 1 3 0 4 1 7 ▲

イラン 4 1 5 ( 4 . 3 ) 4 0 3 ( 4 .1 ) 4 1 1 ( 2 .4 ) 4 2 2 ( 3 . 4 ) 4 1 8 ( 3 . 9 ) 1 2 4 -7 - 3

台湾 6 0 9 ( 3 . 2 ) 5 9 8 ( 4 .5 ) 5 8 5 ( 4 .6 ) 5 8 5 ( 4 . 0 ) 不参加 1 1 ▲ 2 4 ▲ 2 4 ▲ -

バーレーン 4 0 9 ( 2 . 0 ) 3 9 8 ( 1 .6 ) 4 0 1 ( 1 .7 ) 不参加 不参加 1 1 ▲ 8 ▲ - -

オーストラリア 5 0 5 ( 5 . 1 ) 4 9 6 ( 3 .9 ) 5 0 5 ( 4 .6 ) ○ 5 0 9 ( 3 . 7 ) 9 0 - - 4

ノルウェー 4 7 5 ( 2 . 4 ) 4 6 9 ( 2 .0 ) 4 6 1 ( 2 .5 ) 不参加 4 9 8 ( 2 . 2 ) 5 1 3 ▲ - - 2 4 ▼

チュニジア 4 2 5 ( 2 . 8 ) 4 2 0 ( 2 .4 ) 4 1 0 ( 2 .2 ) 4 4 8 ( 2 . 4 ) 不参加 4 1 4 ▲ -2 3 ▼ -

スロベニア 5 0 5 ( 2 . 2 ) 5 0 1 ( 2 .1 ) 4 9 3 ( 2 .2 ) ○ 4 9 4 ( 2 . 9 ) 3 1 2 ▲ - 1 0 ▲

アメリカ 5 0 9 ( 2 . 6 ) 5 0 8 ( 2 .8 ) 5 0 4 ( 3 .3 ) 5 0 2 ( 4 . 0 ) 4 9 2 ( 4 . 7 ) 1 5 8 1 7 ▲

日本 5 7 0 ( 2 . 6 ) 5 7 0 ( 2 .4 ) 5 7 0 ( 2 .1 ) 5 7 9 ( 1 . 7 ) 5 8 1 ( 1 . 6 ) 0 0 -9 ▼ - 1 1 ▼

レバノン 4 4 9 ( 3 . 7 ) 4 4 9 ( 4 .0 ) 4 3 3 ( 3 .1 ) 不参加 不参加 0 1 6 ▲ - -

ルーマニア 4 5 8 ( 4 . 0 ) 4 6 1 ( 4 .1 ) 4 7 5 ( 4 .8 ) 4 7 2 ( 5 . 8 ) 4 7 4 ( 4 . 6 ) - 3 - 1 7 ▼ -1 4 ▼ - 1 6 ▼

リトアニア 5 0 2 ( 2 . 5 ) 5 0 6 ( 2 .3 ) 5 0 2 ( 2 .5 ) 4 8 2 ( 4 . 3 ) 4 7 2 ( 4 . 1 ) - 3 1 2 1 ▲ 3 1 ▲

オマーン 3 6 6 ( 2 . 8 ) 3 7 2 ( 3 .4 ) 不参加 不参加 不参加 - 6 - - -

イングランド 5 0 7 ( 5 . 5 ) 5 1 3 ( 4 .8 ) 4 9 8 ( 4 .7 ) 4 9 6 ( 4 . 1 ) 4 9 8 ( 3 . 0 ) - 7 8 1 0 9

スウェーデン 4 8 4 ( 1 . 9 ) 4 9 1 ( 2 .3 ) 4 9 9 ( 2 .6 ) 不参加 5 4 0 ( 4 . 3 ) - 7 ▼ - 1 5 ▼ - - 5 5 ▼

インドネシア 3 8 6 ( 4 . 3 ) 3 9 7 ( 3 .8 ) ○ ○ ○ - 1 1 - - -

ハンガリー 5 0 5 ( 3 . 5 ) 5 1 7 ( 3 .5 ) 5 2 9 ( 3 .2 ) 5 3 2 ( 3 . 7 ) 5 2 7 ( 3 . 2 ) - 1 2 ▼ - 2 4 ▼ -2 7 ▼ - 2 2 ▼

タイ 4 2 7 ( 4 . 3 ) 4 4 1 ( 5 .0 ) 不参加 4 6 7 ( 5 . 1 ) ○ - 1 4 ▼ - -4 0 ▼ -

シリア 3 8 0 ( 4 . 5 ) 3 9 5 ( 3 .8 ) ○ 不参加 不参加 - 1 5 ▼ - - -

ヨルダン 4 0 6 ( 3 . 7 ) 4 2 7 ( 4 .1 ) 4 2 4 ( 4 .1 ) 4 2 8 ( 3 . 6 ) 不参加 - 2 1 ▼ - 1 8 ▼ -2 2 ▼ -

マレーシア 4 4 0 ( 5 . 4 ) 4 7 4 ( 5 .0 ) 5 0 8 ( 4 .1 ) 5 1 9 ( 4 . 4 ) 不参加 - 3 4 ▼ - 6 9 ▼ -7 9 ▼ -

チリ 4 1 6 ( 2 . 6 ) 不参加 3 8 7 ( 3 .3 ) 3 9 2 ( 4 . 4 ) 不参加 - 2 9 ▲ 2 4 ▲ -

ニュージーランド 4 8 8 ( 5 . 5 ) 不参加 4 9 4 ( 5 .3 ) 4 9 1 ( 5 . 2 ) 5 0 1 ( 4 . 7 ) - - 6 -3 - 1 3

マケドニア 4 2 6 ( 5 . 2 ) 不参加 4 3 5 ( 3 .5 ) 4 4 7 ( 4 . 2 ) 不参加 - - 9 -2 0 ▼ -

アルメニア 4 6 7 ( 2 . 7 ) ○ 4 7 8 ( 3 .0 ) 不参加 不参加 - - 1 2 ▼ - -

フィンランド 5 1 4 ( 2 . 5 ) 不参加 不参加 ○ 不参加 - - - -

▲ 2011年の方が過去の各々の調査よりも統計的に有意に高い国／地域

▼ 2011年の方が過去の各々の調査よりも統計的に有意に低い国／地域

○ 参加（ただし，翻訳や母集団が異なる等の理由により，TIMSS2011との比較はできない）

(注) 平均得点は小数第1 位を四捨五入して示したものであり，差の値が一致しない場合がある。

（　）内は標準誤差（SE）を示す。

フィンランドの2011年と1999年の比較は，7年生を対象とする。

2011年の平均得点
から2003年の平均
得点を引いた差

2011年の平均得点
から1999年の平均
得点を引いた差

2011年の平均得点
から1995年の平均
得点を引いた差

2011年の

平均得点

2007年の

平均得点

2003年の

平均得点

1999年の

平均得点

1995年の

平均得点

2011年の平均得点
から2007年の平均
得点を引いた差
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行っていない。 

 我が国のTIMSS2011とTIMSS2007の正答率を比較すると，TIMSS2011の方が小学校４

年生で約３ポイント，中学校２年生で約１ポイントそれぞれ上回っている。 

  

 

（４）算数・数学得点が一定の水準に達した児童生徒の割合 
 
 表2-6参照 
 
 表2-6は，調査参加国／地域の小学校４年生の得点分布について，625点，550点，

475点，400点という75点刻みの４つの水準を設定し，参加国／地域ごとにその水準

に達した児童の割合を表したものである。 

 625点に達した割合は，我が国は30パーセントで，シンガポール，韓国，香港，台

湾に次いで５番目に高い。400点に達した割合は，我が国は99パーセントで極めて高

い水準にある。 

 なお，４つの水準については，下記のように特徴づけられている。 

・400点（低い水準）…児童はある程度基礎的な数学的知識を持っている 

・475点（中程度の水準）…児童は簡単な場面において基礎的な数学的知識を応用で

きる 

・550点（高い水準）…児童は問題を解くために知識や理解したことを応用できる 

・625点（より高い水準）…児童は比較的複雑な場面において知識や理解したことを

応用でき，かつ，自らの推論を説明できる 

表2-5　算数・数学の同一問題の平均正答率
日本の

平均正答率 平均正答率 平均正答率

国際 の差 国際 の差 の差(a-b)

平均値 平均値

出題 選択肢  58題 77.4% 56.4% 21.0% 73.2% 53.6% 19.6% 4.2%

形式 記　述  45題 66.9% 46.4% 20.4% 64.6% 43.6% 21.0% 2.2%

103題 72.8% 52.0% 20.7% 69.4% 49.2% 20.2% 3.3%

日本の

平均正答率 平均正答率 平均正答率

国際 の差 国際 の差 の差(a-b)

平均値 平均値

出題 選択肢  66題 70.4% 49.5% 20.9% 69.6% 46.9% 22.7% 0.8%

形式 記　述  60題 58.4% 33.5% 24.9% 57.2% 30.7% 26.5% 1.2%

126題 64.7% 41.9% 22.8% 63.7% 39.2% 24.5% 0.9%合　計

(注）１　平均正答率は，小数第一位まで四捨五入された各問題の正答率を平均したものである。

　　 ２　国際平均値は，TIMSS参加国全ての平均値である。

中学校２年 問題数

TIMSS2011 TIMSS2007

平均正答率 平均正答率

日 本(a) 日 本(b)

合　計

(注）１　分析対象外の2題を除く。

　　 ２　平均正答率は，小数第一位まで四捨五入された各問題の正答率を平均したものである。

　　 ３　国際平均値は，TIMSS参加国全ての平均値である。

小学校４年 問題数

TIMSS2011 TIMSS2007

平均正答率 平均正答率

日 本(a) 日 本(b)
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 表2-7参照 
 
 表2-7は，調査参加国／地域の中学校２年生の得点分布について，小学校４年生と

同様に４つの水準を設定し，参加国／地域ごとにその水準に達した生徒の割合を表

したものである。 

 625点に達した割合は，我が国は27パーセントで，台湾，シンガポール，韓国，香

港に次いで５番目に高い。400点に達した割合は，我が国は97パーセントで極めて高

い水準にある。 

シンガポール 4 3 ( 2 . 0 ) 7 8 (1 .4 ) 9 4 ( 0 .7 ) 9 9 ( 0 .2 )
韓国 3 9 ( 1 . 3 ) 8 0 (0 .8 ) 9 7 ( 0 .4 ) 1 0 0 ( 0 .1 )
香港 3 7 ( 1 . 8 ) 8 0 (1 .6 ) 9 6 ( 1 .0 ) 9 9 ( 0 .5 )
台湾 3 4 ( 1 . 2 ) 7 4 (1 .1 ) 9 3 ( 0 .6 ) 9 9 ( 0 .2 )
日本 3 0 ( 1 . 0 ) 7 0 (1 .0 ) 9 3 ( 0 .5 ) 9 9 ( 0 .2 )

北アイルランド 2 4 ( 1 . 3 ) 5 9 (1 .4 ) 8 5 ( 1 .2 ) 9 6 ( 0 .5 )
イングランド 1 8 ( 1 . 3 ) 4 9 (1 .7 ) 7 8 ( 1 .4 ) 9 3 ( 0 .7 )

ロシア 1 3 ( 1 . 4 ) 4 7 (2 .0 ) 8 2 ( 1 .4 ) 9 7 ( 0 .6 )
アメリカ 1 3 ( 0 . 8 ) 4 7 (1 .1 ) 8 1 ( 0 .8 ) 9 6 ( 0 .3 )

フィンランド 1 2 ( 0 . 8 ) 4 9 (1 .3 ) 8 5 ( 1 .2 ) 9 8 ( 0 .4 )
リトアニア 1 0 ( 0 . 8 ) 4 3 (1 .5 ) 7 9 ( 1 .2 ) 9 6 ( 0 .6 )
ベルギー 1 0 ( 0 . 8 ) 5 0 (1 .3 ) 8 9 ( 0 .8 ) 9 9 ( 0 .2 )

オーストラリア 1 0 ( 0 . 9 ) 3 5 (1 .4 ) 7 0 ( 1 .4 ) 9 0 ( 1 .0 )
デンマーク 1 0 ( 1 . 0 ) 4 4 (1 .5 ) 8 2 ( 1 .1 ) 9 7 ( 0 .6 )
ハンガリー 1 0 ( 0 . 8 ) 3 7 (1 .4 ) 7 0 ( 1 .5 ) 9 0 ( 1 .0 )
セルビア 9 ( 0 . 8 ) 3 6 (1 .5 ) 7 0 ( 1 .4 ) 9 0 ( 1 .0 )

アイルランド 9 ( 0 . 9 ) 4 1 (1 .6 ) 7 7 ( 1 .4 ) 9 4 ( 0 .6 )
ポルトガル 8 ( 1 . 2 ) 4 0 (1 .9 ) 8 0 ( 1 .7 ) 9 7 ( 0 .6 )

カザフスタン 7 ( 1 . 0 ) 2 9 (2 .0 ) 6 2 ( 2 .4 ) 8 8 ( 1 .2 )
ルーマニア 7 ( 0 . 6 ) 2 8 (1 .7 ) 5 7 ( 2 .2 ) 7 9 ( 1 .9 )
スロバキア 5 ( 0 . 7 ) 3 0 (1 .7 ) 6 9 ( 1 .6 ) 9 0 ( 1 .2 )

ドイツ 5 ( 0 . 5 ) 3 7 (1 .4 ) 8 1 ( 1 .3 ) 9 7 ( 0 .6 )
アゼルバイジャン 5 ( 1 . 0 ) 2 1 (2 .3 ) 4 6 ( 2 .3 ) 7 2 ( 1 .9 )

イタリア 5 ( 0 . 6 ) 2 8 (1 .4 ) 6 9 ( 1 .3 ) 9 3 ( 0 .8 )
オランダ 5 ( 0 . 6 ) 4 4 (1 .5 ) 8 8 ( 0 .8 ) 9 9 ( 0 .2 )

チェコ 4 ( 0 . 5 ) 3 0 (1 .5 ) 7 2 ( 1 .3 ) 9 3 ( 0 .8 )
トルコ 4 ( 0 . 5 ) 2 1 (1 .4 ) 5 1 ( 1 .7 ) 7 7 ( 1 .5 )

スロベニア 4 ( 0 . 5 ) 3 1 (1 .4 ) 7 2 ( 1 .4 ) 9 4 ( 0 .6 )
ニュージーランド 4 ( 0 . 5 ) 2 3 (1 .1 ) 5 8 ( 1 .3 ) 8 5 ( 0 .8 )

マルタ 4 ( 0 . 3 ) 2 5 (0 .9 ) 6 3 ( 0 .8 ) 8 8 ( 0 .6 )
スウェーデン 3 ( 0 . 4 ) 2 5 (1 .2 ) 6 9 ( 1 .4 ) 9 3 ( 0 .7 )
オーストリア 2 ( 0 . 3 ) 2 6 (1 .5 ) 7 0 ( 1 .9 ) 9 5 ( 0 .8 )

ノルウェー 2 ( 0 . 4 ) 2 1 (1 .6 ) 6 3 ( 1 .8 ) 9 1 ( 1 .0 )
アラブ首長国連邦 2 ( 0 . 2 ) 1 2 (0 .5 ) 3 5 ( 0 .8 ) 6 4 ( 1 .0 )

アルメニア 2 ( 0 . 4 ) 1 4 (1 .0 ) 4 1 ( 1 .7 ) 7 2 ( 1 .4 )
カタール 2 ( 0 . 4 ) 1 0 (0 .9 ) 2 9 ( 1 .4 ) 5 5 ( 1 .6 )
グルジア 2 ( 0 . 5 ) 1 2 (1 .0 ) 4 1 ( 1 .7 ) 7 2 ( 1 .7 )

チリ 2 ( 0 . 3 ) 1 4 (0 .7 ) 4 4 ( 1 .1 ) 7 7 ( 1 .2 )
サウジアラビア 2 ( 0 . 7 ) 7 (1 .3 ) 2 4 ( 1 .9 ) 5 5 ( 1 .8 )

ポーランド 2 ( 0 . 3 ) 1 7 (1 .1 ) 5 6 ( 1 .3 ) 8 7 ( 0 .9 )
クロアチア 2 ( 0 . 3 ) 1 9 (1 .0 ) 6 0 ( 1 .2 ) 9 0 ( 0 .9 )
バーレーン 1 ( 0 . 3 ) 1 0 (0 .9 ) 3 4 ( 1 .4 ) 6 7 ( 1 .4 )
スペイン 1 ( 0 . 3 ) 1 7 (1 .1 ) 5 6 ( 1 .9 ) 8 7 ( 1 .3 )

タイ 1 ( 0 . 3 ) 1 2 (1 .4 ) 4 3 ( 2 .3 ) 7 7 ( 2 .1 )
イラン 1 ( 0 . 2 ) 9 (0 .8 ) 3 3 ( 1 .4 ) 6 4 ( 1 .5 )

ψ オマーン 1 ( 0 . 1 ) 5 (0 .3 ) 2 0 ( 0 .8 ) 4 6 ( 1 .2 )
Ж モロッコ 0 ( 0 . 2 ) 2 (0 .7 ) 1 0 ( 1 .2 ) 2 6 ( 1 .5 )

 Ж クウェート 0 ( 0 . 1 ) 1 (0 .3 ) 9 ( 0 .7 ) 3 0 ( 1 .3 )
Ж イエメン 0 ( 0 . 0 ) 0 (0 .2 ) 2 ( 0 .5 ) 9 ( 1 .0 )
ψ チュニジア 0 ( 0 . 0 ) 2 (0 .3 ) 1 1 ( 1 .0 ) 3 5 ( 1 .8 )

国際中央値 4  2 8  6 9  9 0   

Ж

Ψ

表2-6　算数得点が一定の水準に達した児童の割合　－小学校４年生－

国／地域 一定の水準に達した児童の割合

625点以上

550点以上
475点以上

400点以上

625点
以上

550点
以上

475点
以上

400点
以上

　得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であることを示す。

　得点が低すぎる児童の割合が15％から25%のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

0 1 005 0 752 5
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 なお，４つの水準については，下記のように特徴づけられている。 

・400点（低い水準）…生徒は整数，小数，演算及び基礎的なグラフについてある程

度の知識を持っている 

・475点（中程度の水準）…生徒は様々な場面において基礎的な数学的知識を応用で

きる 

・550点（高い水準）…生徒は比較的複雑な場面において知識や理解したことを応用

できる 

・625点（より高い水準）…生徒は情報を利用して推論をし，結論を導き，一般化を

行い，かつ，一次方程式を解くことができる 

 

台湾 4 9 (1 .5 ) 7 3 ( 1 .0 ) 8 8 ( 0 .7 ) 9 6 (0 .4 )
シンガポール 4 8 (2 .0 ) 7 8 ( 1 .8 ) 9 2 ( 1 .1 ) 9 9 (0 .3 )

韓国 4 7 (1 .6 ) 7 7 ( 0 .9 ) 9 3 ( 0 .6 ) 9 9 (0 .2 )
香港 3 4 (2 .0 ) 7 1 ( 1 .7 ) 8 9 ( 1 .4 ) 9 7 (0 .8 )
日本 2 7 (1 .3 ) 6 1 ( 1 .3 ) 8 7 ( 0 .7 ) 9 7 (0 .3 )

ロシア 1 4 (1 .2 ) 4 7 ( 2 .0 ) 7 8 ( 1 .4 ) 9 5 (0 .7 )
イスラエル 1 2 (1 .2 ) 4 0 ( 1 .7 ) 6 8 ( 1 .8 ) 8 7 (1 .2 )

オーストラリア 9 (1 .7 ) 2 9 ( 2 .6 ) 6 3 ( 2 .4 ) 8 9 (1 .1 )
イングランド 8 (1 .4 ) 3 2 ( 2 .9 ) 6 5 ( 2 .7 ) 8 8 (1 .6 )

ハンガリー 8 (0 .7 ) 3 2 ( 1 .4 ) 6 5 ( 1 .6 ) 8 8 (1 .2 )
トルコ 7 (0 .9 ) 2 0 ( 1 .2 ) 4 0 ( 1 .5 ) 6 7 (1 .3 )

アメリカ 7 (0 .8 ) 3 0 ( 1 .4 ) 6 8 ( 1 .3 ) 9 2 (0 .7 )
ルーマニア 5 (0 .8 ) 1 9 ( 1 .3 ) 4 4 ( 1 .7 ) 7 1 (1 .5 )
リトアニア 5 (0 .6 ) 2 9 ( 1 .3 ) 6 4 ( 1 .4 ) 9 0 (0 .7 )

ニュージーランド 5 (0 .8 ) 2 4 ( 2 .6 ) 5 7 ( 2 .8 ) 8 4 (1 .6 )
ウクライナ 5 (0 .6 ) 2 2 ( 1 .6 ) 5 3 ( 2 .0 ) 8 1 (1 .4 )
スロベニア 4 (0 .4 ) 2 7 ( 1 .2 ) 6 7 ( 1 .4 ) 9 3 (0 .7 )

フィンランド 4 (0 .5 ) 3 0 ( 1 .5 ) 7 3 ( 1 .5 ) 9 6 (0 .6 )
イタリア 3 (0 .5 ) 2 4 ( 1 .1 ) 6 4 ( 1 .4 ) 9 0 (1 .1 )

アルメニア 3 (0 .4 ) 1 8 ( 0 .9 ) 4 9 ( 1 .4 ) 7 6 (1 .2 )
カザフスタン 3 (0 .7 ) 2 3 ( 1 .8 ) 5 7 ( 2 .1 ) 8 5 (1 .3 )

ψ マケドニア 3 (0 .6 ) 1 2 ( 1 .3 ) 3 5 ( 1 .9 ) 6 1 (1 .9 )
グルジア 3 (0 .3 ) 1 3 ( 1 .0 ) 3 6 ( 1 .5 ) 6 2 (1 .6 )

アラブ首長国連邦 2 (0 .2 ) 1 4 ( 0 .7 ) 4 2 ( 1 .1 ) 7 3 (0 .9 )
ψ カタール 2 (0 .3 ) 1 0 ( 0 .8 ) 2 9 ( 1 .2 ) 5 4 (1 .4 )
ψ イラン 2 (0 .5 ) 8 ( 1 .1 ) 2 6 ( 1 .6 ) 5 5 (1 .8 )

マレーシア 2 (0 .4 ) 1 2 ( 1 .5 ) 3 6 ( 2 .4 ) 6 5 (2 .5 )
タイ 2 (0 .4 ) 8 ( 1 .3 ) 2 8 ( 1 .9 ) 6 2 (2 .1 )

ψ バーレーン 1 (0 .2 ) 8 ( 0 .7 ) 2 6 ( 0 .7 ) 5 3 (0 .8 )
スウェーデン 1 (0 .3 ) 1 6 ( 0 .9 ) 5 7 ( 1 .1 ) 8 9 (0 .7 )

ψ パレスチナ自治政府 1 (0 .3 ) 7 ( 0 .7 ) 2 5 ( 1 .3 ) 5 2 (1 .5 )
レバノン 1 (0 .2 ) 9 ( 1 .0 ) 3 8 ( 2 .2 ) 7 3 (1 .9 )

ノルウェー 1 (0 .2 ) 1 2 ( 0 .9 ) 5 1 ( 1 .6 ) 8 7 (1 .3 )
ψ サウジアラビア 1 (0 .2 ) 5 ( 0 .8 ) 2 0 ( 1 .7 ) 4 7 (2 .0 )

チリ 1 (0 .2 ) 5 ( 0 .6 ) 2 3 ( 1 .1 ) 5 7 (1 .6 )
ψ ヨルダン 0 (0 .1 ) 6 ( 0 .5 ) 2 6 ( 1 .2 ) 5 5 (1 .7 )
ψ オマーン 0 (0 .1 ) 4 ( 0 .3 ) 1 6 ( 0 .6 ) 3 9 (1 .1 )

チュニジア 0 (0 .2 ) 5 ( 0 .9 ) 2 5 ( 1 .4 ) 6 1 (1 .3 )
ψ シリア 0 (0 .1 ) 3 ( 0 .5 ) 1 7 ( 1 .4 ) 4 3 (1 .9 )
ψ インドネシア 0 (0 .1 ) 2 ( 0 .5 ) 1 5 ( 1 .2 ) 4 3 (2 .1 )

Ж モロッコ 0 (0 .0 ) 2 ( 0 .2 ) 1 2 ( 0 .5 ) 3 6 (1 .0 )
Ж ガーナ 0 (0 .0 ) 1 ( 0 .2 ) 5 ( 0 .8 ) 2 1 (1 .8 )

国際中央値 3  1 7  4 6  7 5   

Ж
Ψ 　得点が低すぎる児童の割合が15％から25%のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

400点
以上

　得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であることを示す。

一定の水準に達した生徒の割合

表2-7　数学得点が一定の水準に達した生徒の割合　－中学校２年生－

国／地域

 625点以上

 550点以上
 475点以上

 400点以上

625点
以上

550点
以上

475点
以上

0 1 005 0 752 5



 15

（５）算数・数学の内容領域・認知的領域別の平均得点 
  
 表2-8参照 
 
 表2-8は，50か国／地域の小学校４年生の算数の内容領域別（数，図形と測定，資

料の表現）及び認知的領域別（知識，応用，推論）の平均得点を示したものである。

なお，算数問題全体の平均得点と同様に，内容領域・認知的領域別得点についても，

平均500点，標準偏差100点とする分布モデルの推定値として算出してある。 

我が国の小学校４年生の算数問題の平均得点を内容領域別に見ると，「数」が584

点，「図形と測定」が589点，「資料の表現」が590点であり，いずれの内容領域に

おいても平均得点は他の参加国／地域と比較して高い順位にある。認知的領域別に

見ると，「知識」が590点，「応用」が579点，「推論」が592点であり，いずれの認

知的領域においても平均得点は他の参加国／地域と比較して高い順位にある。 
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表2-8　内容及び認知的領域別平均得点　－小学校４年生－

国／地域 国／地域 国／地域

シンガポール 6 1 9 (3.4) 韓国 6 0 7 (1.7) 韓国 6 0 3 (1.9)
韓国 6 0 6 (2.0) 香港 6 0 5 (3.4) 台湾 6 0 0 (2.6)
香港 6 0 4 (3.3) シンガポール 5 8 9 (3.6) 香港 5 9 3 (3.6)
台湾 5 9 9 (2.0) 日本 5 8 9 (2.0) 日本 5 9 0 (2.9)
日本 5 8 4 (1.6) 台湾 5 7 3 (2.1) シンガポール 5 8 8 (3.4)
北アイルランド 5 6 6 (2.9) 北アイルランド 5 6 0 (3.3) オランダ 5 5 9 (2.9)
ベルギー 5 5 2 (2.2) ベルギー 5 5 2 (2.0) 北アイルランド 5 5 5 (3.0)
フィンランド 5 4 5 (2.3) デンマーク 5 4 8 (3.0) フィンランド 5 5 1 (3.5)
ロシア 5 4 5 (3.3) ポルトガル 5 4 8 (4.4) イングランド 5 4 9 (4.6)
アメリカ 5 4 3 (2.0) イングランド 5 4 5 (3.9) ポルトガル 5 4 8 (2.8)
オランダ 5 4 3 (1.7) フィンランド 5 4 3 (2.9) ドイツ 5 4 6 (2.8)
イングランド 5 3 9 (3.7) ロシア 5 4 2 (4.3) アメリカ 5 4 5 (1.8)
リトアニア 5 3 7 (2.4) ドイツ 5 3 6 (2.6) ベルギー 5 3 6 (3.0)
デンマーク 5 3 4 (2.4) アメリカ 5 3 5 (2.2) ロシア 5 3 3 (4.1)
アイルランド 5 3 3 (2.6) オーストラリア 5 3 4 (3.0) デンマーク 5 3 2 (3.0)
セルビア 5 2 9 (3.0) リトアニア 5 3 1 (3.0) スロベニア 5 3 2 (2.6)
ポルトガル 5 2 2 (3.7) スロベニア 5 2 6 (2.3) リトアニア 5 2 6 (3.0)
ドイツ 5 2 0 (2.3) オランダ 5 2 4 (2.9) アイルランド 5 2 3 (2.8)
ハンガリー 5 1 5 (3.2) アイルランド 5 2 0 (3.1) スウェーデン 5 2 3 (3.0)
カザフスタン 5 1 5 (4.1) ハンガリー 5 2 0 (3.6) チェコ 5 1 9 (3.1)
スロバキア 5 1 1 (3.7) チェコ 5 1 3 (3.0) オーストラリア 5 1 5 (3.1)
イタリア 5 1 0 (2.7) イタリア 5 1 3 (3.1) オーストリア 5 1 5 (3.1)
チェコ 5 0 9 (2.5) オーストリア 5 1 2 (3.4) ハンガリー 5 1 0 (4.2)
オーストラリア 5 0 8 (3.2) ノルウェー 5 0 7 (3.0) スロバキア 5 0 4 (4.6)
オーストリア 5 0 6 (2.5) スロバキア 5 0 0 (4.3) セルビア 5 0 3 (3.8)
スロベニア 5 0 3 (2.7) スウェーデン 5 0 0 (2.4) マルタ 4 9 8 (1.6)
スウェーデン 5 0 0 (2.2) セルビア 4 9 7 (3.8) イタリア 4 9 5 (3.1)
マルタ 4 9 8 (1.9) カザフスタン 4 9 1 (5.3) ノルウェー 4 9 4 (3.2)
ルーマニア 4 9 7 (5.6) クロアチア 4 9 0 (2.5) ニュージーランド 4 9 1 (2.7)
クロアチア 4 9 1 (1.8) マルタ 4 8 7 (1.5) ポーランド 4 8 9 (2.9)
アゼルバイジャン 4 9 1 (5.3) ニュージーランド 4 8 3 (2.5) クロアチア 4 8 8 (2.7)
ノルウェー 4 8 8 (3.1) スペイン 4 7 6 (3.0) スペイン 4 7 9 (3.6)
スペイン 4 8 7 (3.0) ポーランド 4 7 5 (2.7) トルコ 4 7 8 (5.2)
アルメニア 4 8 4 (3.2) ルーマニア 4 6 9 (5.7) カザフスタン 4 7 6 (5.7)
ニュージーランド 4 8 3 (2.5) チリ 4 5 5 (3.0) タイ 4 6 7 (5.1)
ポーランド 4 8 0 (2.2) トルコ 4 4 7 (5.0) チリ 4 6 5 (2.5)
トルコ 4 7 7 (4.5) アゼルバイジャン 4 3 7 (7.3) ルーマニア 4 5 7 (6.8)
グルジア 4 7 3 (3.1) タイ 4 3 7 (5.6) バーレーン 4 4 2 (4.1)
タイ 4 6 4 (4.5) イラン 4 3 5 (3.9) アラブ首長国連邦 4 3 7 (1.9)
チリ 4 6 2 (2.7) アルメニア 4 2 4 (4.2) グルジア 4 3 3 (4.0)
イラン 4 4 0 (3.3) バーレーン 4 2 2 (3.9) カタール 4 1 6 (4.6)
バーレーン 4 3 9 (3.0) アラブ首長国連邦 4 1 8 (2.3) アゼルバイジャン 4 0 7 (6.4)
アラブ首長国連邦 4 3 8 (2.1) グルジア 4 1 1 (4.3) サウジアラビア 4 0 3 (6.0)
カタール 4 1 7 (3.3) サウジアラビア 4 0 4 (6.4) イラン 3 9 7 (4.3)
サウジアラビア 4 1 0 (5.7) カタール 3 9 9 (3.9) アルメニア 3 8 6 (4.9)
チュニジア 3 9 0 (3.7) オマーン 3 7 6 (3.3) オマーン 3 8 1 (3.1)
オマーン 3 8 4 (3.1) モロッコ 3 5 0 (4.0) クウェート 3 4 7 (3.8)
モロッコ 3 4 0 (3.8) チュニジア 3 2 9 (4.6) チュニジア 3 0 0 (5.5)
クウェート 3 3 3 (4.1) クウェート 3 2 1 (4.2) モロッコ 2 7 1 (4.7)
イエメン 2 6 1 (6.4) イエメン 1 9 3 (6.5) イエメン 2 0 4 (6.0)

数
図形と
測定

資料の
表現

【内容領域】
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表2-9参照  

表2-9は，小学校と同様に，42か国／地域の中学校２年生の数学の内容領域別（数，

代数，図形，資料と確からしさ）及び認知的領域別（知識，応用，推論）の平均得

点を示したものである。 

 我が国の中学２年生の数学問題の平均得点を内容領域別に見ると，「数」が557点，

「代数」が570点，「図形」が586点，「資料と確からしさ」が579点であり，いずれ

の内容領域においても平均得点は他の参加国／地域と比較して高い順位にある。認

知的領域別に見ると，「知識」が558点，「応用」が574点，「推論」が579点であり，

表2-8　内容及び認知的領域別平均得点　－小学校４年生－（続き）

【認知的領域】

国／地域 国／地域 国／地域

シンガポール 6 2 9 (3.5) シンガポール 6 0 2 (3.4) 韓国 6 0 3 (2.3)
香港 6 1 9 (3.2) 韓国 6 0 0 (2.2) 日本 5 9 2 (2.0)
韓国 6 1 4 (2.0) 香港 5 9 7 (3.2) 香港 5 8 9 (3.4)
台湾 5 9 9 (2.1) 台湾 5 9 3 (2.0) シンガポール 5 8 8 (3.7)
日本 5 9 0 (1.7) 日本 5 7 9 (1.6) 台湾 5 7 7 (2.5)
北アイルランド 5 8 0 (3.4) 北アイルランド 5 6 5 (2.9) ロシア 5 4 8 (3.6)
ベルギー 5 6 4 (1.9) ベルギー 5 4 6 (2.2) フィンランド 5 4 6 (2.2)
アメリカ 5 5 6 (2.1) フィンランド 5 4 4 (2.7) オランダ 5 4 3 (2.6)
イングランド 5 5 2 (4.3) イングランド 5 4 2 (3.7) デンマーク 5 4 3 (2.7)
フィンランド 5 4 8 (2.6) オランダ 5 4 0 (1.6) 北アイルランド 5 3 8 (3.3)
ロシア 5 4 1 (3.4) リトアニア 5 4 0 (2.5) リトアニア 5 3 6 (2.5)
アイルランド 5 3 9 (3.1) ロシア 5 3 9 (3.9) ベルギー 5 3 2 (2.7)
オランダ 5 3 7 (2.0) アメリカ 5 3 9 (2.1) ドイツ 5 3 2 (3.0)
デンマーク 5 3 1 (2.6) デンマーク 5 3 9 (2.9) イングランド 5 3 1 (3.7)
ポルトガル 5 3 1 (3.5) ポルトガル 5 3 4 (3.9) ポルトガル 5 3 1 (4.1)
リトアニア 5 2 5 (3.0) アイルランド 5 2 9 (2.7) アメリカ 5 2 5 (2.2)
ドイツ 5 2 4 (2.3) ドイツ 5 2 8 (2.3) チェコ 5 2 3 (2.7)
セルビア 5 2 0 (2.9) オーストラリア 5 1 9 (3.0) スウェーデン 5 2 0 (3.0)
ハンガリー 5 1 9 (3.8) スロベニア 5 1 4 (2.3) スロベニア 5 1 6 (2.9)
オーストラリア 5 1 6 (3.5) ハンガリー 5 1 3 (3.3) セルビア 5 1 4 (3.7)
スロベニア 5 1 0 (2.8) チェコ 5 1 2 (2.8) ハンガリー 5 1 4 (3.7)
イタリア 5 1 0 (2.7) セルビア 5 1 1 (3.1) オーストラリア 5 1 3 (2.6)
オーストリア 5 0 7 (2.5) スウェーデン 5 0 7 (2.2) オーストリア 5 1 3 (3.3)
スロバキア 5 0 6 (3.8) オーストリア 5 0 6 (2.6) スロバキア 5 1 1 (3.9)
マルタ 5 0 4 (1.5) イタリア 5 0 6 (2.8) アイルランド 5 1 0 (3.1)
カザフスタン 5 0 3 (4.7) スロバキア 5 0 5 (4.0) イタリア 5 0 5 (3.4)
チェコ 5 0 2 (2.4) カザフスタン 4 9 9 (5.0) カザフスタン 5 0 1 (4.7)
クロアチア 4 9 5 (1.9) ノルウェー 4 9 9 (3.0) ノルウェー 5 0 1 (3.3)
スウェーデン 4 8 9 (2.2) マルタ 4 9 7 (2.0) ポーランド 4 9 3 (2.4)
ノルウェー 4 8 7 (3.1) ニュージーランド 4 9 0 (2.4) クロアチア 4 9 2 (2.9)
ルーマニア 4 8 4 (6.3) クロアチア 4 8 4 (2.0) ニュージーランド 4 9 0 (2.5)
スペイン 4 8 2 (3.3) スペイン 4 8 3 (3.1) ルーマニア 4 8 6 (5.9)
ニュージーランド 4 7 6 (3.2) ポーランド 4 8 0 (2.6) スペイン 4 8 3 (2.9)
ポーランド 4 7 5 (2.6) ルーマニア 4 7 8 (6.0) マルタ 4 7 5 (1.7)
トルコ 4 7 5 (5.4) トルコ 4 6 9 (4.8) チリ 4 6 9 (2.5)
アゼルバイジャン 4 7 3 (6.4) チリ 4 6 3 (2.5) タイ 4 6 4 (4.7)
アルメニア 4 6 1 (4.0) タイ 4 5 8 (4.8) トルコ 4 6 2 (4.5)
チリ 4 5 5 (2.5) アゼルバイジャン 4 5 7 (6.0) グルジア 4 5 0 (3.5)
タイ 4 5 3 (5.1) グルジア 4 4 7 (3.4) アゼルバイジャン 4 4 5 (5.9)
グルジア 4 4 9 (3.7) アルメニア 4 4 6 (4.0) アルメニア 4 4 2 (3.8)
バーレーン 4 3 8 (3.8) バーレーン 4 3 1 (3.4) バーレーン 4 3 9 (3.4)
アラブ首長国連邦 4 3 7 (2.2) アラブ首長国連邦 4 3 0 (2.1) アラブ首長国連邦 4 3 4 (2.4)
イラン 4 3 5 (3.8) イラン 4 2 7 (3.6) イラン 4 2 3 (3.0)
カタール 4 1 1 (3.8) カタール 4 1 1 (3.4) カタール 4 1 6 (4.4)
サウジアラビア 4 0 9 (6.1) サウジアラビア 4 0 5 (5.9) サウジアラビア 4 1 2 (6.0)
オマーン 3 8 0 (3.2) オマーン 3 8 2 (2.9) オマーン 3 9 1 (2.6)
チュニジア 3 7 0 (4.0) チュニジア 3 4 6 (4.4) モロッコ 3 4 7 (4.2)
クウェート 3 4 3 (3.5) モロッコ 3 3 2 (3.9) チュニジア 3 3 5 (4.7)
モロッコ 3 2 0 (4.2) クウェート 3 3 0 (4.5) クウェート 3 2 9 (3.6)
イエメン 2 1 7 (6.8) イエメン 2 3 7 (6.3) イエメン 2 4 4 (5.5)

推論応用知識
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いずれの認知的領域においても平均得点は他の参加国／地域と比較して高い順位に

ある。 

 

 

表2-9　内容及び認知的領域別平均得点　－中学校２年生－

【内容領域】

国／地域 国／地域 国／地域 国／地域

韓国 6 1 8 (2.6) 台湾 6 2 8 (3.8) 台湾 6 2 5 (3.7) 韓国 6 1 6 (2.5)
シンガポール 6 1 1 (3.6) 韓国 6 1 7 (3.2) 韓国 6 1 2 (2.7) シンガポール 6 0 7 (4.4)
台湾 5 9 8 (3.1) シンガポール 6 1 4 (4.1) シンガポール 6 0 9 (3.9) 台湾 5 8 4 (3.0)
香港 5 8 8 (3.7) 香港 5 8 3 (3.9) 香港 5 9 7 (4.3) 香港 5 8 1 (4.1)
日本 5 5 7 (3.0) 日本 5 7 0 (3.0) 日本 5 8 6 (3.5) 日本 5 7 9 (3.0)
ロシア 5 3 4 (3.2) ロシア 5 5 6 (3.7) ロシア 5 3 3 (4.0) イングランド 5 4 3 (6.8)
フィンランド 5 2 7 (2.4) イスラエル 5 2 1 (4.7) イタリア 5 1 2 (3.5) フィンランド 5 4 2 (3.1)
イスラエル 5 1 8 (4.0) アメリカ 5 1 2 (2.6) スロベニア 5 0 4 (3.1) オーストラリア 5 3 4 (5.9)
アメリカ 5 1 4 (3.0) カザフスタン 5 0 6 (4.4) フィンランド 5 0 2 (2.9) アメリカ 5 2 7 (3.3)
オーストラリア 5 1 3 (5.4) ハンガリー 4 9 6 (4.0) ハンガリー 5 0 1 (4.1) スロベニア 5 1 8 (3.3)
イングランド 5 1 2 (5.8) アルメニア 4 9 6 (2.8) リトアニア 5 0 0 (3.1) ハンガリー 5 1 7 (4.3)
スロベニア 5 1 1 (2.5) スロベニア 4 9 3 (2.6) オーストラリア 4 9 9 (5.4) イスラエル 5 1 5 (4.8)
ハンガリー 5 1 0 (3.9) フィンランド 4 9 2 (2.9) イングランド 4 9 8 (5.7) リトアニア 5 1 5 (2.8)
スウェーデン 5 0 4 (1.8) リトアニア 4 9 2 (2.8) イスラエル 4 9 6 (4.6) ニュージーランド 5 1 3 (6.7)
リトアニア 5 0 1 (2.5) イタリア 4 9 1 (2.7) カザフスタン 4 9 1 (4.4) ノルウェー 5 1 3 (3.6)
イタリア 4 9 6 (2.9) イングランド 4 8 9 (5.7) アメリカ 4 8 5 (2.7) ロシア 5 1 1 (3.9)
ニュージーランド 4 9 2 (5.9) オーストラリア 4 8 9 (5.3) ニュージーランド 4 8 3 (5.5) スウェーデン 5 0 4 (2.7)
ノルウェー 4 9 2 (2.8) ウクライナ 4 8 7 (4.4) ウクライナ 4 7 6 (4.3) イタリア 4 9 9 (3.2)
カザフスタン 4 7 9 (4.0) ルーマニア 4 7 7 (4.3) ノルウェー 4 6 1 (3.5) ウクライナ 4 7 1 (4.0)
アルメニア 4 7 4 (2.4) ニュージーランド 4 7 2 (5.5) スウェーデン 4 5 6 (2.3) トルコ 4 6 7 (4.0)
ウクライナ 4 7 2 (4.1) レバノン 4 7 1 (3.8) トルコ 4 5 4 (4.3) カザフスタン 4 4 4 (4.5)
アラブ首長国連邦 4 5 9 (2.2) アラブ首長国連邦 4 6 8 (2.2) ルーマニア 4 5 3 (4.5) アラブ首長国連邦 4 4 0 (2.4)
レバノン 4 5 1 (3.8) スウェーデン 4 5 9 (2.2) アルメニア 4 5 0 (3.3) タイ 4 3 1 (4.1)
マレーシア 4 5 1 (5.8) トルコ 4 5 5 (4.2) レバノン 4 4 7 (3.8) ルーマニア 4 2 9 (4.0)
ルーマニア 4 4 8 (4.1) グルジア 4 5 0 (3.8) イラン 4 3 7 (4.8) マレーシア 4 2 9 (5.3)
トルコ 4 3 5 (3.9) マケドニア 4 4 8 (5.3) マレーシア 4 3 2 (6.4) チリ 4 2 6 (3.1)
グルジア 4 3 5 (3.5) ノルウェー 4 3 2 (2.7) アラブ首長国連邦 4 3 1 (2.4) バーレーン 4 0 7 (2.6)
チュニジア 4 3 1 (2.8) ヨルダン 4 3 2 (3.9) チュニジア 4 2 6 (3.2) チュニジア 3 9 8 (3.3)
タイ 4 2 5 (4.6) マレーシア 4 3 0 (5.2) マケドニア 4 1 9 (6.0) レバノン 3 9 3 (5.2)
マケドニア 4 1 8 (5.1) タイ 4 2 5 (4.3) チリ 4 1 9 (3.1) イラン 3 9 3 (4.9)
チリ 4 1 3 (2.9) カタール 4 2 5 (2.8) パレスチナ自治政府 4 1 6 (3.6) グルジア 3 9 2 (4.5)
カタール 4 0 8 (3.4) バーレーン 4 2 4 (1.7) タイ 4 1 5 (5.4) カタール 3 9 0 (3.6)
イラン 4 0 2 (4.9) イラン 4 2 2 (4.3) ヨルダン 4 0 7 (3.7) マケドニア 3 8 9 (5.9)
パレスチナ自治政府 4 0 0 (3.4) チュニジア 4 1 9 (2.9) グルジア 4 0 6 (4.2) サウジアラビア 3 8 7 (5.1)
バーレーン 3 9 7 (1.7) パレスチナ自治政府 4 1 9 (3.3) バーレーン 3 9 8 (2.6) ヨルダン 3 7 9 (3.7)
サウジアラビア 3 9 3 (4.8) チリ 4 0 3 (3.6) モロッコ 3 9 0 (2.5) アルメニア 3 7 6 (3.7)
ヨルダン 3 9 0 (3.8) サウジアラビア 3 9 9 (4.9) カタール 3 8 7 (3.6) インドネシア 3 7 6 (4.8)
モロッコ 3 7 9 (2.6) インドネシア 3 9 2 (3.8) シリア 3 8 6 (5.0) パレスチナ自治政府 3 6 8 (3.6)
インドネシア 3 7 5 (4.8) シリア 3 9 1 (4.9) インドネシア 3 7 7 (5.3) シリア 3 4 3 (4.7)
シリア 3 7 3 (4.0) オマーン 3 8 3 (2.8) オマーン 3 7 7 (2.7) オマーン 3 4 2 (3.1)
オマーン 3 5 1 (3.0) ガーナ 3 5 8 (4.0) サウジアラビア 3 6 4 (5.3) モロッコ 3 3 2 (2.0)
ガーナ 3 2 1 (4.5) モロッコ 3 5 7 (2.7) ガーナ 3 1 5 (4.3) ガーナ 2 9 6 (4.5)

資料と
確からしさ

図形代数数
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表2-9　内容及び認知的領域別平均得点　－中学校２年生－（続き）

【認知的領域】

国／地域 国／地域 国／地域

シンガポール 6 1 7 (3.8) 韓国 6 1 7 (2.9) 韓国 6 1 2 (2.5)
韓国 6 1 6 (2.9) 台湾 6 1 4 (3.5) 台湾 6 0 9 (3.4)
台湾 6 1 1 (3.7) シンガポール 6 1 3 (3.9) シンガポール 6 0 4 (4.3)
香港 5 9 1 (3.9) 香港 5 8 7 (3.7) 香港 5 8 0 (3.9)
日本 5 5 8 (2.7) 日本 5 7 4 (2.5) 日本 5 7 9 (3.0)
ロシア 5 4 8 (3.6) ロシア 5 3 8 (3.5) ロシア 5 3 1 (3.7)
アメリカ 5 1 9 (2.7) フィンランド 5 2 0 (2.5) イスラエル 5 2 0 (4.0)
イスラエル 5 1 6 (4.1) イスラエル 5 1 3 (4.4) フィンランド 5 1 2 (2.7)
フィンランド 5 0 8 (2.5) イングランド 5 0 8 (5.5) イングランド 5 1 0 (5.5)
スロベニア 5 0 8 (2.4) リトアニア 5 0 8 (2.4) オーストラリア 5 0 6 (4.9)
ハンガリー 5 0 7 (3.8) オーストラリア 5 0 6 (4.8) アメリカ 5 0 3 (2.7)
オーストラリア 5 0 4 (5.1) ハンガリー 5 0 5 (3.5) ハンガリー 5 0 2 (3.7)
リトアニア 5 0 2 (2.6) アメリカ 5 0 3 (2.8) スロベニア 5 0 0 (2.7)
イングランド 5 0 1 (5.4) イタリア 5 0 3 (2.2) イタリア 4 9 6 (2.6)
イタリア 4 9 4 (2.6) スロベニア 5 0 2 (2.1) ニュージーランド 4 9 4 (5.3)
カザフスタン 4 8 9 (4.4) ニュージーランド 4 9 1 (5.0) リトアニア 4 9 3 (2.5)
ニュージーランド 4 8 1 (5.6) スウェーデン 4 8 9 (2.2) カザフスタン 4 8 2 (4.7)
ウクライナ 4 8 1 (4.4) カザフスタン 4 8 4 (4.2) スウェーデン 4 7 8 (2.4)
スウェーデン 4 7 8 (2.0) ウクライナ 4 8 0 (4.3) ノルウェー 4 7 8 (2.9)
アルメニア 4 7 6 (2.9) ノルウェー 4 8 0 (2.6) ウクライナ 4 6 7 (4.2)
アラブ首長国連邦 4 6 7 (2.2) トルコ 4 5 9 (4.0) トルコ 4 6 5 (3.5)
ノルウェー 4 6 5 (2.5) アルメニア 4 5 8 (3.0) ルーマニア 4 5 5 (4.0)
レバノン 4 6 4 (3.9) ルーマニア 4 5 4 (3.9) アルメニア 4 5 1 (3.0)
ルーマニア 4 6 0 (4.4) アラブ首長国連邦 4 4 2 (2.2) アラブ首長国連邦 4 4 9 (2.1)
マレーシア 4 4 4 (5.7) マレーシア 4 3 9 (5.2) タイ 4 2 9 (4.3)
トルコ 4 4 1 (4.1) レバノン 4 3 6 (4.1) イラン 4 2 8 (4.3)
グルジア 4 3 8 (4.2) タイ 4 2 8 (4.1) レバノン 4 2 6 (4.7)
マケドニア 4 3 0 (5.6) グルジア 4 2 5 (3.6) マレーシア 4 2 6 (5.5)
チュニジア 4 2 5 (2.8) チリ 4 2 5 (2.5) マケドニア 4 2 4 (5.9)
タイ 4 2 3 (4.7) チュニジア 4 2 1 (2.9) チュニジア 4 2 3 (2.7)
カタール 4 1 8 (2.9) マケドニア 4 1 7 (5.2) チリ 4 2 2 (2.8)
バーレーン 4 1 1 (2.4) イラン 4 1 1 (4.6) ヨルダン 4 1 6 (3.8)
イラン 4 1 0 (4.4) バーレーン 4 0 0 (2.4) バーレーン 4 1 5 (2.1)
パレスチナ自治政府 4 0 6 (3.5) ヨルダン 3 9 7 (3.8) グルジア 4 1 4 (4.2)
チリ 4 0 5 (2.9) パレスチナ自治政府 3 9 7 (3.5) カタール 4 0 6 (3.3)
ヨルダン 4 0 5 (4.3) カタール 3 9 6 (3.3) パレスチナ自治政府 4 0 4 (4.1)
サウジアラビア 4 0 2 (4.6) インドネシア 3 8 4 (4.7) サウジアラビア 3 8 8 (4.7)
インドネシア 3 7 8 (4.8) シリア 3 7 9 (4.2) インドネシア 3 8 8 (3.8)
シリア 3 7 4 (4.4) モロッコ 3 7 8 (1.9) シリア 3 7 1 (5.4)
オマーン 3 6 5 (3.0) サウジアラビア 3 7 5 (4.8) オマーン 3 6 9 (2.8)
モロッコ 3 6 3 (2.2) オマーン 3 6 0 (3.0) モロッコ 3 5 7 (2.7)
ガーナ 3 3 1 (4.4) ガーナ 3 1 6 (4.1) ガーナ 3 2 4 (4.8)
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Ⅱ－２ 質問紙の結果 
 
（１）算数・数学の勉強の楽しさについて 
 
 表2-10参照 
 
表2-10は，小学校４年生に算数の勉強が楽しいかを４つの選択肢（「強くそう思

う」，「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう思わない」）で尋ねた

設問について，各選択肢に回答した児童の割合と平均得点を表している。 

 我が国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が29パーセントであり，国際平均

値の58パーセントよりも29ポイント下回っており，韓国に次いで低く，2007年の34

パーセントに比べても低い。 

 肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は73パーセントの

児童が「算数の勉強は楽しい」としており，2007年の70パーセントより３ポイント

高くなっている。 
 
 表2-11参照 
 

表2-11は，中学校２年生に数学の勉強が楽しいかを小学校４年生と同様に４つの

選択肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均得点を表して

いる。 
 我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が13パーセントであり，国際平均

値の33パーセントよりも20ポイント下回っており，フィンランド，韓国に次いで低

いが，2007年と2003年の９パーセントと比べると，高くなっている。 肯定の「強

くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は48パーセントの生徒が「数学

の勉強は楽しい」としており，2007年の40パーセントに比べて８ポイント高くなっ

ている。 

表2-10　小学校４年生における「算数の勉強は楽しい」の結果

児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の 割

合（％）

平均

得点

日本  29.2 607.4 44.1 586.8 19.1 568.1 7.7 540.1

オーストラリア  51.1 526.4 28.8 515.0 10.4 513.1 9.7 480.4

台湾  33.4 607.1 32.3 596.9 18.3 586.4 16.1 555.6

イングランド  49.9 542.5 33.2 547.8 9.8 547.1 7.2 515.3

フィンランド  33.8 553.2 39.2 550.2 16.3 540.0 10.6 518.0

ドイツ  41.2 535.9 33.4 532.2 17.0 522.3 8.5 513.7

香港  51.3 614.5 32.6 593.9 10.8 583.9 5.3 568.1

ハンガリー  55.5 528.7 27.1 508.3 9.2 500.4 8.2 483.1

イタリア  48.2 516.7 34.5 506.5 8.8 496.6 8.5 480.9

韓国  26.2 627.5 45.3 605.1 20.7 591.3 7.8 567.2

ロシア  57.8 550.6 29.4 537.3 9.6 522.6 3.2 500.7

シンガポール  51.1 619.7 31.7 602.5 10.3 586.1 6.9 557.9

スウェーデン  50.7 504.4 36.0 508.2 9.7 503.8 3.7 482.2

アメリカ  51.1 544.4 28.9 544.7 9.8 541.0 10.2 518.3

国際平均値 57.8 497.9 26.4 490.3 8.8 479.9 6.9 459.9

カナダ・オンタリオ州  41.1 530.0 35.0 517.2 12.8 506.0 11.0 493.5

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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（２）算数・数学の勉強が好きかどうかについて 
 

表2-12参照 
 
表2-12は，小学校４年生に算数の勉強が好きかを４つの選択肢（「強くそう思う」，

「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう思わない」）で尋ねた設問につ

いて，各選択肢に回答した児童の割合と平均得点を表している。 
我が国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が31パーセントであり，国際平均値

の59パーセントよりも28ポイント下回っている。2007年の34パーセントに比べると，

３ポイント低い。 
肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は66パーセントの児

表2-12　小学校４年生における「わたしは，算数がすきだ」の結果

児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の 割

合（％）

平均

得点

日本  31.1 606.1 34.8 590.8 21.9 572.4 12.2 546.1

オーストラリア  52.4 528.3 25.0 513.6 10.3 513.1 12.3 484.9

台湾  35.4 606.2 27.0 596.2 18.0 591.1 19.6 561.6

イングランド  51.5 544.7 27.8 550.2 10.2 541.3 10.6 521.5

フィンランド  37.1 553.5 28.3 554.7 17.8 540.4 16.8 521.6

ドイツ  47.5 537.6 28.5 530.8 13.6 523.4 10.4 508.4

香港  52.7 612.6 26.9 596.0 12.7 592.0 7.7 568.3

ハンガリー  56.4 529.2 23.9 508.5 9.7 497.9 9.9 487.8

イタリア  56.8 516.1 26.1 507.1 8.2 498.5 8.8 477.2

韓国  27.9 626.7 36.9 608.8 24.5 592.0 10.7 568.4

ロシア  67.2 548.2 22.4 537.0 6.9 527.6 3.5 505.2

シンガポール  51.2 619.7 27.9 604.6 11.5 590.7 9.3 563.9

スウェーデン  44.5 505.2 30.4 511.3 15.9 504.1 9.3 487.1

アメリカ  52.5 547.3 24.9 546.2 10.0 540.3 12.5 517.3

国際平均値 58.7 499.7 22.7 488.8 9.5 478.2 9.0 461.2

カナダ・オンタリオ州  43.4 532.2 30.2 517.4 12.8 508.8 13.6 489.9

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない

表2-11　中学校２年生における「数学の勉強は楽しい」の結果

生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の 割

合（％）

平均

得点

日本  13.3 613.6 34.3 587.7 36.4 556.4 16.0 519.0

オーストラリア  21.2 543.6 40.5 513.0 22.2 485.5 16.1 463.9

台湾  15.1 677.9 31.5 646.2 30.0 600.5 23.5 527.9

イングランド  18.2 534.9 45.3 513.7 22.2 499.6 14.2 463.2

フィンランド  10.3 554.8 35.9 531.0 34.3 507.0 19.5 475.7

香港  27.3 624.6 40.7 590.2 19.4 563.5 12.6 525.3

ハンガリー  18.7 537.6 32.4 508.3 28.4 503.7 20.4 473.8

イタリア  19.0 533.6 39.8 507.7 26.4 483.3 14.8 455.4

韓国  10.3 672.4 35.3 646.1 38.5 593.9 15.9 546.6

ロシア  29.7 568.8 42.3 537.6 22.8 514.1 5.1 500.2

シンガポール  43.1 630.9 40.1 603.9 10.5 589.1 6.3 558.7

スウェーデン  19.9 515.6 43.9 492.0 25.2 470.7 11.0 438.8

アメリカ  27.3 529.6 37.3 514.1 18.7 503.0 16.6 480.0

国際平均値  33.1 492.7 37.6 468.9 17.2 454.0 12.1 429.5

アメリカ・マサチューセッツ州 23.7 582.4 39.7 564.9 20.2 558.4 16.4 524.1

カナダ・オンタリオ州  32.9 543.9 37.8 507.2 17.1 486.8 12.2 465.6

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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童が「算数の勉強が好きだ」としており，2007年の65パーセントより１ポイント高く

なっている。 
 
表2-13参照 
 

表2-13は，中学校２年生に数学の勉強が好きかを小学校４年生と同様に４つの選択

肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均得点を表している。 
我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が13パーセントであり，国際平均値

の32パーセントよりも19ポイント下回っている。2007年の10パーセントに比べると，

３ポイント高い。 
肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は39パーセントの生

徒が「数学の勉強が好きだ」としており，2007年の36パーセントより３ポイント高く

なっている。 
 

 

（３）将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績をとる必要があると思

うかどうかについて 
 
 表2-14参照 
 

表2-14は，中学校２年生に将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績

をとる必要があると思うかを４つの選択肢（「強くそう思う」，「そう思う」，「そ

う思わない」及び「まったくそう思わない」）で尋ねた設問について，各選択肢に回

答した生徒の割合と平均得点を表している。 
「将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績をとる必要がある」は，

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は62パーセントとな

り，国際平均値の83パーセントよりも21ポイント下回り，台湾，イタリアに次いで

表2-13　中学校２年生における「私は，数学が好きだ」の結果

生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の 割

合（％）

平均

得点

日本  12.7 621.1 26.4 596.4 38.1 563.3 22.7 516.7

オーストラリア  19.9 549.2 37.3 518.8 23.7 487.7 19.2 458.3

台湾  15.5 677.6 28.9 647.8 30.7 601.0 24.9 533.2

イングランド  17.9 541.2 40.6 516.4 24.6 501.5 17.0 462.7

フィンランド  11.5 555.9 32.1 532.7 32.2 510.0 24.3 477.0

香港  23.3 625.3 39.4 596.3 22.7 568.5 14.6 524.7

ハンガリー  17.9 541.7 27.5 514.9 29.7 501.2 24.9 477.3

イタリア  22.0 536.1 35.8 509.6 24.7 480.4 17.4 453.6

韓国  9.9 676.7 31.1 652.8 39.2 597.9 19.8 548.4

ロシア  32.7 563.5 39.0 541.1 21.3 515.6 7.0 493.4

シンガポール  37.8 632.6 39.8 611.4 14.8 585.3 7.5 553.6

スウェーデン  13.9 519.4 36.4 500.0 32.5 478.8 17.2 439.9

アメリカ  26.9 532.9 34.9 515.7 19.1 502.8 19.2 478.7

国際平均値  32.2 495.5 34.0 472.5 18.4 454.8 15.3 429.6

アメリカ・マサチューセッツ州 24.4 584.5 38.7 565.6 18.5 557.3 18.5 525.4

カナダ・オンタリオ州  32.5 544.0 35.3 510.8 17.5 489.2 14.7 463.3

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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低い。なお，2007年と比較すると，我が国の結果は５ポイント高くなっている。 

 

（４）数学を使うことが含まれる職業につきたいかどうかについて（2011年新規項目） 
 

表2-15参照 
 
表2-15は，中学校２年生に数学を使うことが含まれる職業につきたいかを４つの

選択肢（「強くそう思う」，「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう

思わない」）で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均得点を

表している。 

我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が４パーセントであり，国際平均

値の22パーセントよりも18ポイント下回っている。 

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の 割

合（％）

平均
得点

日本  22.7 585.4 39.0 571.7 30.0 564.0 8.3 528.2

オーストラリア  52.9 508.3 31.1 510.3 11.5 493.1 4.5 473.7

台湾  17.2 641.9 32.7 622.1 34.7 609.1 15.3 546.8

イングランド  55.7 503.6 28.7 516.6 12.2 511.4 3.3 477.4

フィンランド  21.3 525.6 46.3 517.4 24.6 505.8 7.8 492.1

香港  32.6 604.3 42.2 586.0 19.6 576.8 5.7 514.6

ハンガリー  49.0 509.1 32.8 502.2 13.5 510.0 4.7 478.2

イタリア  24.0 507.9 36.7 502.5 31.2 494.5 8.1 466.6

韓国  29.5 650.0 42.0 610.7 21.8 586.0 6.6 550.3

ロシア  51.6 538.7 29.3 543.8 14.8 538.4 4.4 529.3

シンガポール  49.6 609.0 37.7 612.1 9.9 627.4 2.8 575.1

スウェーデン  37.8 490.4 42.3 485.5 17.2 480.5 2.8 452.9

アメリカ  62.4 513.5 23.7 512.0 9.6 500.9 4.3 485.6

国際平均値  53.7 474.4 28.8 468.2 12.2 459.3 5.3 436.0

アメリカ・マサチューセッツ州 57.1 565.0 27.2 559.6 11.0 554.8 4.6 535.1

カナダ・オンタリオ州  60.9 516.7 26.6 507.5 8.9 492.1 3.5 479.0

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

表2-14　中学校２年生における「将来，自分が望む仕事につくために，
　数学で良い成績をとる必要がある」の結果

まったくそう思わ
ない

国／地域
強くそう思う そう思う そう思わない

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の 割

合（％）

平均
得点

日本  4.3 599.8 13.6 604.4 46.3 573.4 35.8 545.6

オーストラリア  14.3 531.8 31.0 520.9 29.9 503.8 24.8 473.2

台湾  7.4 645.4 17.9 645.4 41.1 620.4 33.6 568.7

イングランド  13.3 520.7 28.8 523.2 33.0 507.8 25.0 481.6

フィンランド  5.8 544.9 21.8 540.6 38.2 519.3 34.2 486.8

香港  14.8 613.5 28.7 596.3 35.3 586.4 21.1 552.4

ハンガリー  17.2 512.8 24.9 512.8 32.3 507.3 25.7 491.6

イタリア  11.7 526.5 27.8 517.8 35.9 492.9 24.7 471.6

韓国  4.6 660.0 14.5 668.2 50.3 615.3 30.7 575.8

ロシア  13.3 562.8 26.8 556.6 39.0 532.4 20.9 517.5

シンガポール  17.7 620.4 37.2 618.5 29.0 609.3 16.1 586.8

スウェーデン  8.8 498.7 26.5 504.3 42.1 486.1 22.6 456.7

アメリカ  16.3 526.2 28.5 523.9 28.1 511.5 27.1 487.0

国際平均値  21.9 480.0 29.7 479.7 26.2 470.8 22.2 448.6

アメリカ・マサチューセッツ州 15.3 579.6 29.0 567.3 28.4 562.6 27.2 542.6

カナダ・オンタリオ州  20.3 538.6 33.9 522.5 25.3 500.2 20.5 477.1

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

表2-15　中学校２年生における「数学を使うことが含まれる職業に
　つきたい」の結果

まったくそう思わ

ない
国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は18パーセントの

生徒が「数学を使うことが含まれる職業につきたい」としているが，国際平均値の5

2パーセントよりも34ポイント下回っている。 

 

（５）算数・数学の勉強に対する自信 
 

表2-16参照 
 

表2-16は，小学校４年生に，表の下に示した７つの質問紙項目について尋ねた回

答を合成して「算数への自信の程度」についての指標として表したものである。 

 我が国は「算数への自信の程度」について「算数に自信がある」に分類される割

合が９パーセントで，国際平均値の34パーセントよりも25ポイント下回っている。 

 
表2-17参照 

 
表2-17は，中学校２年生に，表の下に示した９つの質問紙項目について尋ねた回

答を合成して「数学への自信の程度」についての指標として表したものである。 
 我が国は「数学への自信の程度」について「数学に自信がある」に分類される割

合が２パーセントで国際平均値の14パーセントよりも12ポイント下回っている。 

 

表2-16　小学校４年生における算数への自信の程度

日本  9 (0.5) 640 (3.9) 43 (0.8) 605 (2.1) 48 (0.9) 558 (1.9) 8.6 (0.03)

オーストラリア  38 (0.9) 550 (3.5) 41 (0.9) 507 (3.1) 21 (0.7) 478 (4.3) 10.1 (0.04)

台湾  20 (0.7) 634 (2.6) 42 (0.8) 597 (2.4) 38 (0.9) 564 (2.4) 9.2 (0.04)

イングランド  33 (1.0) 572 (4.6) 48 (0.9) 538 (3.8) 19 (0.7) 503 (4.4) 10.0 (0.04)

フィンランド  35 (0.8) 579 (3.0) 42 (0.7) 543 (2.6) 23 (0.7) 503 (3.2) 9.9 (0.03)

ドイツ  40 (0.8) 557 (2.7) 40 (0.8) 525 (2.3) 20 (0.7) 488 (3.1) 10.2 (0.04)

香港  24 (0.9) 641 (3.1) 44 (0.9) 600 (5.1) 31 (1.0) 575 (2.9) 9.4 (0.05)

ハンガリー  42 (0.9) 564 (3.0) 37 (0.7) 499 (4.0) 21 (0.7) 452 (5.2) 10.3 (0.04)

イタリア  30 (0.9) 534 (3.3) 53 (0.8) 506 (2.9) 17 (0.7) 471 (4.0) 9.9 (0.04)

韓国  11 (0.5) 660 (4.3) 50 (0.9) 622 (1.9) 38 (1.0) 567 (2.0) 9.0 (0.03)

ロシア  33 (1.0) 571 (4.3) 41 (0.7) 544 (4.2) 26 (0.8) 504 (4.0) 9.8 (0.04)

シンガポール  21 (0.8) 658 (2.8) 41 (0.7) 614 (3.3) 38 (1.0) 570 (3.1) 9.2 (0.04)

スウェーデン  40 (1.1) 527 (2.4) 47 (0.9) 496 (2.1) 13 (0.6) 472 (4.3) 10.3 (0.04)

アメリカ  40 (0.6) 575 (1.8) 41 (0.6) 530 (2.4) 19 (0.6) 500 (1.9) 10.2 (0.03)

国際平均値  34 (0.1) 527 (0.5) 46 (0.1) 484 (0.5) 21 (0.1) 452 (0.7) - -

カナダ・オンタリオ州  33 (1.0) 558 (3.5) 46 (0.9) 510 (3.2) 21 (0.9) 475 (3.0) 10.0 (0.05)

尺度の中心にあたる点を10点とした。

（ ）内は標準誤差を示す。丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

算数にやや自信がある 算数に自信がない

この尺度は，（１）算数の成績はいつもよい，（２）わたしは，クラスの友だちよりも算数をむずかしいと感じる（反転項目），（３）わたしは算数が苦手だ（反転項目），（４）算数で
ならうことはすぐにわかる，（５）わたしは算数のむずかしい問題をとくのが得意だ，（６）先生はわたしに算数がよくできると言ってくれる，（７）わたしには，算数はほかの教科

よりもむずかしい（反転項目），から構成された。この尺度値が10.6以上の場合，「算数に自信がある」児童に分類され，8.5以下の場合，「算数に自信がない」に分類され
た。

平均尺度値

児童の割合（％） 平均得点 児童の割合（％） 平均得点 児童の割合（％） 平均得点

国／地域

算数に自信がある
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（６）先生の授業のわかりやすさについて（2011年新規項目） 
 

表2-18参照 
 

表2-18は，小学校４年生に先生の算数の授業がわかりやすいかを４つの選択肢

（「強くそう思う」，「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう思わな

い」）で尋ねた設問について，各選択肢に回答した児童の割合と平均得点を表して

いる。 

我が国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が44パーセントであり，国際平均

値の65パーセントよりも21ポイント下回っている。 

表2-17　中学校２年生における数学への自信の程度

日本 0 2 (0.3) ~ ~ 24 (0.8) 623 (3.2) 73 (0.9) 548 (2.8) 8.6 (0.04)

オーストラリア 0 17 (1.1) 581 (6.8) 46 (0.8) 516 (4.8) 37 (1.4) 456 (3.8) 10.2 (0.07)

台湾 0 7 (0.4) 709 (5.0) 26 (0.7) 670 (3.4) 67 (0.9) 575 (2.9) 8.6 (0.05)

イングランド 0 16 (1.1) 571 (6.2) 53 (1.1) 514 (5.4) 32 (1.6) 465 (5.4) 10.3 (0.07)

フィンランド 0 15 (0.8) 580 (2.9) 39 (0.8) 533 (2.5) 46 (1.2) 477 (2.5) 9.8 (0.06)

香港 0 7 (0.4) 655 (5.5) 37 (1.0) 610 (4.4) 55 (1.1) 561 (4.0) 9.3 (0.04)

ハンガリー 0 16 (0.7) 593 (4.4) 35 (0.9) 521 (4.0) 49 (1.1) 466 (4.0) 9.8 (0.05)

イタリア 0 12 (0.6) 559 (3.9) 44 (0.9) 519 (2.6) 43 (0.9) 460 (2.7) 9.9 (0.04)

韓国 0 3 (0.2) 723 (6.7) 34 (0.8) 669 (2.9) 63 (0.8) 577 (2.8) 9.1 (0.03)

ロシア 0 12 (0.7) 603 (4.7) 43 (1.0) 561 (3.5) 45 (1.0) 501 (3.9) 9.9 (0.04)

シンガポール 0 14 (0.5) 662 (4.1) 46 (0.8) 628 (3.6) 40 (0.9) 574 (4.3) 10.0 (0.04)

スウェーデン 0 15 (0.5) 551 (2.9) 50 (0.8) 496 (2.1) 35 (0.9) 441 (2.1) 10.2 (0.03)

アメリカ 0 24 (0.8) 556 (3.1) 44 (0.7) 514 (2.7) 33 (0.8) 474 (3.0) 10.5 (0.04)

国際平均値 0 14 (0.1) 539 (0.9) 45 (0.1) 478 (0.6) 41 (0.2) 435 (0.6) - -

アメリカ・マサチューセッツ州 0 27 (1.6) 604 (6.2) 43 (1.5) 562 (5.3) 30 (1.7) 520 (4.3) 10.7 (0.10)

カナダ・オンタリオ州 0 32 (0.9) 564 (2.5) 40 (0.8) 508 (2.9) 28 (0.9) 454 (2.9) 11.0 (0.05)

尺度の中心にあたる点を10点とした。

（ ）内は標準誤差を示す。丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

「 ~ 」はデータが不十分で平均得点が算出できないことを示す。

この尺度は，（１）数学の成績はいつも良い，（２）私は，クラスの友だちよりも数学を難しいと感じる（反転項目），（３）数学は私の得意な教科ではない（反転項目），（４）数学
で習うことはすぐにわかる，（５）数学は私を困らせ，イライラさせる（反転項目），（６）私は数学の難しい問題を解くのが得意だ，（７）難しい内容の数学の授業でも私がよくで
きると先生は思っている，（８）先生は私に数学がよくできると言ってくれる，（９）私には，数学は他の教科よりも難しい（反転項目），から構成された。この尺度値が12.0以上
の場合，「数学に自信がある」に分類され，尺度値9.4以下の場合，「数学に自信がない」に分類された。

平均尺度値

生徒の割合（％） 平均得点 生徒の割合（％） 平均得点 生徒の割合（％） 平均得点

国／地域

数学に自信がある 数学にやや自信がある 数学に自信がない

表2-18　小学校４年生における「わたしの先生はわかりやすい」の結果

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

日本  43.8 583.6 40.7 590.5 10.7 581.0 4.7 578.4

オーストラリア  64.0 520.0 25.8 519.3 6.9 508.2 3.3 470.0

台湾  48.0 603.2 31.8 591.0 14.8 576.1 5.5 539.8

イングランド  63.8 541.5 26.7 551.3 7.0 547.6 2.5 487.0

フィンランド  54.0 548.2 33.2 547.5 9.1 540.9 3.7 519.7

ドイツ  73.2 531.1 21.3 533.0 3.7 519.2 1.8 514.3

香港  52.5 610.2 33.1 598.7 9.9 584.8 4.4 567.2

ハンガリー  67.5 524.5 23.9 510.6 5.7 483.7 2.9 475.1

イタリア  45.6 510.3 38.7 511.7 9.3 499.3 6.4 493.2

韓国  40.3 619.7 45.5 601.6 10.4 579.0 3.8 566.6

ロシア  60.0 544.4 29.8 544.9 7.8 531.6 2.4 510.2

シンガポール  54.1 616.3 30.2 601.8 10.2 589.0 5.6 577.7

スウェーデン  63.6 508.7 30.1 503.7 5.3 483.6 1.1 464.5

アメリカ  65.6 546.9 23.6 542.2 7.2 520.2 3.6 501.6

国際平均値 64.8 497.0 25.0 490.1 6.5 471.7 3.7 455.5

カナダ・オンタリオ州  63.3 523.3 28.3 515.2 6.1 503.2 2.3 481.0

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったく
そう思わない

国／地域

強く
そう思う

そう思う そう思わない
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肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は85パーセントの

児童が「先生の授業はわかりやすい」としているが，国際平均値の90パーセントよ

りも５ポイント下回っている。 
 

表2-19参照 
 

表2-19は，中学校２年生に先生の数学の授業がわかりやすいかを小学校４年生と

同様に４つの選択肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均

得点を表している。 

我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が19パーセントであり，国際平均

値の44パーセントよりも25ポイント下回っている。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は69パーセントの

生徒が「先生の授業はわかりやすい」としているが，国際平均値の78パーセントよ

りも９ポイント下回っている。 

 

 

表2-19　中学校２年生における「私の先生はわかりやすい」の結果

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

日本  19.4 581.5 49.1 576.1 23.1 556.9 8.4 529.6

オーストラリア  40.8 523.8 33.7 504.0 17.4 482.0 8.1 473.9

台湾  20.5 666.9 38.7 632.3 29.4 576.7 11.4 513.1

イングランド  43.7 520.5 34.1 508.5 15.0 489.8 7.2 460.0

フィンランド  29.4 524.8 41.4 515.8 19.6 506.7 9.6 493.8

香港  28.2 612.7 43.0 590.3 20.8 563.4 8.0 531.6

ハンガリー  32.8 522.4 35.0 503.0 20.2 494.1 12.0 489.0

イタリア  26.5 509.5 47.3 499.8 20.0 491.2 6.1 467.2

韓国  9.6 664.0 45.3 632.8 32.7 588.2 12.4 566.7

ロシア  32.3 560.1 43.9 543.7 19.8 505.3 4.0 501.6

シンガポール  37.7 622.9 41.3 611.1 15.2 595.2 5.7 576.7

スウェーデン  24.4 497.8 51.5 487.9 17.7 474.4 6.4 453.4

アメリカ  46.6 517.2 30.3 510.7 15.2 501.8 7.9 489.5

国際平均値  43.7 480.7 34.7 468.4 14.5 453.6 7.1 437.6

アメリカ・マサチューセッツ州 42.1 569.2 32.8 560.5 16.1 549.8 8.9 549.7

カナダ・オンタリオ州  52.4 521.7 32.9 505.0 10.3 490.7 4.5 475.8

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったく
そう思わない

国／地域

強く
そう思う

そう思う そう思わない
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Ⅲ 理科に関する結果 
 
 
Ⅲ－１ 理科問題の結果 
 
（１）各参加国／地域の理科の得点 
 

表3-1参照 
 

表3-1は，50か国／地域の小学校４年生の理科問題の平均得点を表している。なお，

出題問題は世界共通であるが，14種類の問題冊子の中から指定された１種類を個々

の児童が解くこととしているので，それを調整し，かつTIMSS1995の得点と調整した

上で，得点を平均500点，標準偏差100点とする分布モデルの推定値として算出して

示してある。 
主な参加国／地域の平均得点は，韓国が587点，シンガポールが583点，フィンラ

ンドが570点，日本が559点の順で，我が国は第４位となっている。 

我が国の平均得点は，統計上の誤差を考慮すると，韓国，シンガポール，フィン

ランドより有意に低く，ロシアと同程度であり，台湾，アメリカ，チェコ，香港，

ハンガリー以下の全ての参加国／地域より有意に高い。 
 

表3-2参照 
 

表3-2は，42か国／地域の中学校２年生の理科問題の平均得点を表している。得点

化の方法は小学校４年生と同じである。 
 主な参加国／地域の平均得点は，シンガポールが590点，台湾が564点，韓国が560

点，日本が558点の順で，我が国は第４位となっている。 

我が国の平均得点は，統計上の誤差を考慮すると，シンガポールより有意に低く，

台湾，韓国，フィンランドと同程度であり，スロべニア，ロシア，香港，イングラ

ンド，アメリカ以下の全ての参加国／地域より有意に高い。 
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表3-1　理科得点の分布　-小学校４年生-　

国／地域 理科問題得点分布

韓国 ▲ 5 8 7 ( 2 .0 )
シンガポール ▲ 5 8 3 ( 3 .4 )
フィンランド ▲ 5 7 0 ( 2 .6 )
日本 ▲ 5 5 9 ( 1 .9 )
ロシア ▲ 5 5 2 ( 3 .5 )
台湾 ▲ 5 5 2 ( 2 .2 )
アメリカ ▲ 5 4 4 ( 2 .1 )
チェコ ▲ 5 3 6 ( 2 .5 )
香港 ▲ 5 3 5 ( 3 .8 )
ハンガリー ▲ 5 3 4 ( 3 .7 )
スウェーデン ▲ 5 3 3 ( 2 .7 )
スロバキア ▲ 5 3 2 ( 3 .8 )
オーストリア ▲ 5 3 2 ( 2 .8 )
オランダ ▲ 5 3 1 ( 2 .2 )
イングランド ▲ 5 2 9 ( 2 .9 )
デンマーク ▲ 5 2 8 ( 2 .8 )
ドイツ ▲ 5 2 8 ( 2 .9 )
イタリア ▲ 5 2 4 ( 2 .7 )
ポルトガル ▲ 5 2 2 ( 3 .9 )
スロベニア ▲ 5 2 0 ( 2 .7 )
北アイルランド ▲ 5 1 7 ( 2 .6 )
アイルランド ▲ 5 1 6 ( 3 .4 )
クロアチア ▲ 5 1 6 ( 2 .1 )
オーストラリア ▲ 5 1 6 ( 2 .8 )
セルビア ▲ 5 1 6 ( 3 .1 )
リトアニア ▲ 5 1 5 ( 2 .4 )
ベルギー ▲ 5 0 9 ( 2 .0 )
ルーマニア  5 0 5 ( 5 .9 )
スペイン  5 0 5 ( 3 .0 )
ポーランド  5 0 5 ( 2 .6 )
T IMS S  基準値  5 0 0  
ニュージーランド  4 9 7 ( 2 .3 )
カザフスタン  4 9 5 ( 5 .1 )
ノルウェー ▼ 4 9 4 ( 2 .3 )
チリ ▼ 4 8 0 ( 2 .4 )
タイ ▼ 4 7 2 ( 5 .6 )
トルコ ▼ 4 6 3 ( 4 .5 )
グルジア ▼ 4 5 5 ( 3 .8 )
イラン ▼ 4 5 3 ( 3 .7 )
バーレーン ▼ 4 4 9 ( 3 .5 )
マルタ ▼ 4 4 6 ( 1 .9 )
アゼルバイジャン ▼ 4 3 8 ( 5 .6 )
サウジアラビア ▼ 4 2 9 ( 5 .4 )
アラブ首長国連邦 ▼ 4 2 8 ( 2 .5 )
アルメニア ▼ 4 1 6 ( 3 .8 )
カタール ▼ 3 9 4 ( 4 .3 )
オマーン ▼ 3 7 7 ( 4 .3 )

ψ クウェート ▼ 3 4 7 ( 4 .7 )
ψ チュニジア ▼ 3 4 6 ( 5 .3 )

Ж モロッコ ▼ 2 6 4 ( 4 .5 )
Ж イエメン ▼ 2 0 9 ( 7 .3 )

▲ 平均得点がTIMSS基準値よりも統計的に有意に高い国／地域

▼ 平均得点がTIMSS基準値よりも統計的に有意に低い国／地域

（注） １　TIMSS基準値は，TIMSS1995，TIMSS2003，TIMSS2007と比較可能なように算出された。

２　（　）内は標準誤差（SE）を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

Ж

Ψ

平均得点

得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であ ることを示す。

得点が低すぎる児童の割合が15％から25％のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

1 0 0 2 0 0 3 0 0 40 0 5 0 0 6 0 0 7 0 0 80 0

95 %  の信頼区間 (±2 S E )

理科得点の分布
5％ 2 5％ 7 5％ 9 5％
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表3-2　理科得点の分布　-中学校２年生-

国／地域 理科問題得点分布

シンガポール ▲ 5 9 0 ( 4 .3 )
台湾 ▲ 5 6 4 ( 2 .3 )
韓国 ▲ 5 6 0 ( 2 .0 )
日本 ▲ 5 5 8 ( 2 .4 )
フィンランド ▲ 5 5 2 ( 2 .5 )
スロベニア ▲ 5 4 3 ( 2 .7 )
ロシア ▲ 5 4 2 ( 3 .2 )
香港 ▲ 5 3 5 ( 3 .4 )
イングランド ▲ 5 3 3 ( 4 .9 )
アメリカ ▲ 5 2 5 ( 2 .6 )
ハンガリー ▲ 5 2 2 ( 3 .1 )
オーストラリア ▲ 5 1 9 ( 4 .8 )
イスラエル ▲ 5 1 6 ( 4 .0 )
リトアニア ▲ 5 1 4 ( 2 .6 )
ニュージーランド ▲ 5 1 2 ( 4 .6 )
スウェーデン ▲ 5 0 9 ( 2 .5 )
イタリア  5 0 1 ( 2 .5 )
ウクライナ  5 0 1 ( 3 .4 )
T IMS S  基準値  5 0 0  
ノルウェー ▼ 4 9 4 ( 2 .6 )
カザフスタン ▼ 4 9 0 ( 4 .3 )
トルコ ▼ 4 8 3 ( 3 .4 )
イラン ▼ 4 7 4 ( 4 .0 )
ルーマニア ▼ 4 6 5 ( 3 .5 )
アラブ首長国連邦 ▼ 4 6 5 ( 2 .4 )
チリ ▼ 4 6 1 ( 2 .5 )
バーレーン ▼ 4 5 2 ( 2 .0 )
タイ ▼ 4 5 1 ( 3 .9 )
ヨルダン ▼ 4 4 9 ( 4 .0 )
チュニジア ▼ 4 3 9 ( 2 .5 )
アルメニア ▼ 4 3 7 ( 3 .1 )
サウジアラビア ▼ 4 3 6 ( 3 .9 )
マレーシア ▼ 4 2 6 ( 6 .3 )
シリア ▼ 4 2 6 ( 3 .9 )
グルジア ▼ 4 2 0 ( 3 .2 )
パレスチナ ▼ 4 2 0 ( 3 .0 )
オマーン ▼ 4 2 0 ( 3 .2 )
カタール ▼ 4 1 9 ( 3 .4 )
マケドニア ▼ 4 0 7 ( 5 .4 )
レバノン ▼ 4 0 6 ( 4 .9 )
インドネシア ▼ 4 0 6 ( 4 .5 )
モロッコ ▼ 3 7 6 ( 2 .2 )

ψ ガーナ ▼ 3 0 6 ( 5 .2 )

▲ 平均得点がTIMSS基準値より統計的に有意に高い国／地域

▼ 平均得点がTIMSS基準値より統計的に有意に低い国／地域

（注） １　TIMSS基準値は，TIMSS1995，TIMSS2003，TIMSS2007と比較可能なように算出された。

２　（　）内は標準誤差（SE）を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

Ж

Ψ

得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であ ることを示す。

得点が低すぎる児童の割合が15％から25％のため、平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

平均得点

10 0 2 0 0 30 0 4 0 0 50 0 6 00 70 0 8 00

95 %  の信頼区間 (±2 S E )

理科得点の分布
5％ 2 5％ 7 5％ 95％
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（２）理科得点の変化 
 
表3-3参照 

 
TIMSS2011の目的の一つに，TIMSS2011の結果とTIMSS1995以降の結果における同学

年の比較を行うことがある。 

小学校４年生については，TIMSS1995，TIMSS2003及びTIMSS2007とTIMSS2011にお

ける同学年の比較を行っている。表3-3は，TIMSS2011に参加して，過去の調査と比

較可能な29か国について，理科問題の平均得点の変化を表したものである。 
我が国の小学校４年生の理科の平均得点は559点であり，TIMSS2007よりも11点，T

IMSS2003よりも15点，TIMSS1995よりも５点有意に高くなっており，過去の結果と比

較して，理科の学力は向上している。 

国別の傾向では，TIMSS2007よりも平均得点が有意に高くなった国はグルジアなど

９か国，有意差がない国は10か国，有意に低くなった国は香港など５か国である。T

IMSS2003よりも平均得点が有意に高くなった国はチュニジアなど９か国，有意差が

ない国は６か国，有意に低くなった国はニュージーランドなど４か国である。TIMSS

1995よりも平均得点が有意に高くなった国はイランなど８か国，有意差がない国は

８か国，有意に低くなった国はノルウェーである。 
 

 

 

国／地域

グルジア 455 (3.8) 418 (4.6) － － 37 ▲

チュニジア 346 (5.3) 318 (5.9) 314 (5.7) － 27 ▲ 32 ▲

チェコ 536 (2.5) 515 (3.1) － 532 (3.0) 21 ▲ 5

イラン 453 (3.7) 436 (4.3) 414 (4.1) 380 (4.6) 17 ▲ 39 ▲ 73 ▲

ノルウェー 494 (2.3) 477 (3.5) 466 (2.6) 504 (3.7) 17 ▲ 28 ▲ -10 ▼

日本 559 (1.9) 548 (2.1) 543 (1.5) 553 (1.8) 11 ▲ 15 ▲ 5 ▲

デンマーク 528 (2.8) 517 (2.9) － － 11 ▲

スウェーデン 533 (2.7) 525 (2.9) － － 9 ▲

オランダ 531 (2.2) 523 (2.6) 525 (2.0) 530 (3.2) 8 ▲ 6 ▲ 1

ロシア 552 (3.5) 546 (4.8) 526 (5.2) － 6 26 ▲

オーストリア 532 (2.8) 526 (2.5) － 538 (3.6) 6 -6

スロバキア 532 (3.8) 526 (4.8) － － 6

アメリカ 544 (2.1) 539 (2.7) 536 (2.5) 542 (3.3) 5 8 ▲ 2

スロベニア 520 (2.7) 518 (1.9) 490 (2.5) 464 (3.1) 2 30 ▲ 56 ▲

リトアニア 515 (2.4) 514 (2.4) 512 (2.6) － 0 3

ドイツ 528 (2.9) 528 (2.4) － － 0

ハンガリー 534 (3.7) 536 (3.3) 530 (3.0) 508 (3.4) -2 5 27 ▲

シンガポール 583 (3.4) 587 (4.1) 565 (5.5) 523 (4.8) -3 18 ▲ 60 ▲

台湾 552 (2.2) 557 (2.2) 551 (1.7) － -5 0

ニュージーランド 497 (2.3) 504 (2.6) 520 (2.5) 505 (5.3) -7 ▼ -23 ▼ -8

イタリア 524 (2.7) 535 (3.2) 516 (3.8) ○ -11 ▼ 8

オーストラリア 516 (2.8) 527 (3.3) 521 (4.2) 521 (3.8) -12 ▼ -5 -6

イングランド 529 (2.9) 542 (2.9) 540 (3.6) 528 (3.1) -13 ▼ -11 ▼ 1

香港 535 (3.8) 554 (3.5) 542 (3.1) 508 (3.3) -19 ▼ -8 27 ▲

ベルギー 509 (2.0) － 518 (1.8) － -10 ▼

アルメニア 416 (3.8) ○ 437 (4.3) － -20 ▼

ポルトガル 522 (3.9) － － 452 (4.1) 70 ▲

韓国 587 (2.0) － － 576 (2.1) 11 ▲

アイルランド 516 (3.4) － － 515 (3.5) 1

　○　参加（ただし，翻訳や母集団等が異なるため，TIMSS2011との比較はできない）

▲　2011年の方が2007年（または2003年，1995年）よりも統計的に有意に高い国／地域
▼　2011年の方が2007年（または2003年，1995年）よりも統計的に有意に低い国／地域

(注）１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。
(注）２　平均得点は少数第１位を四捨五入して示したものであり，差の値が一致しない場合がある。

「－」不参加

表3-3　理科得点の変化　－小学校４年生－

2011年の平均得点 2007年の平均得点 2003年の平均得点 1995年の平均得点
2011年の平均得点

から2007年の平均得
点を引いた差

2011年の平均得点
から2003年の平均得

点を引いた差

2011年の平均得点
から1995年の平均得

点を引いた差
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 表3-4参照 
 

中学校２年生については，TIMSS1995，TIMSS1999，TIMSS2003及びTIMSS2007とTIM

SS2011における同学年の比較を行っている。表3-4は，TIMSS2011に参加して，過去

の調査と比較可能な35か国について，理科問題の平均得点の変化を表したものであ

る。 

 我が国の中学校２年生の理科の平均得点は558点であり，TIMSS2007よりも４点，T

IMSS2003よりも６点，TIMSS1995よりも３点高くなっているが，統計上の誤差を考慮

すると，有意差はない。しかし，TIMSS1999と比較すると８点有意に高くなっている。 

国別の傾向では，TIMSS2007よりも平均得点が有意に高くなった国はシンガポール

など７か国，有意差がない国は16か国，有意に低くなった国はヨルダンなど７か国

である。TIMSS2003よりも平均得点が有意に高くなった国はガーナなど９か国，有意

差がない国は11か国，有意に低くなった国はマレーシアなど８か国である。TIMSS19

99よりも平均得点が有意に高くなった国はチリなど７か国，有意差がない国は10か

国，有意に低くなった国はマケドニアなど４か国である。TIMSS1995よりも平均得点

が有意に高くなった国はリトアニアなど７か国，有意差がない国は６か国，有意に

低くなった国はスウェーデンなど３か国である。 

 

国／地域

シンガポール 590 (4.3) 567 (4.4) 578 (4.3) 568 (8.0) 580 (5.5) 23 ▲ 12 ▲ 22 ▲ 10

パレスチナ 420 (3.2) 404 (3.5) 435 (3.2) － － 16 ▲ -15 ▼

ウクライナ 501 (3.4) 485 (3.5) － － － 16 ▲

イラン 474 (4.0) 459 (3.6) 453 (2.3) 448 (3.8) 463 (3.6) 15 ▲ 21 ▲ 26 ▲ 12 ▲

ロシア 542 (3.2) 530 (3.9) 514 (3.7) 529 (6.4) 523 (4.5) 13 ▲ 29 ▲ 13 20 ▲

ノルウェー 494 (2.6) 487 (2.2) 494 (2.2) － 514 (2.4) 8 ▲ 1 -20 ▼

韓国 560 (2.0) 553 (2.0) 558 (1.6) 549 (2.6) 546 (2.0) 7 ▲ 2 12 ▲ 14 ▲

イタリア 501 (2.5) 495 (2.8) 491 (3.1) 493 (3.9) － 6 10 ▲ 8

スロベニア 543 (2.7) 538 (2.2) 520 (1.8) ○ 514 (2.7) 5 22 ▲ 29 ▲

アメリカ 525 (2.6) 520 (2.9) 527 (3.1) 515 (4.6) 513 (5.6) 5 -3 10 12 ▲

香港 535 (3.4) 530 (4.9) 556 (3.0) 530 (3.7) 510 (5.8) 5 -21 ▼ 6 25 ▲

日本 558 (2.4) 554 (1.9) 552 (1.7) 550 (2.2) 554 (1.8) 4 6 8 ▲ 3

オーストラリア 519 (4.8) 515 (3.6) 527 (3.8) ○ 514 (3.9) 4 -8 6

ガーナ 306 (5.2) 303 (5.4) 255 (5.9) － － 3 51 ▲

ルーマニア 465 (3.5) 462 (3.9) 470 (4.9) 472 (5.8) 471 (5.1) 3 -5 -7 -6

台湾 564 (2.3) 561 (3.7) 571 (3.5) 569 (4.4) － 3 -7 -5

グルジア 420 (3.0) 421 (4.8) － － － -1

スウェーデン 509 (2.5) 511 (2.6) 524 (2.7) － 553 (4.4) -1 -15 ▼ -43 ▼

オマーン 420 (3.2) 423 (3.0) － － － -3

リトアニア 514 (2.6) 519 (2.5) 519 (2.1) 488 (4.1) 464 (4.0) -5 -6 26 ▲ 50 ▲

チュニジア 439 (2.5) 445 (2.1) 404 (2.1) 430 (3.4) ○ -6 35 ▲ 9 ▲

レバノン 406 (4.9) 414 (5.9) 393 (4.3) － － -8 13

イングランド 533 (4.9) 542 (4.5) 544 (4.1) 538 (4.8) 533 (3.6) -9 -11 -5 0

バーレーン 452 (2.0) 467 (1.7) 438 (1.8) － － -15 ▼ 14 ▲

ハンガリー 522 (3.1) 539 (2.9) 543 (2.8) 552 (3.7) 537 (3.1) -17 ▼ -20 ▼ -30 ▼ -14 ▼

タイ 451 (3.9) 471 (4.3) － 482 (2.5) ○ -20 ▼ -31 ▼

インドネシア 406 (4.5) 427 (3.5) ○ ○ ○ -21 ▼

シリア 426 (3.9) 452 (2.9) ○ － － -26 ▼

ヨルダン 449 (4.0) 482 (4.0) 475 (3.8) 450 (3.8) － -33 ▼ -26 ▼ -1

マレーシア 426 (6.3) 471 (6.0) 510 (3.7) 492 (4.4) － -44 ▼ -84 ▼ -66 ▼

チリ 461 (2.5) － 413 (2.9) 420 (3.7) － 49 ▲ 41 ▲

ニュージーランド 512 (4.6) － 520 (5.0) 510 (4.9) 511 (4.9) -8 2 1

アルメニア 437 (3.1) ○ 461 (3.5) － － -24 ▼

マケドニア 407 (5.4) － 449 (3.6) 458 (5.2) － -42 ▼ -51 ▼

フィンランド 529 (3.2) － － 535 (3.5) － -6

　○　参加（ただし，翻訳や母集団等が異なるため，TIMSS2011との比較はできない）

表3-4　理科得点の変化　－中学校２年生－

2011年の平均得点 2007年の平均得点 2003年の平均得点 1999年の平均得点 1995年の平均得点
2011年の平均得点

から2007年の平均得
点を引いた差

2011年の平均得点
から2003年の平均得

点を引いた差

　　　　３　平均得点は少数第１位を四捨五入して示したものであり，差の値が一致しない場合がある。

2011年の平均得点
から1999年の平均得

点を引いた差

2011年の平均得点
から1995年の平均得

点を引いた差

▲　2011年の方が2007年（または1999年，1995年）よりも統計的に有意に高い国／地域

▼　2011年の方が2007年（または1999年，1995年）よりも統計的に有意に低い国／地域

（注）　１　（　）内は標準誤差（SE）を示す。

　　　　２　フィンランドの2011年と1999年の比較は，７年生を対象とする。

「－」不参加
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（３）理科同一問題の平均正答率の変化 
 
 表3-5参照 
 
 表3-5は，理科に関するTIMSS2011とTIMSS2007の同一問題について，我が国の正答

率と国際平均値を算出したものである。なお，統計的な有意差などの処理は行って

いない。 

 我が国のTIMSS2011とTIMSS2007の正答率を比較すると，TIMSS2011の方が小学校４

年生で1.6ポイント上回り，中学校２年生ではほぼ同じである。  

 

（４）理科得点が一定の水準に達した児童生徒の割合 
 
 表3-6参照 
 
 表3-6は，小学校４年生の得点分布について，625点，550点，475点，400点という

75点刻みの４つの水準を設定し，参加国／地域ごとにその水準に達した児童の割合

を表したものである。 

 625点に達した割合は，我が国は14パーセントで，シンガポール，韓国，フィンラ

ンド，ロシア，台湾，アメリカに次いで７番目に高い。400点に達した割合は，我が

国は99パーセントで極めて高い水準にある。 
 なお，４つの水準については，下記のように特徴づけられている。 

・400点（低い水準）…児童は生物（生命科学），物理・化学及び地学（地球科学）

表 3-5 理科の同一問題の平均正答率 

TIMSS2011 TIMSS2007 

平均正答率 平均正答率 小学校４年 問題数

日本(a) 
国際 

平均値 

平均 

正答率の

差 
日本

(b) 

国際 

平均値 

平均 

正答率の

差 

日本の

平均正

答率の

差

(a-b) 

選択肢 54 題 66.2％ 56.2％ 10.0％ 65.4％ 54.6％ 10.8％ 0.8％  出題 

形式 記述 45 題 51.4％  38.1％ 13.3％ 48.7％ 37.5％  11.2％ 2.7％  

合計 99 題 59.4％ 48.0％ 11.4％ 57.8％ 46.8％  11.0％  1.6％  

（注） 同一問題のうち TIMSS2011 で分析対象外の１題を除く。     

 

TIMSS2011 TIMSS2007 

平均正答率 平均正答率 中学校２年 問題数

日本(a) 
国際 

平均値 

平均 

正答率の

差 日本

(b) 

国際 

平均値 

平均 

正答率の

差 

日本の

平均正

答率の

差

(a-b) 

選択肢 60 題 58.9％  50.3％ 8.6％  59.0％ 48.7％  10.3％  -0.1％  
出題 

形式 
記述 61 題 51.3％  31.5％ 19.8％ 51.2％ 29.9％  21.3％  0.1％  

合計 121 題 55.1％  40.9％ 14.2％ 55.1％ 39.2％  15.9％  0.0％  

（注） 同一問題のうち TIMSS2007 で分析対象外の４題を除く。   
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についてある程度初歩的な知識を持っている 

・475点（中程度の水準）…児童は理科の実際的な場面に関する基礎的な知識や理解

力がある 

・550点（高い水準）…児童は日常的及び理論上の文脈における現象を説明するため

に理科に関する知識や理解したことを応用できる 

・625点（より高い水準）…児童は科学的なプロセスやそれらの関連性に関する知識

や理解したことを応用することができ，かつ，科学的な探求プロセスについて，

ある程度の知識を持っている 
 

シンガポール 3 3 ( 1 . 7 ) 6 8 ( 1 . 7 ) 8 9 ( 0 .9 ) 9 7 ( 0 .4 )
韓国 2 9 ( 1 . 5 ) 7 3 ( 1 . 0 ) 9 5 ( 0 .4 ) 9 9 ( 0 .1 )

フィンランド 2 0 ( 1 . 1 ) 6 5 ( 1 . 7 ) 9 2 ( 0 .8 ) 9 9 ( 0 .3 )
ロシア 1 6 ( 1 . 4 ) 5 2 ( 2 . 0 ) 8 6 ( 1 .2 ) 9 8 ( 0 .4 )
台湾 1 5 ( 0 . 9 ) 5 3 ( 1 . 3 ) 8 5 ( 1 .1 ) 9 7 ( 0 .4 )

アメリカ 1 5 ( 0 . 8 ) 4 9 ( 1 . 1 ) 8 1 ( 0 .8 ) 9 6 ( 0 .4 )
日本 14 (1 .0 ) 5 8 (1 .3 ) 9 0 (0 .7 ) 9 9 (0 .2 )

ハンガリー 1 3 ( 0 . 9 ) 4 6 ( 2 . 0 ) 7 8 ( 1 .5 ) 9 3 ( 0 .9 )
ルーマニア 1 1 ( 0 . 9 ) 3 7 ( 2 . 3 ) 6 6 ( 2 .3 ) 8 4 ( 1 .8 )

イングランド 1 1 ( 0 . 9 ) 4 2 ( 1 . 6 ) 7 6 ( 1 .3 ) 9 3 ( 0 .7 )
スウェーデン 1 0 ( 1 . 0 ) 4 4 ( 1 . 5 ) 7 9 ( 1 .1 ) 9 5 ( 0 .5 )

チェコ 1 0 ( 0 . 9 ) 4 4 ( 1 . 5 ) 8 1 ( 1 .1 ) 9 7 ( 0 .7 )
スロバキア 1 0 ( 1 . 0 ) 4 4 ( 1 . 7 ) 7 9 ( 1 .8 ) 9 4 ( 1 .0 )

香港 9 ( 0 . 9 ) 4 5 ( 2 . 1 ) 8 2 ( 1 .5 ) 9 6 ( 1 .2 )
オーストリア 8 ( 0 . 8 ) 4 2 ( 1 . 6 ) 7 9 ( 1 .7 ) 9 6 ( 0 .6 )

デンマーク 8 ( 0 . 8 ) 3 9 ( 1 . 6 ) 7 8 ( 1 .4 ) 9 5 ( 0 .7 )
セルビア 8 ( 0 . 7 ) 3 5 ( 1 . 7 ) 7 2 ( 1 .5 ) 9 1 ( 1 .0 )
イタリア 8 ( 0 . 7 ) 3 7 ( 1 . 6 ) 7 6 ( 1 .3 ) 9 5 ( 1 .0 )

オーストラリア 7 ( 0 . 7 ) 3 5 ( 1 . 4 ) 7 2 ( 1 .3 ) 9 1 ( 1 .0 )
ポルトガル 7 ( 1 . 1 ) 3 5 ( 1 . 8 ) 7 5 ( 2 .0 ) 9 5 ( 1 .0 )

ドイツ 7 ( 0 . 6 ) 3 9 ( 1 . 6 ) 7 8 ( 1 .5 ) 9 6 ( 0 .7 )
カザフスタン 7 ( 1 . 1 ) 2 8 ( 2 . 1 ) 5 8 ( 2 .6 ) 8 4 ( 1 .6 )
アイルランド 7 ( 0 . 9 ) 3 5 ( 1 . 7 ) 7 2 ( 1 .6 ) 9 2 ( 0 .9 )

スロベニア 7 ( 0 . 6 ) 3 6 ( 1 . 6 ) 7 4 ( 1 .3 ) 9 3 ( 0 .6 )
ポーランド 5 ( 0 . 5 ) 2 9 ( 1 . 5 ) 6 7 ( 1 .2 ) 9 1 ( 0 .8 )

ニュージーランド 5 ( 0 . 5 ) 2 8 ( 1 . 1 ) 6 3 ( 1 .3 ) 8 6 ( 0 .9 )
北アイルランド 5 ( 0 . 6 ) 3 3 ( 1 . 6 ) 7 4 ( 1 .3 ) 9 4 ( 1 .0 )

スペイン 4 ( 0 . 6 ) 2 8 ( 1 . 5 ) 6 7 ( 1 .6 ) 9 2 ( 1 .2 )
リトアニア 4 ( 0 . 5 ) 3 1 ( 1 . 6 ) 7 3 ( 1 .2 ) 9 5 ( 0 .6 )

タイ 4 ( 0 . 6 ) 2 0 ( 1 . 7 ) 5 2 ( 2 .3 ) 7 8 ( 2 .2 )
バーレーン 4 ( 0 . 4 ) 1 7 ( 1 . 1 ) 4 3 ( 1 .2 ) 7 0 ( 1 .4 )

トルコ 3 ( 0 . 4 ) 1 8 ( 1 . 3 ) 4 8 ( 1 .7 ) 7 6 ( 1 .5 )
クロアチア 3 ( 0 . 4 ) 3 0 ( 1 . 1 ) 7 5 ( 1 .4 ) 9 6 ( 0 .5 )

アラブ首長国連邦 3 ( 0 . 3 ) 1 4 ( 0 . 6 ) 3 6 ( 0 .9 ) 6 1 ( 1 .0 )
オランダ 3 ( 0 . 5 ) 3 7 ( 1 . 8 ) 8 6 ( 1 .4 ) 9 9 ( 0 .4 )

イラン 3 ( 0 . 4 ) 1 6 ( 1 . 2 ) 4 4 ( 1 .7 ) 7 2 ( 1 .5 )
サウジアラビア 3 ( 0 . 8 ) 1 2 ( 1 . 3 ) 3 5 ( 1 .7 ) 6 3 ( 2 .0 )

チリ 2 ( 0 . 4 ) 1 9 ( 0 . 9 ) 5 4 ( 1 .4 ) 8 5 ( 1 .1 )
アゼルバイジャン 2 ( 0 . 7 ) 1 3 ( 1 . 7 ) 3 7 ( 2 .5 ) 6 5 ( 2 .1 )

カタール 2 ( 0 . 5 ) 1 1 ( 1 . 0 ) 2 9 ( 1 .3 ) 5 0 ( 1 .5 )
マルタ 2 ( 0 . 3 ) 1 4 ( 0 . 7 ) 4 1 ( 1 .0 ) 7 0 ( 1 .1 )

ベルギー 2 ( 0 . 3 ) 2 4 ( 1 . 2 ) 7 3 ( 1 .4 ) 9 6 ( 0 .5 )
グルジア 1 ( 0 . 4 ) 1 3 ( 1 . 2 ) 4 4 ( 1 .8 ) 7 5 ( 1 .6 )
オマーン 1 ( 0 . 3 ) 7 ( 0 . 7 ) 2 3 ( 1 .0 ) 4 5 ( 1 .5 )

ノルウェー 1 ( 0 . 2 ) 1 9 ( 1 . 2 ) 6 4 ( 1 .7 ) 9 2 ( 0 .8 )
アルメニア 1 ( 0 . 2 ) 6 ( 0 . 8 ) 2 6 ( 1 .5 ) 5 8 ( 1 .8 )

ψ クウェート 1 ( 0 . 2 ) 4 ( 0 . 5 ) 1 6 ( 1 .1 ) 3 7 ( 1 .5 )
Ж モロッコ 0 ( 0 . 1 ) 1 ( 0 . 4 ) 6 ( 0 .7 ) 1 6 ( 1 .0 )
ψ チュニジア 0 ( 0 . 1 ) 3 ( 0 . 4 ) 1 4 ( 1 .1 ) 3 5 ( 1 .9 )

Ж イエメン 0 ( 0 . 0 ) 0 ( 0 . 2 ) 2 ( 0 .4 ) 6 ( 0 .9 )
国際中央値 5  3 2  7 2  9 2   

Ж 得点が低すぎる児童の割合が25％を超えるため，平均得点の正確な推定が困難であることを示す 。

Ψ 得点が低すぎる児童の割合が15％から25％のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

表3-6　理科得点が一定の水準に達した児童の割合　－小学校４年生－

国／地域
625点
以上

625点以上
550点以上
475点以上

400点以上

一定の水準に達した児童の割合
550点
以上

475点
以上

400点
以上

0 1 05 7 525
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 表3-7参照 
 
 表3-7は，中学校２年生の得点分布について，小学校４年生と同様に４つの水準を

設定し，各参加国／地域ごとにその水準に達した生徒の割合を表したものである。 
 625点に達した割合は，我が国は18パーセントで，シンガポール，台湾，韓国に次

いで４番目に高い。400点に達した割合は，我が国は97パーセントで極めて高い水準

にある。 

 なお，４つの水準については，下記のように特徴づけられている。 

・400点（低い水準）…生徒は生物（生命科学）及び物理・化学に関するある程度基

礎的な事実を認識することができる 

・475点（中程度の水準）…生徒は様々な文脈において，基礎的な科学知識について

認識し，応用することができる 

・550点（高い水準）…生徒は科学的なサイクル，システム及び原理に関連する概念

シンガポール 4 0 (1 . 7 ) 6 9 ( 2 . 0 ) 8 7 ( 1 . 6 ) 9 6 ( 0 . 7 )
台湾 2 4 (1 . 4 ) 6 0 ( 1 . 2 ) 8 5 ( 0 . 8 ) 9 6 ( 0 . 4 )
韓国 2 0 (0 . 9 ) 5 7 ( 1 . 1 ) 8 6 ( 0 . 7 ) 9 7 ( 0 . 4 )
日本 18 (1 .1 ) 57 (1 .3 ) 86 (0 .9 ) 9 7 (0 .4 )

ロシア 1 4 (1 . 1 ) 4 8 ( 1 . 8 ) 8 1 ( 1 . 2 ) 9 6 ( 0 . 7 )
イングランド 1 4 (1 . 5 ) 4 4 ( 2 . 6 ) 7 6 ( 2 . 3 ) 9 3 ( 1 . 2 )

スロベニア 1 3 (0 . 8 ) 4 8 ( 1 . 4 ) 8 2 ( 1 . 2 ) 9 6 ( 0 . 5 )
フィンランド 1 3 (1 . 2 ) 5 3 ( 1 . 7 ) 8 8 ( 1 . 0 ) 9 9 ( 0 . 3 )

イスラエル 1 1 (1 . 1 ) 3 9 ( 1 . 7 ) 6 9 ( 1 . 7 ) 8 8 ( 1 . 1 )
オーストラリア 1 1 (1 . 6 ) 3 5 ( 2 . 5 ) 7 0 ( 2 . 0 ) 9 2 ( 0 . 8 )

アメリカ 1 0 (0 . 7 ) 4 0 ( 1 . 3 ) 7 3 ( 1 . 1 ) 9 3 ( 0 . 7 )
香港 9 (1 . 1 ) 4 7 ( 1 . 8 ) 8 0 ( 1 . 7 ) 9 5 ( 1 . 0 )

ニュージーランド 9 (1 . 0 ) 3 4 ( 2 . 2 ) 6 7 ( 2 . 2 ) 9 0 ( 1 . 2 )
ハンガリー 9 (0 . 8 ) 3 9 ( 1 . 5 ) 7 5 ( 1 . 4 ) 9 2 ( 0 . 8 )

トルコ 8 (0 . 9 ) 2 6 ( 1 . 4 ) 5 4 ( 1 . 4 ) 7 9 ( 1 . 0 )
スウェーデン 6 (0 . 5 ) 3 3 ( 1 . 3 ) 6 8 ( 1 . 4 ) 9 1 ( 0 . 7 )

リトアニア 6 (0 . 7 ) 3 3 ( 1 . 4 ) 7 1 ( 1 . 3 ) 9 2 ( 0 . 6 )
ウクライナ 6 (0 . 8 ) 2 9 ( 1 . 7 ) 6 4 ( 1 . 6 ) 8 8 ( 1 . 1 )

イラン 5 (0 . 7 ) 2 1 ( 1 . 3 ) 5 0 ( 2 . 0 ) 7 9 ( 1 . 5 )
アラブ首長国連邦 4 (0 . 4 ) 1 9 ( 0 . 8 ) 4 7 ( 1 . 1 ) 7 5 ( 0 . 9 )

イタリア 4 (0 . 5 ) 2 7 ( 1 . 4 ) 6 5 ( 1 . 4 ) 9 0 ( 1 . 1 )
カザフスタン 4 (0 . 6 ) 2 3 ( 1 . 9 ) 5 8 ( 2 . 5 ) 8 6 ( 1 . 2 )

バーレーン 3 (0 . 3 ) 1 7 ( 0 . 7 ) 4 4 ( 1 . 0 ) 7 0 ( 0 . 7 )
カタール 3 (0 . 5 ) 1 4 ( 1 . 1 ) 3 4 ( 1 . 4 ) 5 8 ( 1 . 2 )

ノルウェー 3 (0 . 4 ) 2 2 ( 1 . 2 ) 6 2 ( 1 . 4 ) 9 0 ( 1 . 1 )
ルーマニア 3 (0 . 5 ) 1 6 ( 1 . 3 ) 4 7 ( 1 . 5 ) 7 8 ( 1 . 5 )
ジョルダン 2 (0 . 3 ) 1 5 ( 1 . 0 ) 4 5 ( 1 . 5 ) 7 2 ( 1 . 5 )
マケドニア 2 (0 . 4 ) 1 0 ( 1 . 0 ) 3 0 ( 1 . 7 ) 5 3 ( 2 . 0 )

オマーン 2 (0 . 2 ) 1 1 ( 0 . 5 ) 3 4 ( 1 . 0 ) 5 9 ( 1 . 3 )
アルメニア 1 (0 . 2 ) 1 2 ( 0 . 8 ) 3 7 ( 1 . 5 ) 6 6 ( 1 . 3 )
マレーシア 1 (0 . 4 ) 1 1 ( 1 . 4 ) 3 4 ( 2 . 4 ) 6 2 ( 2 . 6 )

タイ 1 (0 . 5 ) 1 0 ( 1 . 3 ) 3 9 ( 2 . 1 ) 7 4 ( 1 . 7 )
チリ 1 (0 . 2 ) 1 2 ( 0 . 9 ) 4 3 ( 1 . 4 ) 7 9 ( 1 . 5 )

パレスチナ 1 (0 . 2 ) 1 0 ( 0 . 8 ) 3 3 ( 1 . 3 ) 5 9 ( 1 . 3 )
レバノン 1 (0 . 2 ) 7 ( 0 . 8 ) 2 5 ( 2 . 0 ) 5 4 ( 2 . 3 )

サウジアラビア 1 (0 . 2 ) 8 ( 0 . 8 ) 3 3 ( 2 . 0 ) 6 8 ( 1 . 8 )
グルジア 0 (0 . 1 ) 6 ( 0 . 6 ) 2 8 ( 1 . 5 ) 6 2 ( 1 . 5 )

シリア 0 (0 . 1 ) 6 ( 0 . 8 ) 2 9 ( 1 . 8 ) 6 3 ( 1 . 9 )
チュニジア 0 (0 . 1 ) 5 ( 0 . 7 ) 3 0 ( 1 . 4 ) 7 2 ( 1 . 3 )

インドネシア 0 (0 . 1 ) 3 ( 0 . 4 ) 1 9 ( 1 . 4 ) 5 4 ( 2 . 3 )
モロッコ 0 (0 . 0 ) 2 ( 0 . 2 ) 1 3 ( 0 . 7 ) 3 9 ( 1 . 0 )

ψ ガーナ 0 (0 . 1 ) 1 ( 0 . 2 ) 6 ( 0 . 8 ) 2 2 ( 1 . 7 )

国際中央値 4 2 1 5 2  7 9   

Ψ 得点が低すぎる児童の割合が15％から25％のため，平均得点の正確な推定に制限があることを示す。

一定の水準に達した生徒の割合

625点以上
550点以上
475点以上

400点以上

表3-7 理科得点が一定の水準に達した生徒の割合　－中学校２年生－

国／地域
625点
以上

550点
以上

475点
以上

400点
以上

0 105 7 52 5
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についての理解を論証することができる 

・625点（より高い水準）…生徒は生物（生命科学），化学，物理及び地学（地球科

学）についての複雑で抽象的な概念についての理解を伝達することができる 

 
（５）理科の内容領域・認知的領域別の平均得点 
  
 表3-8参照 
 
 表3-8は，50か国の小学校４年生の理科の内容領域別（物理・化学，生物，地学）

【内容領域】

国／地域 国／地域 国／地域

シンガポール 5 9 8 ( 3 . 5 ) シンガポール 5 9 7 ( 4 . 3 ) 韓国 6 0 3 ( 1 . 8 )
韓国 5 9 7 ( 2 . 6 ) フィンランド 5 7 4 ( 2 . 8 ) フィンランド 5 6 6 ( 2 . 9 )
日本 5 8 9 ( 1 . 9 ) 韓国 5 7 1 ( 2 . 2 ) 台湾 5 5 3 ( 2 . 5 )
台湾 5 6 9 ( 2 . 0 ) ロシア 5 5 6 ( 3 . 6 ) ロシア 5 5 2 ( 4 . 1 )

フィンランド 5 6 8 ( 2 . 8 ) ハンガリー 5 5 2 ( 3 . 5 ) 日本 5 5 1 ( 1 . 8 )
ロシア 5 4 8 ( 4 . 0 ) チェコ 5 5 0 ( 3 . 0 ) 香港 5 4 8 ( 3 . 3 )

アメリカ 5 4 4 ( 2 . 0 ) アメリカ 5 4 7 ( 2 . 1 ) シンガポール 5 4 1 ( 3 . 0 )
香港 5 3 9 ( 4 . 4 ) 日本 5 4 0 ( 1 . 9 ) アメリカ 5 3 9 ( 2 . 1 )

オーストリア 5 3 5 ( 2 . 9 ) 台湾 5 3 8 ( 2 . 4 ) オーストリア 5 3 9 ( 3 . 6 )
イングランド 5 3 5 ( 3 . 5 ) オランダ 5 3 7 ( 1 . 8 ) スウェーデン 5 3 8 ( 3 . 2 )

ドイツ 5 3 5 ( 3 . 1 ) イタリア 5 3 5 ( 2 . 7 ) チェコ 5 3 7 ( 3 . 4 )
スウェーデン 5 2 8 ( 2 . 5 ) スウェーデン 5 3 4 ( 2 . 7 ) スロバキア 5 3 5 ( 3 . 8 )

スロバキア 5 2 7 ( 4 . 0 ) スロバキア 5 3 4 ( 3 . 5 ) ポルトガル 5 3 1 ( 4 . 4 )
オランダ 5 2 6 ( 2 . 0 ) イングランド 5 3 0 ( 2 . 8 ) デンマーク 5 2 7 ( 3 . 0 )

デンマーク 5 2 6 ( 2 . 5 ) デンマーク 5 3 0 ( 2 . 8 ) オランダ 5 2 5 ( 2 . 7 )
スロベニア 5 2 4 ( 3 . 4 ) オーストリア 5 2 6 ( 2 . 6 ) ハンガリー 5 2 4 ( 4 . 4 )

セルビア 5 2 3 ( 3 . 8 ) ドイツ 5 2 5 ( 2 . 6 ) イタリア 5 2 3 ( 3 . 6 )
ハンガリー 5 2 0 ( 3 . 8 ) クロアチア 5 2 5 ( 2 . 0 ) イングランド 5 2 2 ( 3 . 8 )

北アイルランド 5 2 0 ( 3 . 2 ) 香港 5 2 4 ( 3 . 7 ) クロアチア 5 2 1 ( 2 . 7 )
チェコ 5 1 9 ( 3 . 1 ) スロベニア 5 2 4 ( 2 . 6 ) ドイツ 5 2 0 ( 3 . 7 )

ポルトガル 5 1 7 ( 4 . 2 ) ポルトガル 5 2 0 ( 4 . 2 ) アイルランド 5 2 0 ( 3 . 8 )
アイルランド 5 1 7 ( 3 . 1 ) リトアニア 5 2 0 ( 2 . 9 ) オーストラリア 5 2 0 ( 3 . 5 )

オーストラリア 5 1 4 ( 3 . 2 ) 北アイルランド 5 1 9 ( 2 . 9 ) 北アイルランド 5 0 7 ( 2 . 7 )
リトアニア 5 1 4 ( 3 . 1 ) セルビア 5 1 8 ( 2 . 9 ) スロベニア 5 0 6 ( 2 . 7 )

イタリア 5 0 9 ( 3 . 0 ) オーストラリア 5 1 6 ( 3 . 1 ) ノルウェー 5 0 6 ( 3 . 0 )
ルーマニア 5 0 8 ( 5 . 7 ) ポーランド 5 1 4 ( 2 . 5 ) ベルギー 5 0 5 ( 2 . 8 )

ベルギー 5 0 7 ( 2 . 1 ) アイルランド 5 1 3 ( 3 . 6 ) ルーマニア 5 0 2 ( 6 . 0 )
クロアチア 5 0 2 ( 2 . 7 ) スペイン 5 1 3 ( 2 . 8 ) リトアニア 5 0 1 ( 3 . 0 )

スペイン 4 9 7 ( 2 . 7 ) ベルギー 5 1 0 ( 2 . 4 ) スペイン 4 9 9 ( 3 . 8 )
ポーランド 4 9 5 ( 3 . 3 ) ルーマニア 5 0 4 ( 6 . 1 ) ニュージーランド 4 9 9 ( 3 . 2 )

ニュージーランド 4 9 3 ( 2 . 7 ) カザフスタン 5 0 0 ( 5 . 1 ) セルビア 4 9 7 ( 3 . 6 )
カザフスタン 4 8 6 ( 5 . 2 ) ニュージーランド 4 9 7 ( 2 . 5 ) ポーランド 4 9 6 ( 3 . 3 )

ノルウェー 4 8 2 ( 3 . 4 ) ノルウェー 4 9 6 ( 3 . 0 ) カザフスタン 4 9 1 ( 5 . 8 )
チリ 4 7 1 ( 2 . 5 ) チリ 4 9 0 ( 2 . 2 ) チリ 4 7 5 ( 2 . 7 )

トルコ 4 6 6 ( 4 . 7 ) タイ 4 8 0 ( 6 . 1 ) タイ 4 6 0 ( 5 . 9 )
タイ 4 6 2 ( 5 . 9 ) グルジア 4 6 1 ( 3 . 6 ) グルジア 4 5 8 ( 4 . 3 )

イラン 4 5 3 ( 4 . 0 ) トルコ 4 6 0 ( 4 . 5 ) イラン 4 5 7 ( 3 . 5 )
バーレーン 4 5 3 ( 4 . 6 ) イラン 4 4 9 ( 4 . 1 ) トルコ 4 5 6 ( 5 . 1 )

マルタ 4 5 3 ( 2 . 5 ) バーレーン 4 4 4 ( 4 . 1 ) マルタ 4 4 7 ( 2 . 2 )
グルジア 4 4 0 ( 4 . 2 ) アゼルバイジャン 4 4 0 ( 5 . 2 ) バーレーン 4 4 5 ( 3 . 7 )

サウジアラビア 4 3 9 ( 6 . 0 ) マルタ 4 3 9 ( 2 . 4 ) アラブ首長国連邦 4 3 5 ( 2 . 4 )
アゼルバイジャン 4 3 6 ( 5 . 9 ) アルメニア 4 2 4 ( 3 . 9 ) サウジアラビア 4 3 2 ( 6 . 3 )
アラブ首長国連邦 4 2 9 ( 2 . 7 ) アラブ首長国連邦 4 2 0 ( 2 . 7 ) アゼルバイジャン 4 0 8 ( 7 . 2 )

アルメニア 3 9 9 ( 3 . 8 ) サウジアラビア 4 1 5 ( 6 . 4 ) カタール 4 0 1 ( 4 . 8 )
カタール 3 9 7 ( 5 . 0 ) カタール 3 8 3 ( 5 . 0 ) アルメニア 3 9 8 ( 4 . 1 )
オマーン 3 7 0 ( 4 . 8 ) オマーン 3 7 0 ( 3 . 8 ) オマーン 3 7 1 ( 4 . 6 )

クウェート 3 4 8 ( 4 . 5 ) チュニジア 3 4 2 ( 5 . 1 ) クウェート 3 5 2 ( 4 . 7 )
チュニジア 3 4 2 ( 5 . 6 ) クウェート 3 2 3 ( 5 . 0 ) チュニジア 3 1 9 ( 6 . 6 )

モロッコ 2 5 6 ( 5 . 3 ) モロッコ 2 4 5 ( 4 . 5 ) モロッコ 2 0 8 ( 4 . 7 )
イエメン 1 9 8 ( 6 . 9 ) イエメン 1 7 2 ( 6 . 9 ) イエメン 1 8 6 ( 6 . 3 )

物理・化学 生物 地学

内容領域別平均得点

表3-8　内容及び認知的領域別平均得点　－小学校４年生－
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及び認知的領域別（知識，応用，推論）の平均得点を示したものである。なお，理

科問題全体の平均得点と同様に，内容領域・認知的領域別得点についても，平均500

点，標準偏差100点とする分布モデルの推定値として算出してある。

【認知的領域】

国／地域 国／地域 国／地域

フィンランド 5 7 9 ( 2 . 5 ) 韓国 5 9 3 ( 1 .9 ) 韓国 6 0 5 ( 3 . 0 )
韓国 5 7 0 ( 2 . 0 ) シンガポール 5 9 0 ( 4 .0 ) シンガポール 5 9 7 ( 3 . 8 )

シンガポール 5 7 0 ( 3 . 4 ) フィンランド 5 6 8 ( 2 .3 ) 日本 5 9 1 ( 2 . 0 )
ロシア 5 5 3 ( 3 . 8 ) 日本 5 6 2 ( 1 .6 ) 台湾 5 6 8 ( 3 . 2 )
チェコ 5 5 1 ( 3 . 3 ) ロシア 5 5 6 ( 3 .6 ) フィンランド 5 6 0 ( 3 . 2 )

ハンガリー 5 4 7 ( 3 . 7 ) 台湾 5 5 2 ( 3 .1 ) ロシア 5 4 2 ( 4 . 2 )
スロバキア 5 4 7 ( 3 . 8 ) アメリカ 5 4 4 ( 2 .1 ) 香港 5 4 1 ( 4 . 2 )

アメリカ 5 4 6 ( 1 . 9 ) チェコ 5 3 4 ( 2 .6 ) アメリカ 5 3 7 ( 2 . 3 )
台湾 5 4 2 ( 2 . 7 ) オランダ 5 3 4 ( 2 .0 ) スウェーデン 5 3 7 ( 3 . 0 )
日本 5 3 8 ( 1 . 8 ) オーストリア 5 3 3 ( 2 .9 ) オランダ 5 3 2 ( 2 . 9 )
香港 5 3 7 ( 3 . 6 ) ドイツ 5 3 3 ( 2 .6 ) デンマーク 5 2 7 ( 3 . 1 )

スウェーデン 5 3 6 ( 2 . 8 ) イングランド 5 3 2 ( 3 .1 ) イングランド 5 2 6 ( 4 . 4 )
オーストリア 5 3 2 ( 3 . 1 ) デンマーク 5 3 2 ( 2 .5 ) ドイツ 5 2 6 ( 3 . 6 )

イタリア 5 3 2 ( 3 . 0 ) スウェーデン 5 3 1 ( 3 .0 ) ハンガリー 5 2 5 ( 4 . 5 )
イングランド 5 2 9 ( 3 . 2 ) ハンガリー 5 3 0 ( 3 .6 ) オーストリア 5 2 5 ( 3 . 1 )

オランダ 5 2 8 ( 2 . 3 ) 香港 5 2 9 ( 3 .5 ) スロベニア 5 2 5 ( 3 . 6 )
ポルトガル 5 2 8 ( 4 . 4 ) スロバキア 5 2 8 ( 4 .0 ) ポルトガル 5 2 4 ( 4 . 6 )
クロアチア 5 2 6 ( 1 . 9 ) イタリア 5 2 3 ( 2 .7 ) セルビア 5 1 9 ( 3 . 0 )
デンマーク 5 2 4 ( 2 . 6 ) 北アイルランド 5 2 1 ( 2 .6 ) オーストラリア 5 1 8 ( 3 . 4 )

ドイツ 5 2 4 ( 4 . 0 ) リトアニア 5 2 1 ( 2 .5 ) チェコ 5 1 6 ( 4 . 0 )
セルビア 5 2 4 ( 2 . 9 ) スロベニア 5 1 8 ( 2 .8 ) リトアニア 5 1 5 ( 2 . 8 )

スロベニア 5 1 8 ( 2 . 2 ) アイルランド 5 1 7 ( 3 .6 ) スロバキア 5 1 4 ( 4 . 2 )
アイルランド 5 1 8 ( 3 . 9 ) ポルトガル 5 1 5 ( 4 .3 ) クロアチア 5 1 2 ( 3 . 5 )

北アイルランド 5 1 7 ( 2 . 9 ) ポーランド 5 1 4 ( 2 .6 ) イタリア 5 1 0 ( 2 . 9 )
オーストラリア 5 1 7 ( 2 . 8 ) オーストラリア 5 1 3 ( 3 .0 ) アイルランド 5 0 9 ( 3 . 4 )

スペイン 5 1 6 ( 3 . 2 ) ベルギー 5 1 1 ( 1 .8 ) ベルギー 5 0 8 ( 2 . 5 )
ルーマニア 5 1 1 ( 6 . 1 ) クロアチア 5 1 0 ( 2 .3 ) 北アイルランド 5 0 3 ( 3 . 1 )
リトアニア 5 0 8 ( 2 . 9 ) セルビア 5 0 6 ( 3 .2 ) ルーマニア 4 9 7 ( 6 . 0 )

ベルギー 5 0 7 ( 2 . 2 ) ルーマニア 5 0 2 ( 5 .9 ) ニュージーランド 4 9 7 ( 2 . 9 )
ノルウェー 5 0 2 ( 2 . 8 ) スペイン 4 9 9 ( 3 .0 ) スペイン 4 9 6 ( 3 . 1 )
ポーランド 5 0 0 ( 3 . 2 ) カザフスタン 4 9 9 ( 5 .1 ) カザフスタン 4 9 6 ( 5 . 7 )

ニュージーランド 4 9 6 ( 2 . 7 ) ニュージーランド 4 9 7 ( 2 .6 ) ノルウェー 4 9 3 ( 3 . 7 )
カザフスタン 4 8 6 ( 5 . 6 ) ノルウェー 4 8 7 ( 2 .8 ) ポーランド 4 8 7 ( 3 . 2 )

チリ 4 8 3 ( 2 . 7 ) チリ 4 7 9 ( 2 .3 ) チリ 4 7 7 ( 2 . 8 )
タイ 4 7 3 ( 5 . 9 ) タイ 4 7 1 ( 5 .4 ) トルコ 4 7 2 ( 5 . 3 )

グルジア 4 6 6 ( 3 . 9 ) トルコ 4 6 3 ( 4 .8 ) タイ 4 6 3 ( 6 . 0 )
トルコ 4 5 7 ( 4 . 7 ) グルジア 4 5 2 ( 4 .4 ) イラン 4 5 9 ( 3 . 9 )

バーレーン 4 5 4 ( 3 . 6 ) イラン 4 5 2 ( 3 .8 ) マルタ 4 5 9 ( 4 . 2 )
イラン 4 4 8 ( 4 . 3 ) マルタ 4 4 9 ( 1 .6 ) バーレーン 4 4 2 ( 4 . 7 )

アゼルバイジャン 4 4 5 ( 6 . 4 ) バーレーン 4 4 3 ( 3 .5 ) アラブ首長国連邦 4 2 6 ( 2 . 6 )
マルタ 4 3 7 ( 3 . 0 ) アゼルバイジャン 4 3 9 ( 5 .2 ) グルジア 4 2 2 ( 5 . 0 )

アラブ首長国連邦 4 3 3 ( 2 . 7 ) サウジアラビア 4 2 7 ( 6 .1 ) サウジアラビア 4 1 6 ( 5 . 8 )
サウジアラビア 4 3 2 ( 6 . 0 ) アラブ首長国連邦 4 2 1 ( 2 .6 ) カタール 4 0 4 ( 4 . 4 )

アルメニア 4 1 2 ( 4 . 3 ) アルメニア 4 1 8 ( 3 .9 ) アゼルバイジャン 4 0 2 ( 5 . 9 )
カタール 3 8 8 ( 5 . 1 ) カタール 3 8 9 ( 5 .4 ) アルメニア 4 0 2 ( 4 . 9 )
オマーン 3 7 6 ( 4 . 5 ) オマーン 3 7 2 ( 4 .2 ) オマーン 3 5 4 ( 4 . 4 )

クウェート 3 4 2 ( 5 . 7 ) チュニジア 3 4 3 ( 4 .7 ) チュニジア 3 3 7 ( 4 . 9 )
チュニジア 3 3 6 ( 5 . 3 ) クウェート 3 3 4 ( 4 .9 ) クウェート 3 3 6 ( 5 . 0 )

モロッコ 2 3 7 ( 6 . 1 ) モロッコ 2 5 6 ( 5 .1 ) モロッコ 2 4 0 ( 5 . 0 )
イエメン 1 8 2 ( 6 . 7 ) イエメン 1 8 3 ( 6 .6 ) イエメン 1 8 0 ( 7 . 3 )

表3-8　内容及び認知領域別平均得点　－小学校４年生－（続き）

応用知識

認知領域別平均得点

推論
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我が国の小学校４年生の理科問題の平均得点を内容領域別に見ると，「物理・化学」

が589点，「生物（生命科学）」が540点，「地学（地球科学）」が551点であり，い

ずれの内容領域においても平均得点は他の参加国／地域と比較して高いが，なかで

も「物理・化学」領域の平均得点が比較的高い。認知的領域別に見ると，「知識」

が538点，「応用」が562点，「推論」が591点であり，いずれの認知的領域において

も平均得点は他の参加国／地域と比較して高いが，なかでも「推論」領域の平均得

点が比較的高い。 
  
 表3-9参照 
 
 表3-9は，小学校と同様に，42か国／地域の中学校２年生の理科の内容領域別（物

理，化学，生物，地学）及び認知的領域別（知識，応用，推論）の平均得点を示し

たものである。 

 我が国の中学２年生の理科問題の得点を内容領域別に見ると，「物理」が558点，

「化学」が560点，「生物」が561点，「地学」が548点であり，いずれの内容領域に

おいても平均得点は他の参加国／地域と比較して高いが，「地学」領域が比較的低

【内容領域】

国／地域 国／地域 国／地域 国／地域

シンガポール 6 0 2 (4 . 2 ) シンガポール 5 9 0 ( 4 . 7 ) シンガポール 5 9 4 ( 4 . 8 ) フィンランド 5 7 4 ( 3 . 0 )
韓国 5 7 7 (2 . 8 ) 台湾 5 8 5 ( 3 . 9 ) 韓国 5 6 1 ( 2 . 4 ) 台湾 5 6 8 ( 2 . 9 )
日本 5 5 8 (2 . 7 ) 日本 5 6 0 ( 2 . 6 ) 日本 5 6 1 ( 2 . 3 ) シンガポール 5 6 6 ( 4 . 5 )
台湾 5 5 2 (3 . 4 ) スロベニア 5 5 8 ( 3 . 2 ) 台湾 5 5 7 ( 2 . 5 ) スロベニア 5 6 0 ( 3 . 2 )

ロシア 5 4 7 (3 . 5 ) フィンランド 5 5 4 ( 2 . 5 ) フィンランド 5 4 8 ( 2 . 9 ) 韓国 5 4 8 ( 3 . 2 )
フィンランド 5 4 0 (2 . 7 ) ロシア 5 5 4 ( 3 . 5 ) ロシア 5 3 7 ( 3 . 3 ) 日本 5 4 8 ( 2 . 8 )

香港 5 3 9 (3 . 6 ) 韓国 5 5 1 ( 2 . 2 ) 香港 5 3 5 ( 3 . 5 ) 香港 5 3 9 ( 3 . 7 )
イングランド 5 3 3 (4 . 6 ) ハンガリー 5 3 4 ( 3 . 4 ) イングランド 5 3 3 ( 4 . 9 ) イングランド 5 3 6 ( 5 . 3 )

スロベニア 5 3 2 (2 . 8 ) イングランド 5 2 9 ( 5 . 2 ) スロベニア 5 3 2 ( 2 . 7 ) ロシア 5 3 5 ( 3 . 7 )
ハンガリー 5 2 5 (3 . 7 ) 香港 5 2 6 ( 3 . 6 ) アメリカ 5 3 0 ( 2 . 5 ) アメリカ 5 3 3 ( 2 . 8 )
イスラエル 5 1 4 (4 . 1 ) アメリカ 5 2 0 ( 2 . 6 ) オーストラリア 5 2 7 ( 4 . 7 ) オーストラリア 5 3 3 ( 5 . 4 )

アメリカ 5 1 3 (2 . 5 ) リトアニア 5 1 7 ( 2 . 3 ) イスラエル 5 2 3 ( 4 . 1 ) ニュージーランド 5 2 3 ( 4 . 8 )
オーストラリア 5 1 1 (5 . 1 ) イスラエル 5 1 4 ( 5 . 1 ) ハンガリー 5 2 0 ( 3 . 0 ) スウェーデン 5 2 0 ( 2 . 8 )

ニュージーランド 5 0 9 (4 . 6 ) ウクライナ 5 1 2 ( 3 . 9 ) リトアニア 5 1 7 ( 2 . 8 ) リトアニア 5 1 7 ( 3 . 5 )
リトアニア 5 0 3 (3 . 3 ) カザフスタン 5 0 8 ( 4 . 8 ) ニュージーランド 5 1 4 ( 4 . 7 ) ノルウェー 5 1 6 ( 3 . 5 )
ウクライナ 5 0 3 (3 . 8 ) スウェーデン 5 0 2 ( 2 . 7 ) スウェーデン 5 1 3 ( 3 . 0 ) イタリア 5 1 3 ( 3 . 8 )

スウェーデン 4 9 8 (3 . 2 ) オーストラリア 5 0 1 ( 5 . 1 ) イタリア 5 0 3 ( 3 . 0 ) ハンガリー 5 1 1 ( 3 . 3 )
トルコ 4 9 4 (3 . 7 ) ニュージーランド 5 0 1 ( 5 . 1 ) ウクライナ 4 9 2 ( 3 . 1 ) イスラエル 5 0 4 ( 4 . 4 )

イタリア 4 9 0 (2 . 8 ) イタリア 4 9 1 ( 3 . 1 ) ノルウェー 4 9 1 ( 2 . 5 ) ウクライナ 4 9 5 ( 3 . 6 )
カザフスタン 4 8 9 (4 . 2 ) ノルウェー 4 8 8 ( 2 . 8 ) トルコ 4 8 4 ( 3 . 7 ) イラン 4 7 7 ( 3 . 9 )

イラン 4 8 3 (4 . 1 ) トルコ 4 7 7 ( 4 . 0 ) カザフスタン 4 8 3 ( 4 . 3 ) チリ 4 7 6 ( 2 . 8 )
ノルウェー 4 8 1 (3 . 6 ) イラン 4 6 9 ( 4 . 4 ) イラン 4 6 6 ( 3 . 8 ) カザフスタン 4 7 2 ( 4 . 9 )

アラブ首長国連邦 4 6 1 (2 . 3 ) ルーマニア 4 6 9 ( 4 . 3 ) アラブ首長国連邦 4 6 3 ( 2 . 4 ) ルーマニア 4 7 0 ( 3 . 6 )
バーレーン 4 5 7 (1 . 8 ) アラブ首長国連邦 4 6 4 ( 2 . 2 ) チリ 4 6 2 ( 2 . 5 ) トルコ 4 6 8 ( 3 . 5 )
ルーマニア 4 5 6 (3 . 9 ) ジョルダン 4 6 3 ( 4 . 4 ) タイ 4 6 0 ( 4 . 3 ) アラブ首長国連邦 4 6 6 ( 2 . 5 )

チリ 4 5 3 (2 . 6 ) アルメニア 4 5 2 ( 3 . 9 ) ルーマニア 4 5 8 ( 3 . 8 ) タイ 4 6 6 ( 4 . 1 )
ジョルダン 4 4 6 (4 . 2 ) バーレーン 4 4 8 ( 2 . 7 ) バーレーン 4 4 9 ( 2 . 1 ) バーレーン 4 5 1 ( 1 . 8 )
アルメニア 4 4 1 (3 . 7 ) チリ 4 4 7 ( 3 . 0 ) チュニジア 4 4 9 ( 3 . 0 ) サウジアラビア 4 4 1 ( 3 . 5 )

サウジアラビア 4 3 7 (4 . 2 ) タイ 4 3 6 ( 4 . 6 ) ジョルダン 4 4 7 ( 4 . 3 ) ジョルダン 4 3 6 ( 4 . 2 )
チュニジア 4 3 6 (2 . 6 ) レバノン 4 3 5 ( 5 . 3 ) グルジア 4 3 5 ( 3 . 3 ) オマーン 4 3 1 ( 3 . 0 )
マレーシア 4 3 5 (6 . 6 ) チュニジア 4 3 4 ( 3 . 3 ) サウジアラビア 4 3 0 ( 4 . 5 ) アルメニア 4 2 1 ( 3 . 3 )

パレスチナ自治政府 4 3 2 (3 . 8 ) パレスチナ自治政府 4 3 2 ( 4 . 0 ) マレーシア 4 2 7 ( 6 . 2 ) グルジア 4 1 7 ( 3 . 7 )
タイ 4 3 0 (4 . 5 ) サウジアラビア 4 2 8 ( 4 . 4 ) シリア 4 2 5 ( 4 . 3 ) チュニジア 4 1 4 ( 3 . 6 )

オマーン 4 2 7 (3 . 3 ) マレーシア 4 2 6 ( 6 . 6 ) アルメニア 4 2 0 ( 3 . 2 ) シリア 4 1 4 ( 4 . 8 )
シリア 4 2 6 (4 . 4 ) シリア 4 2 4 ( 3 . 7 ) カタール 4 1 1 ( 4 . 2 ) インドネシア 4 1 2 ( 5 . 6 )

カタール 4 2 6 (3 . 8 ) カタール 4 1 6 ( 4 . 1 ) インドネシア 4 1 0 ( 4 . 7 ) カタール 4 0 8 ( 3 . 8 )
レバノン 4 0 5 (5 . 4 ) マケドニア 4 1 6 ( 5 . 5 ) パレスチナ自治政府 4 0 7 ( 3 . 9 ) パレスチナ自治政府 4 0 6 ( 3 . 3 )
グルジア 4 0 1 (4 . 2 ) オマーン 4 0 8 ( 3 . 5 ) オマーン 4 0 7 ( 3 . 6 ) マケドニア 4 0 3 ( 6 . 5 )

マケドニア 3 9 8 (6 . 0 ) グルジア 3 9 5 ( 3 . 2 ) マケドニア 4 0 0 ( 6 . 0 ) マレーシア 4 0 1 ( 6 . 5 )
インドネシア 3 9 7 (5 . 4 ) インドネシア 3 7 8 ( 4 . 9 ) レバノン 3 9 5 ( 5 . 2 ) モロッコ 3 7 7 ( 3 . 3 )

モロッコ 3 4 9 (2 . 5 ) モロッコ 3 7 4 ( 2 . 2 ) モロッコ 3 7 8 ( 3 . 0 ) レバノン 3 6 5 ( 6 . 4 )
ガーナ 2 9 2 (5 . 9 ) ガーナ 3 3 1 ( 5 . 9 ) ガーナ 2 9 0 ( 6 . 2 ) ガーナ 2 6 5 ( 6 . 5 )

表3-9　　内容及び認知的領域別得点　－中学校２年生－

内容領域別平均得点

物理 化学 生物 地学



 38

い。認知的領域別に見ると，「知識」が541点，「応用」が561点，「推論」が568点

であり，いずれの認知的領域においても平均得点は他の参加国／地域と比較して高

いが，なかでも「推論」領域の平均得点が比較的高かった。 

 
Ⅲ－２ 質問紙の結果 
 
（１）「理科の勉強の楽しさ」の変化 
 
 表3-10参照 
 

表3-10は，小学校４年生に理科の勉強が楽しいかを４つの選択肢（「強くそう思

う」，「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう思わない」）で尋ねた

設問について，各選択肢に回答した児童の割合と平均得点を表している。 
 我が国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が56パーセントであり，国際平均

【認知的領域】

国／地域 国／地域 国／地域

シンガポール 5 8 8 ( 4 . 9 ) シンガポール 5 8 9 (4 . 4 ) シンガポール 5 9 2 (4 . 5 )
台湾 5 6 9 ( 2 . 7 ) 台湾 5 7 0 (2 . 7 ) 日本 5 6 8 (2 . 3 )

フィンランド 5 6 4 ( 3 . 0 ) 韓国 5 6 1 (2 . 0 ) 韓国 5 6 4 (2 . 2 )
ロシア 5 5 7 ( 3 . 9 ) 日本 5 6 1 (2 . 4 ) 台湾 5 5 1 (2 . 9 )

韓国 5 5 4 ( 2 . 9 ) フィンランド 5 4 9 (2 . 5 ) フィンランド 5 4 7 (3 . 4 )
スロベニア 5 5 1 ( 2 . 7 ) スロベニア 5 4 2 (2 . 6 ) 香港 5 3 8 (4 . 1 )

香港 5 4 4 ( 3 . 3 ) ロシア 5 3 9 (3 . 5 ) イングランド 5 3 7 (4 . 8 )
日本 5 4 1 ( 2 . 7 ) ハンガリー 5 3 2 (3 . 5 ) スロベニア 5 3 6 (2 . 7 )

イングランド 5 3 3 ( 5 . 1 ) イングランド 5 3 1 (4 . 7 ) ロシア 5 3 3 (3 . 3 )
アメリカ 5 2 7 ( 2 . 8 ) 香港 5 2 9 (3 . 5 ) オーストラリア 5 2 6 (5 . 2 )

イスラエル 5 1 8 ( 4 . 2 ) アメリカ 5 2 2 (2 . 3 ) アメリカ 5 2 4 (2 . 5 )
リトアニア 5 1 6 ( 2 . 3 ) オーストラリア 5 1 7 (4 . 8 ) イスラエル 5 1 9 (4 . 4 )

オーストラリア 5 1 4 ( 5 . 4 ) イスラエル 5 1 2 (4 . 1 ) ハンガリー 5 1 8 (3 . 4 )
スウェーデン 5 1 2 ( 2 . 4 ) リトアニア 5 1 2 (2 . 3 ) ニュージーランド 5 1 5 (4 . 7 )

イタリア 5 1 2 ( 2 . 7 ) ニュージーランド 5 0 9 (4 . 3 ) リトアニア 5 1 3 (2 . 6 )
ハンガリー 5 1 1 ( 3 . 3 ) スウェーデン 5 0 8 (2 . 6 ) スウェーデン 5 1 0 (2 . 9 )

ニュージーランド 5 1 1 ( 5 . 0 ) イタリア 5 0 0 (2 . 4 ) ウクライナ 5 0 0 (3 . 9 )
ウクライナ 5 0 5 ( 3 . 9 ) ウクライナ 4 9 6 (3 . 8 ) ノルウェー 4 9 4 (3 . 0 )
ノルウェー 4 9 0 ( 2 . 6 ) ノルウェー 4 9 6 (3 . 0 ) イタリア 4 8 9 (2 . 7 )

トルコ 4 9 0 ( 3 . 8 ) カザフスタン 4 9 1 (4 . 1 ) カザフスタン 4 8 7 (4 . 2 )
カザフスタン 4 8 3 ( 5 . 0 ) トルコ 4 7 8 (3 . 4 ) トルコ 4 8 3 (3 . 4 )

イラン 4 7 9 ( 4 . 7 ) イラン 4 7 0 (3 . 9 ) イラン 4 7 5 (3 . 9 )
チリ 4 7 6 ( 3 . 2 ) ルーマニア 4 6 8 (3 . 6 ) ルーマニア 4 6 0 (3 . 9 )

アラブ首長国連邦 4 7 1 ( 2 . 5 ) アラブ首長国連邦 4 6 4 (2 . 1 ) チリ 4 5 9 (2 . 8 )
アルメニア 4 6 4 ( 3 . 1 ) チリ 4 5 4 (2 . 3 ) アラブ首長国連邦 4 5 6 (2 . 6 )
ルーマニア 4 5 7 ( 3 . 9 ) タイ 4 5 1 (4 . 1 ) タイ 4 5 3 (4 . 2 )
バーレーン 4 5 7 ( 3 . 6 ) ジョルダン 4 5 1 (4 . 0 ) バーレーン 4 4 9 (1 . 9 )
ジョルダン 4 5 3 ( 4 . 3 ) バーレーン 4 5 0 (2 . 0 ) チュニジア 4 4 6 (2 . 7 )

サウジアラビア 4 4 8 ( 4 . 4 ) チュニジア 4 3 7 (2 . 2 ) ジョルダン 4 4 1 (4 . 5 )
タイ 4 4 3 ( 4 . 7 ) サウジアラビア 4 3 2 (3 . 9 ) マレーシア 4 3 9 (5 . 8 )

シリア 4 4 1 ( 4 . 3 ) アルメニア 4 2 8 (3 . 4 ) サウジアラビア 4 2 4 (3 . 5 )
パレスチナ自治政府 4 3 1 ( 3 . 6 ) シリア 4 2 6 (4 . 4 ) アルメニア 4 1 9 (3 . 6 )

グルジア 4 2 8 ( 3 . 9 ) マレーシア 4 2 4 (6 . 2 ) オマーン 4 1 7 (3 . 0 )
チュニジア 4 2 4 ( 2 . 3 ) パレスチナ自治政府 4 2 2 (3 . 6 ) インドネシア 4 1 3 (5 . 2 )

カタール 4 1 8 ( 4 . 3 ) カタール 4 2 0 (3 . 5 ) グルジア 4 1 2 (3 . 6 )
マケドニア 4 1 7 ( 6 . 0 ) オマーン 4 1 9 (3 . 3 ) カタール 4 0 9 (4 . 4 )

オマーン 4 1 6 ( 3 . 4 ) グルジア 4 1 8 (3 . 8 ) レバノン 4 0 8 (5 . 6 )
マレーシア 4 0 3 ( 7 . 0 ) マケドニア 4 0 8 (5 . 4 ) パレスチナ自治政府 4 0 4 (3 . 6 )

インドネシア 4 0 2 ( 5 . 4 ) レバノン 4 0 8 (5 . 2 ) シリア 4 0 2 (5 . 1 )
レバノン 3 8 1 ( 5 . 8 ) インドネシア 3 9 8 (4 . 7 ) マケドニア 3 9 1 (6 . 0 )
モロッコ 3 6 3 ( 2 . 7 ) モロッコ 3 8 1 (1 . 9 ) モロッコ 3 6 6 (2 . 3 )

ガーナ 2 9 2 ( 6 . 1 ) ガーナ 2 9 5 (6 . 3 ) ガーナ 3 1 5 (4 . 9 )

表3-9　内容及び認知的領域別平均得点　－中学校２年生－（続き）

推論応用知識

認知的領域別平均得点
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値の64パーセントと比べると，８ポイント下回っている。2007年の57パーセントと

ほとんど変わっていない。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は90パーセントの

児童が「理科の勉強は楽しい」としており，2007年の87パーセントより３ポイント

高くなっている。 
 
 表3-11参照 
 

表3-11は，中学校２年生に理科の勉強が楽しいかを小学校４年生と同様に４つの

選択肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均得点を表して

いる。なお，理科を物理，化学，生物，地学等に分けないで一般理科あるいは総合

理科として指導している国のみのデータを掲げている。 

 我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が20パーセントであり，国際平均

値の45パーセントよりも25ポイント下回っている。2007年の18パーセントと比べる

と，２ポイント上回っている。 

表3-10　小学校４年生における「理科の勉強は楽しい」の結果

児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の 割

合（％）

平均

得点

日本  56.4 563.3 33.7 555.6 7.3 547.0 2.5 538.0

オーストラリア  62.6 520.5 25.7 516.5 7.0 512.8 4.7 483.2

台湾  64.5 555.6 23.0 550.6 7.3 545.4 5.2 523.6

イングランド  45.9 528.5 32.6 537.2 12.5 529.7 9.1 504.1

フィンランド  36.9 571.0 38.9 576.7 15.9 569.0 8.4 547.6

ドイツ  57.0 534.1 30.1 530.2 8.3 524.8 4.6 514.6

香港  59.1 542.0 26.4 531.6 8.1 520.1 6.5 509.4

ハンガリー  57.0 540.0 25.9 535.2 8.7 531.4 8.5 514.7

イタリア  51.3 526.7 34.0 526.6 8.3 523.2 6.4 504.8

韓国  40.8 602.4 41.7 582.9 12.8 566.1 4.7 545.9

ロシア  64.3 554.0 25.4 554.4 7.6 547.1 2.6 523.5

シンガポール  60.3 590.8 28.5 582.5 7.2 566.7 4.1 528.6

スウェーデン  49.6 532.9 38.7 539.9 8.4 536.5 3.3 495.2

アメリカ  61.7 545.8 22.8 552.3 8.3 542.2 7.2 514.4

国際平均値 64.3 490.5 23.7 486.6 6.7 475.2 5.2 456.9

カナダ・オンタリオ州  53.4 530.0 31.2 533.9 9.1 518.4 6.4 500.2

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない

表3-11　中学校２年生における「理科の勉強は楽しい」の結果

生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の 割

合（％）

平均

得点

日本  20.3 589.9 42.4 563.3 28.2 541.8 9.1 504.4

オーストラリア  28.8 550.1 41.3 523.0 18.1 493.8 11.9 476.4

台湾  16.7 609.7 38.9 573.0 31.4 548.9 13.0 513.7

イングランド  36.5 551.0 42.4 532.9 13.7 514.7 7.4 488.2

香港  32.7 553.9 46.5 534.8 15.1 516.9 5.7 488.5

イタリア  25.8 517.9 47.5 499.0 20.2 493.2 6.5 476.6

韓国  12.0 616.0 39.1 578.4 38.1 538.1 10.8 511.1

シンガポール  42.3 611.2 44.6 584.8 9.2 547.3 3.9 523.3

アメリカ  37.0 544.7 37.2 525.6 14.8 510.4 11.0 485.9

国際平均値  45.1 497.5 35.0 482.1 12.8 465.3 7.1 437.9

アメリカ・マサチューセッツ州  42.2 581.3 37.3 570.3 12.6 539.0 7.9 524.5

カナダ・オンタリオ州  33.5 536.5 42.1 520.3 16.2 504.8 8.1 492.0

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は63パーセントの生

徒が「理科の勉強は楽しい」としており，2007年の59パーセントを４ポイント上回

っている。 

 

（２）理科の勉強が好きかどうかについて 
 

表3-12参照 
 

表3-12は，小学校４年生に理科の勉強が好きかを４つの選択肢（「強くそう思う」，

「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう思わない」）で尋ねた設問に

ついて，各選択肢に回答した児童の割合と平均得点を表している。 

我が国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が52パーセントであり，国際平均

値の64パーセントよりも12ポイント下回っている。2007年の52パーセントに比べる

と，ほとんど変わっていない。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は83パーセントの

児童が「理科の勉強が好きだ」としており，2007年の82パーセントより１ポイント

高くなっている。 

 
 

表3-13参照 
 

表3-13は，中学校２年生に理科の勉強が好きかを小学校４年生と同様に４つの選

択肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均得点を表してい

る。 

我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が18パーセントであり，国際平均

値の43パーセントよりも25ポイント下回っている。2007年の17パーセントに比べる

と，１パーセント高い。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は53パーセントの

表3-12　小学校４年生における「わたしは，理科がすきだ」の結果

児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の割

合（％）

平均

得点
児童の 割

合（％）

平均

得点

日本  52.0 563.8 31.2 557.1 12.0 551.4 4.9 537.4

オーストラリア  62.1 521.4 22.0 519.8 8.3 512.9 7.6 483.1

台湾  63.4 555.8 21.3 554.2 9.0 539.6 6.3 528.1

イングランド  47.1 528.3 28.7 540.0 11.9 534.3 12.2 505.5

フィンランド  36.7 573.1 33.5 575.8 17.6 574.0 12.2 548.8

ドイツ  58.0 533.6 27.5 535.0 8.6 521.8 6.0 512.6

香港  59.5 543.2 23.5 531.2 9.5 517.5 7.6 511.5

ハンガリー  57.4 542.9 24.0 532.3 9.4 523.8 9.2 519.7

イタリア  56.9 527.8 28.7 524.6 8.1 520.1 6.4 509.3

韓国  38.9 602.0 39.1 586.6 16.0 566.5 6.0 551.8

ロシア  71.4 553.3 20.2 554.0 6.3 554.3 2.2 537.3

シンガポール  59.3 593.5 26.1 577.6 8.9 569.9 5.6 544.5

スウェーデン  46.8 532.4 34.3 543.2 11.9 533.0 7.0 510.9

アメリカ  61.7 548.4 20.7 550.0 9.1 546.1 8.6 515.8

国際平均値 63.7 493.2 22.0 483.0 8.0 470.2 6.4 458.7

カナダ・オンタリオ州  54.1 530.7 27.9 534.1 9.0 527.6 8.9 499.2

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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生徒が「理科の勉強が好きだ」としており，2007年の52パーセントより１ポイント

高くなっている。 

 

（３）将来，自分が望む仕事につくために，理科で良い成績をとる必要があると思

うかどうかについて 
 
 表3-14参照 
 

表3-14は，中学校２年生に将来，自分が望む仕事につくために，理科で良い成績

をとる必要があると思うかを４つの選択肢（「強くそう思う」，「そう思う」，「そ

う思わない」及び「まったくそう思わない」）で尋ねた設問について，各選択肢に回

答した生徒の割合と平均得点を表している。 

 「将来，自分が望む仕事につくために，理科で良い成績をとる必要がある」は，

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は47パーセントとな

り，国際平均値の70パーセントよりも23ポイント下回っている。なお，2007年と比

較すると，我が国の結果は２ポイント高くなっている。 

 

表3-13　中学校２年生における「私は，理科が好きだ」の結果

生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の割

合（％）

平均

得点
生徒の 割

合（％）

平均

得点

日本  18.2 591.9 34.3 571.7 31.8 545.7 15.7 509.3

オーストラリア  27.5 554.8 37.2 522.8 20.0 506.2 15.2 470.3

台湾  17.9 608.2 34.6 577.4 31.1 551.3 16.4 511.5

イングランド  34.6 552.4 38.9 537.9 17.0 513.2 9.5 488.1

香港  30.6 553.3 46.1 537.6 16.9 517.8 6.4 485.8

イタリア  27.9 516.2 45.3 503.5 18.6 485.3 8.2 474.5

韓国  12.4 615.2 35.5 581.1 38.8 540.9 13.3 510.5

シンガポール  39.7 611.9 42.7 589.4 12.8 553.4 4.7 515.2

アメリカ  36.4 546.6 35.5 525.9 15.5 513.9 12.7 484.7

国際平均値  42.5 501.0 33.0 482.7 15.2 462.9 9.3 437.9

アメリカ・マサチューセッツ州  43.5 581.8 35.0 571.1 13.0 539.7 8.5 524.4

カナダ・オンタリオ州  34.5 539.4 37.3 519.9 17.8 506.9 10.3 488.2

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の 割

合（％）

平均
得点

日本  18.1 581.1 29.2 570.3 37.5 551.7 15.2 518.3

オーストラリア  29.2 549.7 24.2 520.3 29.2 508.5 17.4 490.2

台湾  13.9 606.8 20.8 578.2 43.3 561.3 22.0 528.6

イングランド  43.9 543.2 26.3 530.3 21.8 530.2 8.0 509.7

香港  25.3 554.8 36.4 533.0 30.1 531.4 8.2 505.5

イタリア  16.8 528.6 24.3 503.7 45.1 495.5 13.8 482.4

韓国  18.8 599.2 34.6 565.9 35.5 547.1 11.0 518.7

シンガポール  41.5 611.2 34.9 583.6 18.4 567.7 5.2 547.0

アメリカ  41.1 539.8 24.8 523.9 21.1 519.0 13.0 500.2

国際平均値  43.9 498.2 26.0 478.3 20.2 470.6 9.9 452.3

アメリカ・マサチューセッツ州  39.3 582.4 25.9 567.4 21.7 557.5 13.0 540.7

カナダ・オンタリオ州  37.3 538.1 27.1 513.8 24.3 511.7 11.3 501.6

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

表3-14　中学校２年生における「将来，自分が望む仕事につくために，
　理科で良い成績をとる必要がある」の結果

まったくそう思わ
ない

国／地域
強くそう思う そう思う そう思わない
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（４）理科を使うことが含まれる職業につきたいかどうかについて（2011年新規項目） 
 

表3-15参照 
 

表3-15は，中学校２年生に理科を使うことが含まれる職業につきたいかを４つの

選択肢（「強くそう思う」，「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう

思わない」）で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均得点を

表している。 

我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が８パーセントであり，国際平均

値の31パーセントよりも23ポイント下回っている。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は20パーセントの

生徒が「理科を使うことが含まれる職業につきたい」としているが，国際平均値の5

6パーセントよりも36ポイント下回っている。 

 

（５）理科への自信の程度について 
 

表3-16参照 
 

表3-16は，小学校４年生に，表の下に示した６つの質問紙項目について尋ねた回

答を合成して「理科への自信の程度」についての指標として表したものである。 

 我が国は「理科への自信の程度」について「理科に自信がある」に分類される割

合が17パーセントで国際平均値の43パーセントよりも26ポイント下回っている。 
 

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の割

合（％）

平均
得点

生徒の 割

合（％）

平均
得点

日本  7.5 600.5 12.8 587.4 45.4 560.2 34.3 533.0

オーストラリア  18.7 560.1 22.0 538.0 29.8 514.5 29.6 487.9

台湾  8.9 608.2 16.6 588.2 42.4 563.7 32.0 539.5

イングランド  26.0 552.7 25.4 538.7 27.6 530.8 20.9 509.5

香港  19.6 555.2 29.3 533.8 35.3 535.1 15.8 516.7

イタリア  15.2 532.9 23.4 507.9 42.3 492.7 19.0 486.5

韓国  10.6 615.7 19.4 587.7 46.6 552.1 23.4 528.7

シンガポール  27.1 616.9 32.8 593.2 27.2 578.1 12.9 552.3

アメリカ  27.4 544.4 23.3 535.8 23.0 524.3 26.2 501.1

国際平均値  30.7 500.3 25.5 486.1 24.3 480.0 19.5 464.9

アメリカ・マサチューセッツ州  27.5 585.5 22.4 576.4 24.7 569.6 25.4 539.1

カナダ・オンタリオ州  26.4 543.1 24.3 525.8 26.1 512.1 23.2 500.9

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

表3-15　中学校２年生における「理科を使うことが含まれる職業に
　つきたい」の結果

まったくそう思わ
ない

国／地域

強くそう思う そう思う そう思わない
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表3-16　小学校４年生における理科への自信の程度

日本  17 (0.8) 581 (3.1) 48 (0.9) 564 (2.2) 34 (1.0) 541 (3.2) 8.9 (0.03)

オーストラリア  42 (1.0) 535 (3.2) 36 (0.9) 516 (3.4) 22 (0.9) 484 (4.4) 9.9 (0.04)

台湾  44 (1.3) 573 (2.4) 35 (0.8) 550 (3.2) 21 (1.0) 512 (4.4) 10.1 (0.06)

イングランド  33 (1.3) 549 (4.5) 38 (1.1) 530 (3.8) 29 (1.1) 506 (3.4) 9.5 (0.05)

フィンランド  38 (1.1) 587 (3.3) 43 (0.9) 571 (2.6) 19 (0.8) 540 (4.6) 9.7 (0.04)

ドイツ  53 (1.1) 548 (3.0) 33 (0.9) 524 (3.5) 13 (0.8) 483 (4.5) 10.4 (0.05)

香港  25 (0.9) 560 (4.6) 36 (0.9) 539 (3.8) 39 (1.3) 516 (4.8) 9.1 (0.05)

ハンガリー  50 (1.0) 568 (3.4) 30 (0.8) 520 (4.1) 21 (0.9) 483 (5.1) 10.3 (0.05)

イタリア  39 (1.0) 540 (2.8) 44 (0.8) 524 (3.0) 17 (0.8) 496 (4.5) 9.9 (0.04)

韓国  15 (0.7) 623 (3.8) 45 (0.8) 598 (2.1) 40 (1.0) 562 (2.3) 8.8 (0.03)

ロシア  48 (1.2) 570 (3.9) 32 (0.8) 548 (4.2) 20 (0.8) 521 (4.1) 10.2 (0.05)

シンガポール  26 (0.6) 620 (3.6) 36 (0.6) 592 (3.6) 37 (0.7) 552 (4.0) 9.1 (0.03)

スウェーデン  49 (1.2) 547 (3.0) 40 (1.1) 530 (3.3) 11 (0.7) 500 (5.5) 10.2 (0.05)

アメリカ  48 (0.8) 567 (2.0) 32 (0.6) 538 (3.2) 20 (0.6) 507 (3.0) 10.1 (0.03)

国際平均値  43 (0.2) 514 (0.5) 36 (0.1) 480 (0.6) 21 (0.1) 446 (0.8) - -

カナダ・オンタリオ州  41 (1.0) 548 (3.2) 38 (0.9) 525 (3.6) 21 (1.1) 497 (4.7) 9.9 (0.05)

尺度の中心にあたる点を10点とした。

（ ）内は標準誤差を示す。丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

児童の割合（％） 平均得点

この尺度は，児童質問紙問15＜理科について，どう思いますか。＞の（１）理科の成績はいつもよい，（２）わたしは，クラスの友だちよりも理科をむずかしいと感じる（反転項
目），（３）わたしは理科が苦手だ（反転項目），（４）理科でならうことはすぐにわかる，（５）先生はわたしに理科がよくできると言ってくれる，（６）わたしには，理科はほかの教
科よりもむずかしい（反転項目），から構成された。この尺度値が10.1以上の場合，「理科に自信がある」に分類され，8.3以下の場合，「理科に自信がない」に分類された。

児童の割合（％） 平均得点 児童の割合（％） 平均得点

国／地域

理科に自信がある 理科にやや自信がある 理科に自信がない

平均尺度値

表3-17　中学校２年生における理科への自信の程度

日本（理科）  3 (0.3) 631 (7.7) 28 (0.9) 591 (2.6) 69 (1.1) 540 (2.6) 8.4 (0.04)

オーストラリア（理科）  16 (1.1) 575 (6.5) 49 (1.1) 527 (4.8) 35 (1.4) 486 (4.6) 9.8 (0.06)

台湾（理科）  6 (0.4) 648 (4.9) 27 (0.9) 599 (3.1) 67 (1.0) 543 (2.3) 8.3 (0.05)

イングランド（理科）  23 (1.2) 579 (5.2) 52 (1.2) 529 (5.4) 25 (1.2) 503 (5.0) 10.2 (0.06)

香港（理科）  8 (0.6) 579 (4.9) 47 (1.1) 544 (4.1) 45 (1.3) 520 (3.4) 9.2 (0.04)

イタリア（理科）  13 (0.8) 540 (3.8) 61 (1.0) 505 (2.7) 26 (1.1) 473 (4.2) 9.9 (0.04)

韓国（理科）  4 (0.3) 652 (4.6) 33 (0.8) 603 (2.1) 63 (0.9) 532 (1.9) 8.7 (0.03)

シンガポール（理科）  14 (0.5) 630 (5.9) 48 (0.7) 600 (4.8) 37 (0.8) 562 (4.2) 9.6 (0.03)

アメリカ（理科）  26 (0.7) 565 (3.3) 47 (0.5) 524 (2.6) 27 (0.7) 492 (3.0) 10.3 (0.04)

国際平均値（理科，26か国）  20 (0.2) 536 (1.0) 49 (0.2) 482 (0.8) 31 (0.2) 450 (0.9) - -

フィンランド（生物）  14 (0.8) 592 (3.9) 59 (1.0) 557 (2.5) 27 (1.1) 530 (3.4) 9.6 (0.05)

ハンガリー（生物）  22 (1.1) 563 (3.7) 52 (0.9) 518 (3.3) 25 (1.2) 499 (4.9) 10.0 (0.07)

ロシア（生物）  23 (0.9) 565 (4.2) 57 (0.9) 543 (3.3) 20 (0.8) 519 (3.9) 10.1 (0.05)

スウェーデン（生物）  14 (0.7) 558 (4.8) 66 (0.9) 517 (2.5) 20 (0.9) 474 (3.3) 9.8 (0.04)

国際平均値（生物，16か国）  21 (0.2) 509 (1.2) 58 (0.2) 468 (0.9) 22 (0.3) 445 (1.2) - -

フィンランド（化学）  12 (0.7) 608 (4.2) 41 (1.2) 566 (2.7) 47 (1.6) 531 (2.9) 9.6 (0.07)

ハンガリー（化学）  14 (0.7) 572 (4.9) 40 (1.2) 521 (3.6) 46 (1.4) 511 (3.5) 9.7 (0.06)

ロシア（化学）  14 (0.8) 583 (4.8) 44 (1.1) 548 (4.1) 42 (1.3) 525 (3.3) 9.9 (0.05)

スウェーデン（化学）  12 (0.7) 563 (5.1) 61 (1.0) 518 (2.8) 27 (1.2) 482 (3.3) 10.2 (0.04)

国際平均値（化学，15か国）  14 (0.2) 531 (1.3) 49 (0.3) 474 (1.0) 37 (0.3) 458 (1.1) - -

フィンランド（物理）  9 (0.7) 609 (4.9) 39 (1.3) 569 (2.9) 52 (1.5) 535 (2.7) 9.3 (0.07)

ハンガリー（物理）  18 (0.8) 580 (3.7) 43 (0.9) 524 (3.9) 39 (1.0) 498 (3.1) 10.1 (0.06)

ロシア（物理）  17 (0.7) 584 (4.1) 51 (1.2) 545 (3.5) 32 (1.3) 517 (3.9) 10.3 (0.05)

スウェーデン（物理）  11 (0.7) 569 (4.8) 62 (0.8) 520 (2.6) 26 (0.8) 480 (3.3) 10.1 (0.04)

国際平均値（物理，16か国）  14 (0.2) 521 (1.5) 51 (0.3) 473 (1.0) 35 (0.3) 454 (1.0) - -

フィンランド（地学）  15 (0.9) 590 (4.1) 58 (0.9) 558 (2.5) 28 (1.2) 525 (2.5) 9.7 (0.06)

ハンガリー（地学）  19 (1.0) 555 (4.2) 48 (1.0) 521 (3.8) 33 (1.3) 509 (3.7) 9.8 (0.07)

ロシア（地学）  23 (0.9) 563 (3.3) 56 (0.9) 545 (3.2) 22 (1.0) 516 (4.8) 10.2 (0.05)

スウェーデン（地学）  18 (0.9) 542 (4.4) 66 (0.9) 515 (2.7) 15 (0.7) 472 (5.0) 10.2 (0.04)

国際平均値（地学，15か国）  19 (0.2) 511 (1.4) 57 (0.3) 473 (1.0) 24 (0.3) 451 (1.1) - -

アメリカ・マサチューセッツ州（理科）  33 (2.1) 604 (6.4) 46 (1.2) 561 (5.0) 21 (1.9) 526 (4.4) 10.7 (0.12)

カナダ・オンタリオ州（理科）  22 (0.9) 560 (3.7) 49 (1.0) 521 (2.9) 30 (1.1) 492 (3.4) 10.1 (0.05)

尺度の中心にあたる点を10点とした。

（ ）内は標準誤差を示す。丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

この尺度は，（１）理科の成績はいつも良い，（２）私は，クラスの友だちよりも理科を難しいと感じる（反転項目），（３）理科は私の得意な教科ではない（反転項目），（４）理科
で習うことはすぐにわかる，（５）理科は私を困らせ，イライラさせる（反転項目），（６）私は理科の難しい問題を解くのが得意だ，（７）難しい内容の理科の授業でも私がよくで
きると先生は思っている，（８）先生は私に理科がよくできると言ってくれる，（９）私には，理科は他の教科よりも難しい（反転項目），から構成された。この尺度値が11.5以上
の場合，「理科に自信がある」に分類され，9.0以下の場合，「理科に自信がない」に分類された。ただし，中学校段階で「理科」として教えていない国については，それぞれ
「生物」，「化学」，「物理」，「地学」の領域別となる。

国／地域

生徒の割合（％） 平均得点 生徒の割合（％）

理科に自信がある 理科にやや自信がある 理科に自信がない

平均尺度値

平均得点 生徒の割合（％） 平均得点
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表3-17参照 
 

表3-17は，中学校２年生に，表の下に示した９つの質問紙項目について尋ねた回

答を合成して「理科への自信の程度」についての指標として表したものである。な

お，理科を物理，化学，生物，地学等に分けないで一般理科あるいは総合理科とし

て指導している国のみのデータを掲げている。 
  我が国は「理科への自信の程度」について「理科に自信がある」に分類される割

合が３パーセントで国際平均値の20パーセントよりも17ポイント下回っている。 

 

（６）先生の授業のわかりやすさについて（2011年新規項目） 
 

表3-18参照 
 

表3-18は，小学校４年生に先生の理科の授業がわかりやすいかを４つの選択肢

（「強くそう思う」，「そう思う」，「そう思わない」及び「まったくそう思わな

い」）で尋ねた設問について，各選択肢に回答した児童の割合と平均得点を表して

いる。 

我が国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が42パーセントであり，国際平均

値の66パーセントよりも24ポイント下回っている。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は81パーセントの

児童が「先生の授業はわかりやすい」としているが，国際平均値の90パーセントよ

りも９ポイント下回っている。 
 

 

表3-19参照 
 

表3-19は，中学校２年生に先生の理科の授業がわかりやすいかを小学校４年生と

同様に４つの選択肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の割合と平均

表3-18　小学校４年生における「わたしの先生はわかりやすい」の結果

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

日本  41.5 561.2 39.8 560.0 12.5 553.8 6.2 547.3

オーストラリア  64.4 519.2 25.3 520.1 7.2 513.2 3.1 464.4

台湾  55.8 559.0 27.9 555.0 11.0 540.2 5.3 494.3

イングランド  64.6 530.4 24.8 535.5 7.6 524.9 2.9 487.7

フィンランド  52.9 573.2 33.6 571.9 9.4 563.2 4.0 558.8

ドイツ  74.0 531.2 19.1 535.8 4.8 527.5 2.1 501.4

香港  49.1 539.6 33.3 534.7 10.2 527.8 7.4 519.8

ハンガリー  70.0 540.6 21.3 533.3 5.9 511.1 2.9 496.4

イタリア  49.1 526.7 35.6 528.4 9.8 517.2 5.5 507.2

韓国  38.3 596.4 46.8 587.7 11.4 565.7 3.4 554.1

ロシア  64.3 553.8 25.6 554.9 7.6 547.0 2.5 534.2

シンガポール  55.3 592.3 29.4 577.3 9.8 575.7 5.4 559.7

スウェーデン  61.8 536.0 31.2 537.9 5.5 515.5 1.5 514.7

アメリカ  67.7 551.5 21.7 542.6 6.8 523.2 3.7 499.3

国際平均値 65.8 492.9 23.9 484.7 6.5 467.3 3.8 450.1

カナダ・オンタリオ州  64.3 533.8 25.8 520.3 6.8 523.2 3.2 498.2

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったく
そう思わない

国／地域

強く
そう思う

そう思う そう思わない
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得点を表している。 

我が国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が18パーセントであり，国際平均

値の45パーセントよりも27ポイント下回っている。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，我が国は65パーセントの

生徒が「先生の授業はわかりやすい」としているが，国際平均値の79パーセントよ

りも14ポイント下回っている。 

 

 

 
 
 
 
 
 

表3-19　中学校２年生における「私の先生はわかりやすい」の結果

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

日本  17.9 574.8 47.3 563.2 24.2 546.9 10.5 525.8

オーストラリア  40.7 534.3 34.5 519.5 16.2 502.6 8.6 489.5

台湾  16.3 602.3 34.0 579.2 35.9 550.9 13.9 516.4

イングランド  43.2 538.8 35.7 536.7 15.4 525.5 5.7 506.1

香港  28.3 545.2 46.6 540.2 19.2 519.7 5.8 506.6

イタリア  25.5 510.4 49.9 502.4 18.7 491.5 5.9 484.2

韓国  10.1 601.5 42.2 572.9 35.5 543.2 12.2 531.8

シンガポール  32.2 594.4 46.0 593.4 16.5 584.0 5.3 557.3

アメリカ  47.4 537.4 28.9 525.4 15.2 510.6 8.6 496.0

国際平均値  45.2 494.4 33.3 480.9 14.7 466.0 6.8 453.5

アメリカ・マサチューセッツ州 50.3 577.1 30.1 560.2 13.1 559.0 6.5 543.7

カナダ・オンタリオ州  43.3 529.2 35.8 515.4 14.7 515.1 6.2 509.1

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

まったく
そう思わない

国／地域

強く
そう思う

そう思う そう思わない
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Ⅳ 保護者の学習への関わり方 

 

○保護者の学習への関わり方 
 

表4-1参照 
 

表4-1は，小学校４年生に親は，学校で習っていることについてたずねるかを４つ

の選択肢（「毎日あるいはほとんど毎日」，「週に１回か２回」，「月に１回か２

回」及び「１回もない，あるいはほとんどない」）で尋ねた設問について，各選択

肢に回答した児童の割合と平均得点を表している。。 

我が国は「毎日あるいはほとんど毎日」と答えた児童の割合が21パーセントであ

り，国際平均値の65パーセントよりも44ポイント下回っている。また，「週に１回

か２回」と答えた児童の割合は37パーセントであり，国際平均値の22パーセントよ

表4-1　小学校４年生における「わたしの親は，学校で習っていることについてわたしにたずねる」の結果
（算数平均得点）

児童の
割合(%)

平均
得点

児童の
割合(%)

平均
得点

児童の
割合(%)

平均
得点

児童の
割合(%)

平均
得点

日本  21.4 588.0 36.8 590.9 21.7 588.4 20.0 571.5

オーストラリア  57.1 514.0 27.3 523.9 7.4 536.7 8.2 498.0

台湾  35.8 600.5 29.4 600.0 11.9 595.2 22.8 566.1

イングランド  62.5 537.6 25.9 558.1 5.9 555.9 5.7 515.7

フィンランド  36.4 537.5 39.5 550.8 14.9 552.8 9.1 544.1

ドイツ  59.8 526.5 27.6 537.7 4.9 548.1 7.8 521.7

香港  37.7 601.5 30.0 603.5 14.4 602.6 17.9 601.0

ハンガリー  84.7 515.7 10.6 529.1 2.2 538.9 2.5 495.6

イタリア  71.2 504.5 17.9 519.5 3.7 526.0 7.1 509.3

韓国  34.2 613.4 39.2 607.5 13.6 598.2 12.9 583.9

ロシア  70.2 539.5 19.0 553.7 3.6 553.8 7.2 539.6

シンガポール  42.5 606.0 30.1 611.6 11.6 605.0 15.7 598.6

スウェーデン  52.1 499.5 32.9 511.2 7.8 519.3 7.2 494.4

アメリカ  61.0 536.8 22.4 553.9 6.5 559.0 10.1 533.2

国際平均値 65.0 490.9 21.6 499.2 5.9 495.4 7.5 478.4

カナダ・オンタリオ州  63.5 517.0 22.8 525.0 7.1 521.8 6.6 506.9

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

１回もない，ある
いはほとんどない

国／地域

毎日あるいは
ほとんど毎日

週に１回か２回 月に１回か２回

（理科平均得点）

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

児童の

割合(%)

平均

得点

日本  21.4 558.3 36.8 564.5 21.7 560.3 20.0 547.8

オーストラリア  57.1 515.4 27.3 524.0 7.4 522.1 8.2 499.0

台湾  35.8 559.1 29.4 560.1 11.9 559.2 22.8 527.9

イングランド  62.5 526.5 25.9 540.4 5.9 529.8 5.7 505.2

フィンランド  36.4 564.2 39.5 573.2 14.9 575.1 9.1 576.8

ドイツ  59.8 529.2 27.6 537.3 4.9 546.2 7.8 509.5

香港  37.7 533.8 30.0 536.7 14.4 536.3 17.9 536.2

ハンガリー  84.7 536.0 10.6 544.2 2.2 536.8 2.5 504.8

イタリア  71.2 521.7 17.9 532.5 3.7 545.4 7.1 526.4

韓国  34.2 592.7 39.2 590.4 13.6 583.5 12.9 565.9

ロシア  70.2 550.2 19.0 562.1 3.6 562.2 7.2 552.2

シンガポール  42.5 585.2 30.1 588.6 11.6 580.8 15.7 573.8

スウェーデン  52.1 530.8 32.9 538.9 7.8 543.3 7.2 525.4

アメリカ  61.0 541.0 22.4 557.2 6.5 559.0 10.1 533.2

国際平均値 65.0 487.7 21.6 492.0 5.9 487.2 7.5 472.6

カナダ・オンタリオ州  63.5 529.7 22.8 528.2 7.1 527.7 6.6 514.4

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

月に１回か２回
１回もない，ある

いはほとんどない
国／地域

毎日あるいは
ほとんど毎日

週に１回か２回
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りも15ポイント上回っている。なお，「１回もない，あるいはほとんどない」と回

答した児童の平均得点がその他の選択肢を回答した児童よりも低いという傾向が見

られた。 

 

表4-2参照 
 

表4-2は，中学校２年生に親は，学校で習っていることについてたずねるかを小学

校４年生と同様に４つの選択肢で尋ねた設問について，各選択肢に回答した生徒の

割合と平均得点を表している。 

我が国は「毎日あるいはほとんど毎日」と答えた生徒の割合が12パーセントであ

り，国際平均値の50パーセントよりも38ポイント下回っている。また，「週に１回

か２回」と答えた生徒の割合は34パーセントであり，国際平均値の29パーセントよ

りも５ポイント上回っている。また，「毎日あるいはほとんど毎日」と回答した生

徒の平均得点がその他の選択肢を回答した生徒よりも10点以上高かった。 

表4-2　中学校２年生における「私の親は，学校で習っていることについて私にたずねる」の結果
（数学平均得点）

生徒の
割合(%)

平均
得点

生徒の
割合(%)

平均
得点

生徒の
割合(%)

平均
得点

生徒の
割合(%)

平均
得点

日本  11.5 587.6 33.8 575.5 28.6 569.7 26.1 551.1

オーストラリア  39.7 511.1 39.6 507.5 12.6 502.3 8.0 477.3

台湾  27.1 632.3 31.5 610.4 20.5 604.2 20.9 582.7

イングランド  41.0 508.3 40.0 511.0 12.0 508.8 7.0 481.9

フィンランド  20.5 508.8 44.0 515.7 23.5 518.7 12.0 511.2

香港  18.8 590.6 35.5 591.5 21.7 586.9 23.9 575.3

ハンガリー  67.5 501.0 23.4 514.4 5.8 516.6 3.3 516.6

イタリア  62.0 493.7 24.5 508.9 6.4 510.9 7.1 491.0

韓国  19.7 640.5 40.8 612.8 23.3 605.5 16.2 589.9

ロシア  53.9 534.8 29.4 542.2 7.9 559.2 8.7 541.6

シンガポール  23.6 608.9 38.1 615.9 20.0 609.5 18.3 605.9

スウェーデン  31.2 479.1 42.5 491.0 17.6 485.2 8.8 480.9

アメリカ  41.1 510.2 33.4 517.0 12.5 515.6 13.1 491.1

国際平均値  49.6 467.7 29.0 473.3 11.5 473.7 9.9 459.7

アメリカ・マサチューセッツ州 38.5 559.1 37.4 566.4 13.3 560.8 10.7 546.3

カナダ・オンタリオ州  46.5 511.1 35.6 514.1 10.8 510.3 7.1 492.8

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

１回もない，ある
いはほとんどない

国／地域

毎日あるいは
ほとんど毎日

週に１回か２回 月に１回か２回

（理科平均得点）

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

生徒の

割合(%)

平均

得点

日本  11.5 572.3 33.8 562.3 28.6 559.0 26.1 542.3

オーストラリア  39.7 527.7 39.6 522.0 12.6 514.4 8.0 485.5

台湾  27.1 581.2 31.5 566.2 20.5 559.9 20.9 541.4

イングランド  41.0 537.7 40.0 534.6 12.0 531.4 7.0 512.7

フィンランド  20.5 551.7 44.0 554.0 23.5 554.8 12.0 546.8

香港  18.8 538.5 35.5 540.0 21.7 533.9 23.9 529.3

ハンガリー  67.5 519.8 23.4 529.8 5.8 526.2 3.3 541.6

イタリア  62.0 496.3 24.5 513.0 6.4 507.2 7.1 495.5

韓国  19.7 583.0 40.8 559.2 23.3 553.6 16.2 544.5

ロシア  53.9 539.0 29.4 545.7 7.9 557.2 8.7 544.8

シンガポール  23.6 592.7 38.1 596.4 20.0 585.2 18.3 579.9

スウェーデン  31.2 507.5 42.5 515.7 17.6 510.2 8.8 502.7

アメリカ  41.1 526.8 33.4 532.4 12.5 527.6 13.1 504.0

国際平均値  49.6 478.1 29.0 482.7 11.5 482.0 9.9 468.4

アメリカ・マサチューセッツ州 38.5 564.8 37.4 570.7 13.3 570.0 10.7 557.2

カナダ・オンタリオ州  46.5 522.7 35.6 521.0 10.8 522.3 7.1 507.2

丸め誤差のため，いくつかの結果は一致しないことがある。

１回もない，ある
いはほとんどない

国／地域

毎日あるいは
ほとんど毎日

週に１回か２回 月に１回か２回



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参考】 

主な公表問題例 



内容領域: 図形と測定

認知的領域: 知識

ポルトガル 70 (2.1) ▲
オーストリア 67 (2.4) ▲
北アイルランド 58 (2.6) ▲
イングランド 58 (2.4) ▲
香港 57 (2.3) ▲
台湾 53 (2.4) ▲
日本 53 (2.0) ▲
アメリカ 50 (1.4) ▲
デンマーク 47 (2.0) ▲
オーストラリア 45 (2.2) ▲
アイルランド 45 (2.6) ▲
ドイツ 44 (2.5) ▲
韓国 44 (2.1) ▲
イタリア 44 (2.1) ▲
ハンガリー 42 (2.0) ▲
ベルギー 42 (2.3) ▲
ポーランド 42 (2.1) ▲
チリ 41 (2.1) ▲
シンガポール 41 (2.2) ▲
マルタ 40 (2.2) ▲
スロベニア 39 (2.3) ▲
クロアチア 35 (1.9)  
リトアニア 34 (2.5)  
フィンランド 33 (2.7)  
国際平均値 32 (0.3)  
ニュージーランド 32 (1.9)  
ルーマニア 32 (2.8)  
セルビア 28 (2.1) ▼
カタール 27 (2.0) ▼

小学校４年生算数問題例（報告書中、公表問題例２に該当）　　　　　　　　　　　　　　　　　〔難しい〕

国／地域 正答率

問題の説明: 　立体図形の説明の正誤を判断する
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27 (2.0) ▼
カザフスタン 27 (2.6) ▼
スペイン 26 (2.4) ▼
アラブ首長国連邦 26 (1.2) ▼
ノルウェー 26 (2.7) ▼
オマーン 26 (1.5) ▼
ロシア 22 (1.8) ▼
スウェーデン 20 (1.9) ▼
オランダ 20 (2.0) ▼
クウェート 20 (1.9) ▼
スロバキア 19 (1.7) ▼
チェコ 18 (1.9) ▼
アルメニア 16 (1.9) ▼
イラン 15 (1.2) ▼
グルジア 15 (1.7) ▼
バーレーン 13 (1.8) ▼
チュニジア 11 (1.5) ▼
サウジアラビア 11 (1.5) ▼
アゼルバイジャン 6 (1.2) ▼
タイ 6 (1.3) ▼
トルコ 4 (1.1) ▼
イエメン 1 (0.5) ▼
モロッコ - -  

注　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

▲　国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
▼　国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

正答：

説明 正しい まちがい

 図１と図２の両方とも正方形の面がある。 ○

 図１と図２の両方とも面の数は同じである。 ○

 図１のすべての角は直角である。 ○

 図２のほうが図１よりも辺の数が多い。 ○

 図２の辺のいくつかは曲がっている。 ○
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中学校２年生数学問題例（報告書中 公表問題例８に該当） 〔やや易しい〕
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　中学校２年生数学問題例（報告書中、公表問題例８に該当）　　　　　　　　　　　　　　〔やや易しい〕

内容領域: 図形内容領域: 図形容領域

認知的領域 知識認知的領域: 知識
国／地域 正答率

認知的領域: 知識
国／地域 正答率国／地域 正答率

問題 説 上 空間 表問題の説明: 平面上での空間図形の表現問題の説明: 　平面上での空間図形の表現

本 ( ) ▲日本 89 (1.2) ▲89 (1.2)
フィンランド 89 (1.1) ▲フィンランド 89 (1.1) ▲
オーストラリア 87 (1 2) ▲オーストラリア 87 (1.2) ▲
韓国 85 (1 3) ▲韓国 85 (1.3) ▲
ニュージーランド 84 (1.7) ▲ュ ジ ランド 84 (1.7) ▲
シンガポール 83 (1 4) ▲シンガポール 83 (1.4) ▲
イングランド 82 (2 1) ▲イングランド 82 (2.1) ▲

( )アメリカ 81 (1.0) ▲ア リ 81 (1.0) ▲
スロベニア 81 (1 7) ▲スロベニア 81 (1.7) ▲
リトアニア 78 (1 7) ▲リトアニア 78 (1.7) ▲

ンガリ 77 (1 9) ▲ハンガリー 77 (1.9) ▲( )
香港 77 (2.0) ▲香港 77 (2.0) ▲
ロシア 75 (1 7) ▲ロシア 75 (1.7) ▲
ノルウ 74 (2 4) ▲ノルウェー 74 (2.4) ▲
台湾 74 (1.7) ▲台湾 74 (1.7) ▲
チリ 70 (1 8) ▲チリ 70 (1.8) ▲
イタリア 70 (2 3) ▲イタリア 70 (2.3) ▲
イ ( ) ▲イスラエル 66 (1.9) ▲( )
スウェーデン 65 (1.9) ▲スウェ デン 65 (1.9) ▲
カザフスタン 60 (2 4)カザフスタン 60 (2.4)  
ウクライナ 59 (3 1)ウクライナ 59 (3.1)  
国際平均値 58 (0.3)  国際平均値 58 (0.3)  
トルコ 57 (1 8)トルコ 57 (1.8)  
マレ シア 53 (1 8) ▼マレーシア 53 (1.8) ▼
タ ( ) 正答タイ 51 (2.4) ▼ 正答：51 (2.4) ▼ 正答
アラブ首長国連邦 50 (1 4) ▼アラブ首長国連邦 50 (1.4) ▼
バーレーン 49 (2 5) ▼バーレーン 49 (2.5) ▼
ル ア 47 (2 2) ▼ルーマニア 47 (2.2) ▼( )
マケドニア 47 (2.5) ▼マケド ア 47 (2.5) ▼
イラン 45 (2 2) ▼イラン 45 (2.2) ▼
チ ニジア 44 (1 9) ▼チュニジア 44 (1.9) ▼
ヨルダン 42 (1.8) ▼ルダン 42 (1.8) ▼
アルメニア 41 (1 9) ▼アルメニア 41 (1.9) ▼
カタール 40 (2 7) ▼カタール 40 (2.7) ▼
パ チナ自治政府 3 (2 1)パレスチナ自治政府 37 (2.1) ▼( )
サウジアラビア 37 (2.2) ▼サウジアラビア 37 (2.2) ▼
グルジア 37 (2 5) ▼グルジア 37 (2.5) ▼
オマ ン 36 (1 5) ▼オマーン 36 (1.5) ▼
モロッコ 35 (1.4) ▼モ ッ 35 (1.4) ▼
インドネシア 27 (2 2) ▼インドネシア 27 (2.2) ▼
シリア 26 (2 4) ▼シリア 26 (2.4) ▼

バ ( )レバノン 22 (2.2) ▼22 (2.2) ▼
ガーナ 10 (1.3) ▼ガ ナ 10 (1.3) ▼

▲ 国際平均値より統計的に有意に高い国／地域▲　国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
▼　国際平均値より統計的に有意に低い国／地域▼　国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

注 （ ）内は標準誤差(SE)を示す 正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している注　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
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小学校４年生理科問題例（報告書中 公開問題例２に該当） 〔難しい〕小学校４年生理科問題例（報告書中、公開問題例２に該当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔難しい〕

内容的領域：生物内容的領域：生物

認知的領域：知識認知的領域：知識
国／地域 正答率国／地域 正答率

問題の説明：花のつくりと働き問題の説明：花のつくりと働き

シンガポール 80 (1.6) ▲( )
韓国 42 (2 2) ▲韓国 42 (2.2) ▲
タイ 40 (2 7) ▲タイ 40 (2.7) ▲
チ コ 39 (2 8) ▲チェコ 39 (2.8) ▲
ババーレーン 37 (2.7) ▲
イタリア 36 (2.4) ▲( )
ルーマニア 35 (2.6) ▲ル マ ア 35 (2.6) ▲
ハンガリー 34 (2 5) ▲ハンガリ 34 (2.5) ▲
クロアチア 33 (2 2) ▲クロアチア 33 (2.2) ▲

ド ( ) ▲フィンランド 32 (2.3) ▲
ポルトガル 31 (3.0) ▲( )
イラン 28 (2.1) ▲イラン 28 (2.1) ▲
カザフスタン 27 (2 5) ▲カザフスタン 27 (2.5) ▲
台湾 26 (1 8) ▲台湾 26 (1.8) ▲
オ トリ 25 (2 2) ▲オーストリア 25 (2.2) ▲
スロバキア 25 (2.2) ▲
アメリカ 24 (1.0) ▲ア リカ 24 (1.0) ▲
セルビア 23 (2 0)セルビア 23 (2.0)  
アラブ首長国連邦 22 (1 3)アラブ首長国連邦 22 (1.3)  
リトア ア 21 (1 8)リトアニア 21 (1.8)  
イングランド 21 (2.8)  
国際平均値 21 (0.3)  国際平均値 21 (0.3)
ロシア 20 (1 8)ロシア 20 (1.8)  
日本 20 (1 6)日本 20 (1.6)  
オマ ン 19 (1 7)オマーン 19 (1.7)  
スウェーデン 18 (1.9)  
クウェート 18 (1.6)  ( )
サウジアラビア 16 (2 3)サウジアラビア 16 (2.3)  
香港 16 (1 5) ▼香港 16 (1.5) ▼
スペイン 16 (1 8) ▼スペイン 16 (1.8) ▼
スロベニア 15 (1.6) ▼
デンマーク 15 (1.6) ▼( ) ▼
アゼルバイジャン 15 (2 0) ▼アゼルバイジャン 15 (2.0) ▼
カタール 13 (1 7) ▼カタール 13 (1.7) ▼
チリ 13 (1 3) ▼ 正答：植物の４つの部分の名称と ３つ以上の機能を正しく答えているものチリ 13 (1.3) ▼
ポ ド

正答：植物の４つの部分の名称と、３つ以上の機能を正しく答えているもの。
ポーランド 13 (1.8) ▼ 部分の番号 部分の名前 部分の役わり
モロッコ 12 (1.2) ▼

部分の番号 部分の名前 部分の役わり
( )

トルコ 11 (1.1) ▼ 1 花 種を作る（昆虫などを引きつける）トルコ 11 (1.1) ▼
アイルランド 10 (1 9) ▼

1 花 種を作る（昆虫などを引きつける）
アイルランド 10 (1.9) ▼
グルジア 10 (1 9) ▼ 2 茎（花茎） 水と養分を運ぶ（植物を支える）グルジア 10 (1.9) ▼
ド ( )

2 茎（花茎） 水と養分を運ぶ（植物を支える）
ドイツ 10 (1.2) ▼

3 葉 植物の養分を作る（日光を吸収する）オーストラリア 10 (1.3) ▼ 3 葉 植物の養分を作る（日光を吸収する）( )
アルメニア 10 (1.7) ▼

根 水分を植物に運ぶ（植物を固定する 養分を蓄える）
アルメ ア 10 (1.7) ▼
北アイルランド 9 (1 4) ▼ 4 根 水分を植物に運ぶ（植物を固定する，養分を蓄える）
北アイルランド 9 (1.4) ▼
オランダ 8 (1 3) ▼オランダ 8 (1.3) ▼
ベ ギ 6 (1 0)ベルギー 6 (1.0) ▼
マルタ 6 (1.0) ▼
ニュージーランド 6 (1.0) ▼ジ ランド 6 (1.0) ▼
ノルウェー 4 (1 1) ▼ノルウェ 4 (1.1) ▼
チュニジア 2 (0 8) ▼チュニジア 2 (0.8) ▼
イ メン 1 (0 5) ▼イエメン 1 (0.5) ▼

▲ 国際平均値より統計的に有意に高い国／地域　国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
▼ 国際平均値より統計的に有意に低い国／地域▼　国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

注 （ ）内は標準誤差(SE)を示す 正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している注　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
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中学校２年生理科問題例 （報告書中 公表問題例５に該当） 〔やや難しい〕中学校２年生理科問題例　（報告書中、公表問題例５に該当）　　　　　　　　　　　　　　〔やや難しい〕

内容領域 化学内容領域：化学

認知的領域 推論認知的領域：推論
国／地域 答率

認知的領域 推論
国／地域 正答率国 地域 答率

問題の説明：金属の性質問題の説明：金属の性質

日本 72 (2.4) ▲
スロベニア 69 (2 2) ▲スロ ア 69 (2.2) ▲
シンガポ ル 64 (2 0) ▲シンガポール 64 (2.0) ▲
イ グ ド ( ) ▲イングランド 61 (2.9) ▲
イスラエル 58 (2.1) ▲イ ラ 58 (2.1) ▲
台湾 56 (2 5) ▲台湾 56 (2.5) ▲
香港 52 (2 5) ▲香港 52 (2.5) ▲
カザフスタン 49 (2.8) ▲( )
アメリカ 48 (1 4) ▲アメリカ 48 (1.4) ▲
ロシア 48 (2 1) ▲ロシア 48 (2.1) ▲

ガハンガリー 46 (2.0) ▲
スウェーデン 45 (2.4) ▲スウ デン 45 (2.4) ▲
ヨルダン 45 (2 2) ▲ヨルダン 45 (2.2) ▲
フ ンランド 44 (2 6) ▲フィンランド 44 (2.6) ▲
リトアニア 42 (1.9) ▲( )
ニュージーランド 41 (2 7) ▲ニュ ジ ランド 41 (2.7) ▲
ウクライナ 41 (2 6) ▲ウクライナ 41 (2.6) ▲

答イラン 40 (2.0) ▲ ・正答例（１）：
オーストラリア 38 (2.0) 電気が通るかどうか確かめる。オ ストラリア 38 (2.0)  
国際平均値 35 (0 3)

　　電気が通るかどうか確かめる。
国際平均値 35 (0.3)  

ウ 34 (2 3)ノルウェー 34 (2.3)  ・正答例（２）：
パレスチナ 32 (2.1)  

答例（ ）
磁石の近くに物質を置いてみる。磁石に引きつけられれば、3 ( . )

サウジアラビア 31 (2 3)
　　磁石の近くに物質を置いてみる。磁石に引きつけられれば、

金属である可能性が高いサウジアラビア 31 (2.3)  
アルメニア 31 (2 1) ▼

　　金属である可能性が高い。
アルメニア 31 (2.1) ▼
韓国 31 (1.6) ▼( )
バーレーン 29 (1 8) ▼バ レ ン 29 (1.8) ▼
トルコ 29 (1 6) ▼トルコ 29 (1.6) ▼
タ ( )カタール 28 (2.1) ▼

アラブ首長国連邦 24 (1.3) ▼アラブ首長国連邦 24 (1.3) ▼
イタリア 24 (2 2) ▼イタリア 24 (2.2) ▼
ガ ナ 23 (1 9) ▼ガーナ 23 (1.9) ▼
ルーマニア 22 (2.3) ▼( ) ▼
マケドニア 22 (2 4) ▼マケドニア 22 (2.4) ▼
レバノン 21 (2 3) ▼レバノン 21 (2.3) ▼
タイ 20 (1.9) ▼
マレーシア 18 (2.0) ▼マレ シア 18 (2.0) ▼
シリア 17 (2 0) ▼シリア 17 (2.0) ▼
グ ジア 16 (2 0) ▼グルジア 16 (2.0) ▼
チュニジア 15 (1.4) ▼( ) ▼
オマーン 15 (1 1) ▼オマ ン 15 (1.1) ▼
チリ 13 (1 4) ▼チリ 13 (1.4) ▼
インドネシア 10 (1.1) ▼
モロッコ 7 (0 8) ▼モロッコ 7 (0.8) ▼

▲ 国際平均値より統計的に有意に高 国／地域▲　国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
▼ 国際平均値より統計的に有意に低い国／地域▼　国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

注 （ ）内は標準誤差(SE)を示す 正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している注　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

 54



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




